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シスコ製品をお選びいただきありがとうございます。

お使いのシスコ製品は、長年にわたり安全かつ信頼できる操作
を行えるよう設計されています。

製品マニュアルのこの部分は、ビデオ システムのセットアップと
設定を担当する管理者を対象としています。

この管理者ガイド、ユーザの目標とニーズに対応することです。
このガイドについてのご意見、ご感想をお聞かせください。

定期的にシスコの Web サイトにアクセスし、このガイドの最新
版を入手することを推奨します。

ユーザ ドキュメンテーションは次の URL から入手できます。 
► https://www.cisco.com/go/roomkit-docs

本ガイドの使用方法
本書上部のメニュー バーと目次の各項目には、すべてハイパー
リンクが設定されています。クリックすると、そのトピックに移
動します。

https://www.cisco.com/go/roomkit-docs
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このガイドの対象となる製品
• Cisco Spark Room Kit

ユーザ ドキュメンテーション
このガイドでは、ビデオ システムの管理に必要な情報を提供
します。

主にオンプレミス登録のビデオ システム（CUCM、VCS）の
機能と設定について説明していますが、クラウド サービス
（Cisco Spark）登録のデバイスにも、その機能と設定の一部
が適用されます。

この製品に関する詳しいガイドは、付録
► 「シスコ Web サイト内のユーザ ドキュメンテーション」を
参照してください。

シスコ Web サイト内のドキュメンテーション
次のシスコ Web サイトに定期的にアクセスして、ガイドの最
新バージョンを確認してください。

► https://www.cisco.com/go/roomkit-docs [英語]

クラウド登録デバイスのドキュメンテーション
Cisco Spark Room デバイスの詳細については、次のリンク先
を参照してください。

► https://collaborationhelp.cisco.com [英語]

Cisco Project Workplace
オフィスやミーティング ルームをビデオ会議用に整備する際に
インスピレーションを得たり、ガイドラインを確認したりする
には、次の Cisco Project Workplace Web サイト [英語] をご
覧ください。

► https://www.cisco.com/go/projectworkplace [英語]

ソフトウェア
次のシスコ Web サイトからエンドポイント用のソフトウェアを
ダウンロードします。

► https://www.cisco.com/cisco/software/navigator.
html [英語]

ソフトウェア リリース ノート（CE9）を参照することをお勧め
します。

► https://www.cisco.com/c/en/us/support/
collaboration-endpoints/spark-room-kit-series/tsd-
products-support-series-home.html [英語]

ユーザ ドキュメンテーションとソフトウェア

https://www.cisco.com/go/roomkit-docs
https://collaborationhelp.cisco.com
https://www.cisco.com/go/projectworkplace
https://www.cisco.com/cisco/software/navigator.html
https://www.cisco.com/cisco/software/navigator.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/spark-room-kit-series/tsd-products-support-series-home.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/spark-room-kit-series/tsd-products-support-series-home.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/spark-room-kit-series/tsd-products-support-series-home.html
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この章では、CE9.0 と比較した、シスコ コラボレーション エンド
ポイント ソフトウェア バージョン 9.x（CE9.x）の新規および変更
されたシステム設定の概要と、新機能および改善点を説明してい
ます。

詳細については、次のソフトウェア リリース ノートを読むことをお
勧めします。

► https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-
endpoints/spark-room-kit-series/tsd-products-support-
series-home.html [英語]

CE9 の最新情報

CE9.3 の新機能および改善点

設定とカスタム要素のバックアップ/復元
バックアップ ファイル バンドル（zip）には、設定とともに
カスタム要素を含めることができます。次の要素からバン
ドルに含めるものを選択できます。

• ブランディング イメージ
• マクロ
• お気に入り
• サインイン バナー
• 室内制御パネル
• 設定（すべてまたは一部）

以前のバージョンのソフトウェアでは、設定をバックアップ
することしかできませんでした。

バックアップ ファイルは、ビデオ システムの Web インター
フェイスから手動で復元できますが、Cisco UCM または 
TMS などを使用して複数のビデオ システムにプロビジョ
ニングできるように、バックアップ バンドルを一般化する
こともできます。

バックアップ/復元機能には、ビデオ システムの Web イ
ンターフェイスで [メンテナンス（Maintenance）] > [バック
アップと復元（Backup and Restore）] の順に選択するこ
とにアクセスできます。

カスタム要素のプロビジョニング
前述のように、バックアップ バンドルは、Cisco UCM また
は TMS を使用して多数のビデオ システムにプロビジョニ
ングできます。複数のビデオ システム用のバックアップ バ
ンドルを作成するときは、デバイス固有の情報を削除する
ことが重要です。そのようなバンドルにデバイス固有の情
報が含まれていると、結果的に複数のビデオ システムに
到達できなくなる可能性があります。

システム固有ではないバックアップ バンドルをプロビジョ
ニングすることにより、たとえば、ビデオ システムのセッ
トアップをマクロ、ブランディング要素、および室内制御パ
ネルとともに複数のビデオ システムにコピーすることがで
きます。

現時点では、Cisco UCM によるプロビジョニングでは設
定は復元されず、その他のカスタム要素のみが復元されま
す。TMS では、バックアップ バンドルに含まれるすべての
ものが復元されます。

プロビジョニングの詳細については、リリース ノートを参
照してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/spark-room-kit-series/tsd-products-support-series-home.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/spark-room-kit-series/tsd-products-support-series-home.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/spark-room-kit-series/tsd-products-support-series-home.html
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室内制御の更新
室内制御機能には次の機能が追加されています。

• 合計で最大 20 のパネルにボタンを追加できます。ボタン
は、パネルの種類に応じてユーザ インターフェイスのホー
ム スクリーンまたは通話中スクリーンに表示されます。

• これまでのように、グローバル パネル（常に利用可能）、
通話中パネル（通話中にのみ利用可能）、非通話中パネル
（通話中でない場合にのみ利用可能）の 3 種類の室内制
御パネルがあります。グローバル パネルのエントリ ポイ
ントは、ステータス バー（ユーザ インターフェイスの右上
隅）から削除されました。代わりに、グローバル パネルを
開くボタンがホーム スクリーンと通話中スクリーンの両方
に（それぞれ、非通話中専用パネル用ボタンおよび通話中
専用パネル用ボタンとともに）追加されています。

• ユーザ インターフェイスでパネルを開かずにイベントを直
接トリガーできるスタンドアロンのトリガー ボタンを作成
できます。

また、室内制御エディタに次の機能が追加されました。

• いくつかの新しいアイコンを利用できます。
• 一連の色から室内制御ボタンの色を選択できます。
• テキスト要素をダブルクリックしてテキストを直接編集で
きます。

• 室内制御 XML ファイルをエディタにドラッグ アンド ド
ロップできます。

室内制御の詳細については、► http://www.cisco.com/go/
in-room-control-docs にある室内制御のガイド/カスタマイ
ズ ガイド [英語] を参照してください。

ISDN リンクのサポート
ソフトウェアバージョン IL1.1.7 では ISDN リンクが、CE9.3.0 
をサポートするすべてのビデオ システムでサポートされます。

これまでのように、自動ペアリング（ビデオ システムによる 
ISDN リンクの自動検出を可能にする）を使用する場合は、ビ
デオ システムで IPv6 を有効にする必要があります。

ワンボタン機能（OBTP）のスヌーズ
ワンボタン機能（OBTP）ミーティング アラームで 5 分間のス
ヌーズが可能です。スヌーズの時間は変更できません。このア
ラームは、通常、通話中に、スケジュールされた会議が開始間
近になると表示されます。会議が終了するまでは、表示される
たびにアラームを 5 分間スヌーズできます。

発信前のコール レートの調整
[検索またはダイヤル（Search or Dial）] フィールドへの入力を
開始するとすぐに、ダイアログを開いてカスタム コール レート
を選択できます。以前のリリースでは、この機能は、ディレクト
リからエントリを選択するときにだけ使用できました。

カスタム コール レートを選択しない場合は、[会議のデフォル
ト コール レート（Conference DefaultCall Rate）] 設定で指
定されているレートが設定されます。

着信音の選択と着信音の音量の調整
ユーザ インターフェイスの設定メニューから着信音を選択し、
着信音の音量を調整することができます。以前のリリースで
は、これは Web インターフェイスから行われていました。

延期されたアップグレードの再開
ソフトウェア アップグレードの通知を受け取ったら、すぐに
アップグレードするか延期するかを選択できます。アップグ
レードを延期した場合は、以前のように 6 時間待たなくて
も、準備ができたときにユーザ インターフェイスのメニュー
から [設定（Settings）] > [このデバイスについて（About this 
device）] の順に選択してアップグレードを再開できます。

手動でアップグレードを再開しない場合、アップグレードは 6 
時間後に自動的に開始されます。

システム情報がユーザ インターフェイスに公開さ
れることの防止
重要なシステム情報がユーザ インターフェイスに公開される
ことを防止できます。たとえば、次の情報の公開を防止でき
ます。

• IP アドレス（ビデオ システム、タッチ コントローラ、UCM/
VCS レジストラ）

• MAC アドレス
• シリアル番号
• ソフトウェア バージョン

この機能を有効にするには、次の操作が必要です。

• 管理者権限を持つすべてのユーザにパスフレーズを設定
する

• [ユーザ インターフェイス設定メニュー モード
（UserInterface SettingsMenu Mode）] を [ロック
（Locked）] に設定する

• [ユーザ インターフェイス セキュリティ モード
（UserInterface Security Mode）] を [強（Strong）] に設
定する

また、この機能により、タッチ コントローラの接続を切断する
ときに IP アドレスがスクリーンに表示されなくなります。

https://www.cisco.com/go/in-room-control-docs
https://www.cisco.com/go/in-room-control-docs


D15374.05 Room Kit Administrator Guide CE9.3, APRIL 2018.  www.cisco.com ̶ Copyright © 2018 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. 8

Cisco Spark Room Kit  管理者ガイド

アクセシビリティ：着信時のスクリーンの点滅
システムが着信コールを受信するとスクリーンとタッチ コント
ローラが赤色/薄灰色で点滅するようにビデオ システムを設
定できます。これは主に聴覚に障がいのあるユーザ向けの機
能で、着信に気付くことが容易になります。

この機能はデフォルトでは無効化されているため、
[着信コール通知アクセシビリティ（Accessibility 
IncomingCallNotification）] 設定で有効にする必要があり
ます。

1 冊の共通 API ガイド
すべての API 情報が、すべての製品を対象とする 1 冊の API 
ガイドに集約されています。これは、製品ごとに 1 冊の API ガ
イドが用意されていた以前のリリースとは対照的です。
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CE9.2 の新機能および改善点

マクロ フレームワーク
マクロ フレームワークにより、ユーザとインテグレータは、
JavaScript マクロを作成できます。これにより、シナリオを自
動化し、エンドポイントの動作をカスタマイズして、個々のお客
様の要件に適合させることができます。

マクロと、イベント/ステータス変更のリスニング、コマンド/設
定の実行の自動化、室内制御機能用のローカル制御機能の提
供などの強力な機能の組み合わせにより、さまざまなカスタム 
セットアップが可能になっています。

ビデオ システムを無期限に応答不可にするといったマイナー
な動作の変更は、マクロで簡単に実現できます。その他の例と
しては、設定の自動リセット、特定の時刻の発信、状態の変化
に応じたアラート/ヘルプ メッセージの発行などがあります。

複数のサンプル マクロも提供するマクロ エディタは、ビデオ 
システムの Web インターフェイスから利用できます。

ブランディングとハーフウェイクのカスタマイズ
独自のテキストと画像をアップロードして、ハーフウェイク状態
とアウェイク状態の両方のスクリーンとユーザ インターフェイス
の表示をカスタマイズできます。

ハーフウェイク状態では、次のことができます。
• スクリーンとユーザ インターフェイスに背景ブランド イ
メージを追加します。

• スクリーン右下隅とユーザ インターフェイスのロゴを追加
します。

アウェイク状態では、次のことができます。
• スクリーン右下隅とユーザ インターフェイスのロゴを追加
します。

• スクリーン左下隅にラベルとメッセージを追加します
（ユーザ インターフェイスには追加しない）。

ソース構成
最大 4 つの入力ソース（コーデックで使用できる入力ソース
の数によって異なる）で 1 つのイメージを構成できます。これ
は、メイン ビデオ ストリームでコールの遠端に送信されるイ
メージです。ソース構成は API 経由でのみ有効にできるので、
ユーザインターフェイス拡張をマクロと組み合わせて作成し、オ
ンデマンドで構成を制御することをお勧めします。

この機能により、TC コンソール アプリケーションによって TC 
ソフトウェア用に提供されていた機能の一部が置き換えられ
ます。

HTTP プロキシのサポート
シスコのクラウド サービスである Cisco Spark にビデオ シス
テムを登録する場合は、HTTP プロキシを経由するようにビデ
オ システムをセットアップできます。

ユーザ インターフェイスの機能
• 設定パネルが再構成されています。
• ビデオ システムの管理者パスワードによって、ユーザ イ
ンターフェイス（Touch 10）の設定パネルを保護すること
ができます。パスワードが空白の場合、誰でも設定にア
クセスしてシステムを初期設定にリセットすることができ
ます。

• ユーザ インターフェイスでロシア語を選択する場合は、ロ
シア語のキーボードとラテン文字セットのキーボードを選
択できます。

• アラビア語とヘブライ語がユーザ インターフェイスに追加
されています。また、ローカライズされたキーボードも含ま
れます。

• 基本的な IEEE 802.1x 設定がユーザ インターフェイスの設
定パネルに追加されています。

ホワイトボードへのスナップ機能のサポート 

スピーカー トラック機能にあるカメラを備えたすべての製品
（Cisco TelePresence スピーカー トラック 60 カメラまたは 
Cisco Spark クアッド カメラを備えた SX80、デュアル カメラ
を備えた MX700/MX800、Room Kit、Room Kit Plus、Room 
55、および Room 70）でホワイトボードへのスナップ機能を使
用できるようになりました。

ホワイトボードの近くで話している人をビデオ システムが検出
すると、カメラのビューがホワイトボード領域に切り替わりま
す。Touch 10 ユーザ インターフェイスの設定パネルのウィザー
ドを使用すると、簡単に機能をセットアップして、ホワイトボー
ド領域の場所を定義できます。

USB -シリアル ポートのサポート
USB（Type-A）- シリアル（D-sub 9）アダプタを接続し
てビデオ システム API にアクセスすることができます。
UC232R-10 USB - RS232（FTDI）アダプタを使用することを
お勧めします。

CMS ホスト会議（アクティブ コントロール）での
リモート参加者のミュートとミュート解除 

CMS（2.1 以降）による会議でビデオ システムがアクティブ コ
ントロールに対応している場合は、ユーザインターフェイスの
参加者一覧からリモート参加者をミュートおよびミュート解除
できます（この機能は CMS でも有効になっている必要があり
ます）。

ソフトウェア バージョン CE9.2 を実行しているビデオ シス
テムでは、ミュートが直接解除されません。そのようなビデオ 
システムのミュートをリモートで解除しようとすると、音声の
ミュートをローカルで解除することを求めるメッセージがスク
リーンに表示されます。
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カスタム入力プロンプトの API コマンドAPI 

ユーザ インターフェイスに「xCommand UserInterface 
Message TextInput *」という入力プロンプトを表示できる 
API コマンドが導入されました。表示コマンドを発行すると、
カスタム テキストによるプロンプト、ユーザがテキストを入力
するフィールド、および送信ボタンが、ユーザ インターフェイ
スに表示されます。たとえば、終了したコールの後にフィード
バックを残すようにユーザに求めることができます。ユーザの
入力タイプ（単一行のテキスト、数値、パスワード、または PIN 
コード）を指定できます。

プロンプトは API 経由でのみ有効にできるので、プロンプト
を、マクロおよびカスタム ユーザ インターフェイス パネルまた
は自動トリガー イベントのいずれかと組み合わせることをお
勧めします。

API 経由での証明書のアップロード
ASCII PEM 形式の証明書は、複数の API コマンド（xCommand 
Security Certificates CA Add または xCommand 
Security Certificates Services Add）を使用して直接イ
ンストールできます。これまでのように、証明書を Web イン
ターフェイスからビデオ システムにアップロードすることもで
きます。

ユーザ管理のための API コマンド 

API コマンド（xCommand UserManagement User *）を使用
してユーザ アカウントを直接作成し、管理することができま
す。これまでのように、これをビデオ システムのユーザ イン
ターフェイスから行うこともできます。

室内制御のプレビュー モード 

室内制御エディタには、新しいプレビュー モードがあります。
仮想 Touch 10 ユーザ インターフェイスでは、デザインがユー
ザ インターフェイスでどのように見えるかを確認できます。
ユーザ インターフェイスはインタラクティブなので、機能をテ
ストできます。これにより、サードパーティの制御システムやマ
クロで作成した機能をトリガーできる実際のイベントがビデオ 
システムで生成されます。右側のペインのコンソールには、イ
ンタラクティブ操作時のウィジェットの値と、制御システムの
フィードバック メッセージの両方が表示されます。

インテリジェント プロキシミティの変更点 

Cisco Proximity によって 1 つ以上のクライアントがシステム
とペアになっていることを知らせるプロキシミティ インジケー
タがスクリーン（右中央）に表示されます。プロキシミティが
有効になっているときに常に表示されていた古いインジケータ
（左上）は削除されました。

プロキシミティ サービスをユーザ インターフェイスから無効に
することはできなくなりました。

超音波設定は [周辺機器ペアリング超音波（Peripherals 
Pairing Ultrasound）] から [音声超音波（Audio Ultrasound）] 
に移行されました。

コール サービスを変更する際の初期設定への自
動リセット（デバイスの有効化） 

ユーザ インターフェイスを使用してデバイス有効化の方法を変
更（VCS から Cisco UCM へ、など）すると、ビデオ システム
は初期設定に自動的にリセットされ、再起動します。これによ
り、新しいサービス向けにビデオ システムをプロビジョニング
するときに設定の競合が防止されます。

API からプロビジョニングを変更してもビデオ システムは初
期設定に自動的にリセットされません。

音声とその他のメディア用の個別 RTP ポート範囲
のサポート  

音声が他のメディアと異なる RTP ポート範囲を使用するよう
にビデオ システムを設定できます。この 2 つの範囲を重なら
せることはできません。デフォルトでは、すべてのメディアが同
じ RTP ポート範囲を使用します。
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CE9.1 の新機能および改善点

CMS ベースの会議用のデュアル スクリーン エクス
ペリエンスとアクティブ コントロール
デュアル スクリーンのビデオ システムでは、両方のスクリーン
を CMS ベースの会議に利用できます。ビデオ システムは、2 
つのトランスコードされたビデオ ストリームを受信し、1 つの
コンテンツ ストリームは CMS からのもので、両方の画面を使
用してストリームをレンダリングします。

アクティブ コントロールを有効にすると、すべての会議出席者
と現在のアクティビティ ステータス（ミュート、共有、アクティ
ブなスピーカーの表示など）を示す参加者一覧が表示されま
す。タッチ インターフェイスからレイアウト選択パネルを使用
してレイアウトをシームレスに変更できます。

新しいウェイクアップ エクスペリエンス
ウェイクアップ エクスペリエンスには、ハーフウェイクとモー
ション検知スタンバイの 2 つの追加のスタンバイ状態があり
ます。自動ウェイクアップが有効になっている場合、ビデオ シ
ステムは、超音波を使用してプレゼンスを検出（モーション検
知）するか、Cisco Proximity クライアントとペアになるとプレ
ゼンスを検出します。ビデオ システムは、ハーフウェイク状態
になる前（簡単なインタラクティブ操作のガイドがスクリーン
に表示されている）はグリーティングによってウェイクアップし
ます。

ワイヤレス ネットワークの EAP 認証フレームワー
クのサポート
WPA-PSK と WPA2-PSK に加えて、ビデオ システムは Wi-Fi 
接続用の WPA-EAP 認証フレームワークをサポートするよう
になりました。サポートされているすべての方式は次のとおり
です。

• オープン（Open）
• WPA-PSK（AES）
• WPA2-PSK（AES）
• EAP-TLS
• EAP-TTLS
• EAP-FAST
• PEAP
• EAP-MSCHAPv2
• EAP-GTC

ルーム分析の追加 

室内の人の存在を検知：ビデオ システムは、人が室内にいる
かどうかを見つける機能を備えています。この機能は超音波に
基づいており、室内にいた人物の記録を保持することはなく、
部屋が使用中であるかどうかだけを検知します。

人数カウント：ビデオ システムは、通話中のときまたはセルフ 
ビューに画像を表示したときに室内の人数を数えます。非通
話中の人数を数えるようにビデオ システムを設定することも
できますが、ビデオ システムはスタンバイ時には人数を数え
ることができません。室内にいた人物の記録を保持すること
はなく、顔の数だけを検知します。
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CE9.3 でのシステム設定の変更点

新しい設定
オーディオ減衰キー クリック検出

オーディオ キー クリック検出の有効化

ネットワーク [1] DNS DNSSEC モード

NetworkServices HTTP Proxy PACUrl

SystemUnit CrashReporting Advanced

SystemUnit CrashReporting Mode

SystemUnit CrashReporting URL

UserInterface Accessibility IncomingCallNotification

UserInterface Security Mode

削除された設定
Provisioning HttpMethod

変更された設定
NetworkServices HTTP Proxy Allowed
旧：デフォルト値：True
新：デフォルト値：False

NetworkServices HTTP Proxy Mode
旧：値スペース：Manual/Off
新：値スペース：Manual/Off/PACUrl/WPAD

Security Session MaxSessionsPerUser
旧：値スペース：整数（0..100）デフォルト値：0
新：値スペース：整数（1..20）デフォルト値：20

Security Session MaxTotalSessions
旧：値スペース：整数（0..100）デフォルト値：0
新：値スペース：整数（1..20）デフォルト値：20
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CE9.2 でのシステム設定の変更点

新しい設定
オーディオ入力 HDMI[n] ビデオ関連付けミュート有効非アクティブ ビデオ

オーディオ ウルトラサウンド最大音量
周辺機器ペアリング ウルトラサウンド音量最大レベルの置き換え

オーディオ ウルトラサウンド モード
周辺機器ペアリング ウルトラサウンド音量モデルの置き換え

カメラ スピーカー トラック ホワイトボード モード

マクロ オートスタート

マクロ モード

NetworkServices HTTP Proxy Allowed 

NetworkServices HTTP Proxy LoginName 

NetworkServices HTTP Proxy Mode 

NetworkServices HTTP Proxy Password 

NetworkServices HTTP Proxy Url 

RTP Video Ports Range Start 

RTP Video Ports Range Stop 

Security Session FailedLoginsLockoutTime 

Security Session MaxFailedLogins 

UserInterface CustomMessage 

UserInterface OSD HalfwakeMessage 

UserInterface SettingsMenu Mode 

削除された設定
周辺機器ペアリング ウルトラサウンド音量最大レベル
オーディオ ウルトラサウンド最大音量 に置き換え

周辺機器ペアリング ウルトラサウンド音量モード
オーディオ ウルトラサウンド モードに置き換え

変更された設定
音声入力マイク [n] レベル 
旧：値スペース：0..36
新：値スペース：0..26

カメラ スピーカー トラックのクローズアップ 
旧：ユーザ ロール：ADMIN、INTEGRATOR
新：ユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR、USER

Security Audit Logging Mode 
旧：デフォルト値：Off
新：デフォルト値：Internal

UserInterface Language
新：値スペースにアラビア語とヘブライ語を追加

UserInterface OSD Output
旧：デフォルト値：1
新：デフォルト値：Auto

Video Selfview OnCall Mode 
旧：デフォルト値：Off
新：デフォルト値：On
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CE9.1 でのシステム設定の変更点

新しい設定
カメラのカメラ フレーム レート

RoomAnalytics PeopleCountOutOfCall

RoomAnalytics PeoplePresenceDetector

Video Input Connector [n] CEC Mode

削除された設定
なし。

変更された設定
Conference DefaultCall Rate 
旧：デフォルト値：3072
新：デフォルト値：6000

Conference MultiStream Mode 
旧：値スペース：Off デフォルト値：Off
新：値スペース：Auto/Off デフォルト値：Auto

ネットワーク [1] IEEE8021X パスワード 
旧：値スペース：文字列（0, 32)
新：値スペース：文字列（0, 50)

Peripherals Profile TouchPanels 
旧：デフォルト値：NotSet
新：デフォルト値：Minimum1

モーション検知ウェイクアップのスタンバイ 
旧：デフォルト値：Off
新：デフォルト値：On

Video Input Connector [n] PresentationSelection
旧：値スペース：AutoShare/Manual/OnConnect
新：値スペース：AutoShare/Desktop/Manual/OnConnect

Video Output Connector [1..2] MonitorRole 
旧：デフォルト値：Connector [1]：First、Connector [2]：Second
新：デフォルト値：Auto
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Room Kit の概要

Cisco Spark Room Kit では、カメラ、コーデック、スピーカー、および
マイクが単一のデバイスに統合されています。簡単に設置でき、HDMI 
CEC によってフラット パネル ディスプレイとの優れた統合が実現され
ます。

この Room Kit は、小規模および中規模のミーティング ルームやチー
ム コラボレーション ルーム向けに設計されています。以前はハイエン
ドのビデオ会議室の領域であった洗練された機能が、あらゆる部屋と
あらゆるチームに提供されます。

この Room Kit は、クラウド（Cisco Spark）とオンプレミス（CUCM お
よび VCS）の両方で展開できるように構築されています。

機能とメリット
• インテリジェントな表示機能を備えた目立たない内蔵カメラ：会議
出席者を検知し、ベスト オーバービューを表示し、アクティブなス
ピーカーを検出して切り替えます（スピーカー トラッキング）。

• 内蔵されたマイクとスピーカーによって優れたオーディオ エクスペ
リエンスが提供されます。

• 自動ウェイクアップ機能：人が室内に入ると検知します。モバイル 
デバイスによって人を認識することもできます。

• Cisco TelePresence Touch 10 または Cisco Spark アプリ対応デ
バイスによる制御

• ビデオとコンテンツの 2 つのディスプレイのサポート
• ローカル会議での 2 つのコンテンツ ソースのプレゼンテーション
• 4K コンテンツ共有（ローカル会議では 30 fps、遠端では 5 fps）
• 有線またはワイヤレスでのコンテンツ シェアリング
• 室内の人数のカウント：優れたリソース プランニングのための分析
を可能にします。

• イーサネットと Wi-Fi のサポート
• Cisco TelePresence Touch 10 による照明やブラインドなどの周
辺機器の制御（室内制御）

Cisco Spark Room Kit の詳細については、► https://www.cisco.
com/go/roomkit を参照してください。

標準フラットパネル ディスプレイの上部
に設置された Room Kit

内蔵コーデック

下部のコネクタ 
パネル

スピーカー 
(低音およびフルレンジ)

カメラ

スピーカー トラッキング用のマイク アレイ

マイク

https://www.cisco.com/go/roomkit
https://www.cisco.com/go/roomkit
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ユーザインターフェイスを使用した再起動とスタ
ンバイ

システムの再起動
1.  ユーザ インターフェイスの左上隅にある連絡先情報を選択します。

2.  [設定（Settings）]、[再起動（Restart）] の順に選択します。

3.  [再起動（Restart）] を再度選択して、選択内容を確認します。

スタンバイ モードの開始/終了
1.  ユーザ インターフェイスの左上隅にある連絡先情報を選択します。

2.  [スタンバイ（Standby）] を選択します。

リモートからシステムの電源をオフにするか再起
動する
Web インターフェイスにサインインして、[メンテナンス
（Maintenance）] > [再起動（Restart）] に移動します。

システムを再起動します。
[デバイスの再起動...（Restart device...）] をクリックして、選択を確定
します。

システムが使用可能になるまでに、数分かかります。

システムの電源をオフにする
[デバイスのシャットダウン...（Shutdown device...）] をクリックして、選
択を確定します。

システムの電源をリモートで再度オンにすることはできません。

システムの電源を入れるには、電源プラグを抜いてから再度接
続する必要があります。

電源のオンとオフ



D15374.05 Room Kit Administrator Guide CE9.3, APRIL 2018.  www.cisco.com ̶ Copyright © 2018 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. 17

Cisco Spark Room Kit  管理者ガイド

システム LED

アイドル モード時（スクリーンはアウェイク）: 
点灯状態になります。

スタンバイ モード時（スクリーンはオフ）: 
点灯状態になります。

スリープ モード時（低電力モード）: 
LED がゆっくり点滅します。

要注意時（ネットワーク接続がないなど）: 
LED が 2 回ずつ、繰り返し点滅します。

スタートアップ（起動）時:
LED が点滅します。システムが使用可能なると点灯状態に
なります。

カメラ LED

コールの着信時: 
LED が点滅します。

コール中: 
点灯状態になります。

セルフビュー オン時: 
点灯状態になります。

LED インジケータ

システム LED

カメラ LED
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一般的には、この管理者ガイドに記載されているように、
Web インターフェイスを使用してビデオ システムを管理/
保守することをお勧めします。

あるいは、次のような方法でビデオ システムの API にアク
セスすることもできます。

• HTTP または HTTPS（Web インターフェイスでも使用
されます）

• SSH
• シリアル インターフェイス（RS-232）

別のアクセス方法、および API の使用方法の詳細について
は、ビデオ システムのAPI ガイドを参照してください。

ヒント

API で設定またはステータスを使用できる場合、Web イン
ターフェイスの設定またはステータスが次のように API の
設定またはステータスに変換されます。

（Web で）X > Y > Z を Value に設定することは
次と同等です。

xConfiguration X Y Z: 値（API）

（Web で）X > Y > Z ステータスにチェックマークを
付けることは
次と同等です。

xStatus X Y Z (API)

次に例を示します。

[システムユニット（SystemUnit）] > [名前（Name）] を 
[MySystem] と設定すると、
次と同等です。

xConfiguration SystemUnit Name: MySystem

[システムユニット（SystemUnit）] > [ソフトウェア
（Software）] > [バージョン（Version）] ステータスに
チェックマークを付けることは
次と同等です。

xStatus SystemUnit Software Version

Web インターフェイスでは、API の場合よりも多くの設定と
ステータスを使用できます。

ビデオ システムの管理方法

アクセス方式 注記（Notes） 方式を有効/無効にする方法

HTTP/HTTPS • ビデオ システムの Web インターフェイスで使用
• 非セキュア（HTTP）通信またはセキュア（HTTPS）
通信

• HTTP：デフォルトで有効 
HTTPS：デフォルトで有効

[ネットワークサービス
（NetworkServices）] > [HTTP] > [モード
（Mode）]

変更を有効にするには、ビデオ システム
を再起動します。

SSH • セキュア TCP/IP 接続
• デフォルトで有効

[ネットワークサービス
（NetworkServices）] > [SSH] > [モード
（Mode）]

ビデオ システムを再起動する必要はあり
ません。変更が有効になるまでに少し時
間がかかる場合があります。

シリアル インターフェイス
（RS-232）

• ケーブルを使用してビデオ システムに接続IP アドレ
ス、DNS、ネットワークは不要。

• デフォルトで 有効
• セキュリティ上の理由から、デフォルトではサインインす
るよう求められます（[シリアル ポート（SerialPort）] >  
[ログインが必須（LoginRequired）]）

[シリアル ポート（SerialPort）] > [モード
（Mode）]

変更を有効にするには、ビデオ システム
を再起動します。

すべてのアクセス方式を無効にする（[オフ（Off）] に設定する）と、ビデオ システムを設定できなくなります。再度有効にする（[オン
（On）] に設定する）ことはできないため、復元するにはビデオ システムを工場出荷時設定にリセットする必要があります。

（1/4 ページ）
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サインイン
エンドポイントのユーザ名とパスフレーズを入力して、
[サインイン（Sign In）] をクリックします。

システムには出荷時にデフォルト ユーザ admin
（パスフレーズなし）が設定されています。
初めてサインインするときは、[パスフレーズ
（Passphrase）] フィールドを空白のままにし
ます。

admin ユーザのパスワードを設定する必要があ
ります。

サインアウト
ユーザ名の上にカーソ
ルを移動し、ドロップダ
ウン リストから [サイン
アウト（Sign out）] を
選択します。

Web インターフェイスは、ビデオ システムの管理ポータル
です。コンピュータから接続して、システムをリモートで管理
できます。フル設定アクセスが提供され、メンテナンス用の
ツールやメカニズムを利用できます。

注：Web インターフェイスを使用するには HTTP また
は HTTPS が有効になっている必要があります（[ネット
ワークサービス（NetworkServices）] > [HTTP] > [モード
（Mode）] 設定を参照）。

Web ブラウザは最新版を使用することを推奨します。

ビデオ システムの管理方法（2/4 ページ）

ビデオ システムの Web インターフェイス

ビデオ システムへの接続
Web ブラウザを開き、ビデオ システムの IP アドレスをア
ドレス バーに入力します。

IP アドレスの確認方法

1.   ユーザ インターフェイスの左上隅にある連絡
先情報を選択します。

2.   [このデバイスについて（About this device）] 
に続き、[設定（Settings）] を選択します。
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Web インターフェイスはサブ ページで構成されています。ビデオ シス
テムがオンプレミス サービス（CUCM、VCS）に登録されているときは
下に示すすべてのサブページを使用できます。ビデオ システムがシス
コのクラウド サービス（Cisco Spark）に登録されているときは灰色で
示されているページを使用できません。

どちらの場合も、サインインしているユーザには、アクセス権のある
ページだけが表示されます。

ユーザ管理、ユーザ ロール、およびアクセス権についての詳細は、 
►「ユーザ管理」の章を参照してください。

ビデオ システムの管理方法（3/4 ページ）

Web インターフェイスの構成

メイン メニュー
（Main Menu）

設定

設定（Configuration）

ステータス（Status）

周辺機器（Peripherals）

パーソナライゼーション
（Personalization）

お気に入り

コール制御ホーム（Home） セキュリティ

Users

サービス証明書（Service 
Certificates）

CUCM 証明書

証明機関

強力なセキュリティ モード

Sign In Banner

非永続モード

メンテナンス

診断

システム ログ（System Logs）

通話履歴

ユーザ インターフェイスのスクリーンショッ
ト（User Interface Screenshots）

ソフトウェア アップグレード（Software 
Upgrade）

オプション キー（Option Keys）

バックアップと復元（Backup and Restore）

システム リカバリ（System Recovery）

再起動（Restart）

統合（Integration）

室内制御（In-Room 
Control）

マクロ エディタ（Macro 
Editor）

スタートアップ スクリプト
（Startup Scripts）

開発者 API
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ビデオ システムのユーザ インターフェイスでシステム情報と一部の基
本設定およびシステム テストにアクセスできます。

システムの重要な設定と機能（ネットワーク設定、サービスの有効
化、初期設定へのリセットなど）は、パスフレーズで保護できます。 
► 「[設定（Settings）] メニューへのアクセスの制限」の章を参照し
てください。

一部の設定とテストは、ビデオ システムの電源を初めて入れたときに
起動されるセットアップ アシスタントの一部にもなっています。セットア
ップ アシスタントについては、CE ソフトウェアを実行しているシステム
の『スタートアップ ガイド』を参照してください。

ビデオ システムの管理方法（4/4 ページ）

ユーザ インターフェイスの設定とシステム情報

アクセス設定
1.   ユーザ インターフェイスの左上隅にある連絡先情報を選択します。

2.  [設定（Settings）] を選択します。

南京錠の記号  は、設定が保護されている（ロックされている）
ことを示しています。

3.  変更する設定または実行するテストを選択します。

設定がロックされている場合は認証ウィンドウが表示され、続行す
るには ADMIN クレデンシャルでサインインする必要があります。
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第 2 章

設定
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Web インターフェイスとコマンドライン インターフェイスにアクセスする
には、サインインする必要があります。ユーザには、アクセス権を持つ対象
を決める、異なるロールを割り当てることができます。

デフォルトのユーザ アカウント
ビデオ システムには、フル アクセス権が与えられたデフォルトの管理者
ユーザ アカウントが付属しています。ユーザ名は admin で、パスフレーズ
は初期設定されていません。

必ず admin ユーザのパスフレーズを設定する必要があります。

パスフレーズの設定方法については、► 「システム パスフレーズの変更」
の章を参照してください。

新しいユーザ アカウントを作成する
1. Web インターフェイスにサインインして、[セキュリティ（Security）] > [ユ
ーザ（Users）] に移動します。

2. [新規ユーザを追加（Add New User）] を選択します。

3. [ユーザ名（Username）]、[パスフレーズ（Passphrase）]、および [パ
スフレーズの確認（Repeat passphrase）] の各入力フィールドに入
力します。

デフォルトでは、ユーザが初めてサインインしたときにパスフレーズを
変更する必要があります。

認証にクライアント証明書を使用する場合にのみ、[クライアント証
明書 DN（識別名）（Client Certificate DN）]  フィールドに値を入力
してください。

4. 適切な [ロール（Roles）] チェックボックスをオンにします。

admin ロールをユーザに割り当てた場合は、[自分のパスフレーズ
（Your passphrase）] 入力フィールドに自分自身のパスフレーズを確
認のために入力します。

5. ユーザをアクティブにするには、[ステータス（Status）] を [アクティブ
（Active）] に設定します。

6. [ユーザの作成（Create User）] をクリックします。

変更を加えないで終了するには、[戻る（Back）] ボタンを使用します。

ユーザ管理

ユーザ ロール
1 つのユーザ アカウントは、1 つのユーザ 
ロールまたは複数の組み合わせを保持でき
ます。デフォルトの admin ユーザなどの、フ
ル アクセス権を持つユーザ アカウントは、
admin、user、audit の各役割も持つ必要が
あります。

これらはユーザ ロールです。

admin：このロールを持つユーザは、新規
ユーザの作成、ほとんどの設定の変更、通
話、および連絡先リストの検索ができます。
このユーザは監査証明書のアップロードもセ
キュリティ監査設定の変更も行えません。

USER：このロールを持つユーザはコールの
発信と連絡先リストの検索が可能です。この
ユーザは呼び出し音量の調整や時刻と日付
の表示形式の変更など、いくつかの設定を変
更できます。

AUDIT：このロールを持つユーザは、セキュリ
ティ監査設定を変更したり、監査証明書を
アップロードしたりすることができます。

RoomControl：このロールを持つユーザは、
室内制御を作成できます。ユーザは室内制
御エディタおよび対応する開発ツールにアク
セスできます。

INTEGRATOR：このロールを持つユーザは、
高度な AV シナリオを設定し、ビデオ システ
ムをサードパーティの機器と統合するために
必要な設定、コマンド、およびステータスに
アクセスできます。このユーザは、室内制御
を作成することもできます。

Cisco Spark 登録システム
ビデオ システムがシスコのクラウド サー
ビス（Cisco Spark）に登録されている
場合は、INTEGRATOR ユーザ ロールと 
ROOMCONTROL ユーザ ロールを持つロー
カル ユーザだけを利用できます。

既存のユーザ アカウントの編集
admin ロールを持つユーザに変更を加える場合は、[自分のパスフレーズ
（Your passphrase）] 入力フィールドに自分自身のパスフレーズを確認
のために必ず入力する必要があります。

ユーザ特権を変更する

1. Web インターフェイスにサインインして、[セキュリティ（Security）] > 
[ユーザ（Users）] に移動します。

2. リスト内の該当ユーザをクリックします。

3. ユーザ ロールを選択して、ステータスを [アクティブ（Active）] または 
[非アクティブ（Inactive）]  に設定し、ユーザが次回のサインイン時に
パスフレーズを変更する必要があるかどうかを決定します。

HTTPS で証明書ログインを使用する場合にのみ、[クライアント証明
書 DN（識別名）（Client Certificate DN）] フィールドに値を入力して
ください。

4. [ユーザの編集（Edit User）] をクリックして変更内容を保存します。

変更を加えないで終了するには、[戻る（Back）] ボタンを使用します。

パスフレーズの変更

1. Web インターフェイスにサインインして、[セキュリティ（Security）] > 
[ユーザ（Users）] に移動します。

2. リスト内の該当ユーザをクリックします。

3. 該当する入力フィールドに新しいパスフレーズを入力します。

4. [パスフレーズの変更（Change Passphrase）] をクリックして、変更
を保存します。

変更を加えないで終了するには、[戻る（Back）] ボタンを使用します。

ユーザ アカウントの削除

1. Web インターフェイスにサインインして、[セキュリティ（Security）] > 
[ユーザ（Users）] に移動します。

2. リスト内の該当ユーザをクリックします。

3. [ユーザの削除...（Delete user...）] をクリックし、プロンプトが表示さ
れたら確定します。
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パスフレーズを変更する
1. Web インターフェイスにログインし、ユーザ名の上にマウスを移
動し、ドロップダウン リストから [パスフレーズの変更（Change 
Passphrase）] を選択します。

2. 入力フィールドに現在のパスフレーズと新しいパスフレーズを入
力し、[パスフレーズの変更（Change passphrase）] をクリック
します。

パスフレーズの形式は、0 ～ 64 文字の文字列です。

パスフレーズが現在設定されていない場合は、[現在のパス
フレーズ（Current passphrase）] フィールドを空白のままに
します。

システム パスフレーズは、以下の操作を行うときに必要となります。

• Web インターフェイスへのサインイン
• コマンドライン インターフェイスへのサインインと使用

デフォルトのユーザ アカウント
ビデオ システムには、フル アクセス権を持つデフォルトのユーザ アカ
ウントが付属しています。ユーザ名は admin で、初期状態ではパスフ
レーズは設定されていません。

システム設定へのアクセスを制限するために、必ず、デフォル
トの admin ユーザ用のパスフレーズを設定する必要がありま
す。さらに、管理者権限を持つ他のすべてのユーザにもパスフ
レーズを設定する必要があります。

admin ユーザのパスフレーズが設定されるまでは、システム パスフ
レーズが設定されていないことを示す警告が画面上に表示されます。

他のユーザ アカウント
ビデオ システムには多くのユーザ アカウントを作成できます。

ユーザ アカウントを作成および管理する方法の詳細については、in 
the ►「ユーザ管理」の章を参照してください。

他のユーザのパスフレーズの変更
管理者アクセス権を持っている場合は、任意のユーザのパスワードを
変更できます。

1. Web インターフェイスにサインインして、[セキュリティ（Security）] > 
[ユーザ（Users）] に移動します。

2. リスト内の該当ユーザをクリックします。

3. 新しいパスフレーズを、[パスフレーズ（Passphrase）] および [パ
スフレーズの確認（Repeat passphrase）] 入力フィールドに入力
します。

該当ユーザが admin ロールを持っている場合は、[自分のパスフ
レーズ（Your passphrase）] 入力フィールドに自分自身のパスフ
レーズを確認のために入力する必要があります。

4.   [パスフレーズの変更（Change Passphrase）] をクリックして、変
更を保存します。

変更を加えないで終了するには、[戻る（Back）] ボタンを使用し
ます。

システム パスフレーズの変更
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[設定（Settings）] メニューへのアクセスの制限

デフォルトでは、任意のユーザが、ユーザ インターフェイスの [設定
（Settings）] メニューにアクセスできます。

権限のないユーザがビデオ システムの設定を変更できないようにする
ために、このアクセスを制限することをお勧めします。

[設定（Settings）] メニューをロックする
1. Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ（Setup）] > 

[設定（Configuration）] に移動します。

2. [ユーザインターフェイス（UserInterface）] > [設定メニュー
（SettingsMenu）] > [モード（Mode）] に移動して、[ロック
（Locked）] を選択します。

これにより、ユーザは、ADMIN クレデンシャルでサインインしない
とユーザ インターフェイス（タッチ コントローラ）でシステムの重要
な設定にアクセスできなくなります。

[設定（Settings）] メニューのロック解除
1. Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ（Setup）] > 

[設定（Configuration）] に移動します。

2. [ユーザインターフェイス（UserInterface）] > [設定メニュー
（SettingsMenu）] > [モード（Mode）] に移動して、[ロックなし
（Unlocked）] を選択します。

これにより、任意のユーザが、ユーザインターフェイス（タッチ コン
トローラ）ですべての [設定（Settings）] メニューにアクセスできる
ようになります。 設定のロックを解除

南京錠をクリックすると、ADMIN ユーザで
サインインするように求められます。

サインインすると、[設定（Settings）] メ
ニューを閉じるまで、すべての設定にアクセ
スできます。

ロックされた設定
ロックされた設定には南京錠のマークが付いています。

ユーザ インターフェイスの [設定（Settings）] メ
ニュー
このメニューがロックされている場合は、サインインしないと、システム
の重要な設定にアクセスできません。

[設定（Settings）] メニューを開くには、ユーザ インターフェイスの左上
隅にある連絡先情報を選択し、[設定（Settings）] を選択します。
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Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ（Setup）] > 
[設定（Configuration）] に移動します。

システム設定の検索

設定の検索
検索フィールドに必要な数の文字を入力します。これらの文字を含
むすべての設定が右側のペインに表示されます。値スペースにこれら
の文字が含まれる設定も表示されます。

システム設定を変更する

値スペースのチェック
設定の値スペースは、入力フィールドの後のテキストにより、また
は矢印をクリックして表示されるドロップダウン リストにより指定
されます。

システム設定

システム設定について
Web インターフェイスからすべてのシステム
設定を変更できます。

個別のシステム設定については、 
► 「システム設定」の章で説明しています。

異なる設定には、異なるユーザ クレデンシャ
ルが必要である場合があります。管理者はす
べてのシステム設定を変更できるように、す
べてのユーザ ロールを所有している必要が
あります。

ユーザ管理およびユーザ ロールに関する詳
細情報は、►「ユーザ管理」の章で確認でき
ます。

カテゴリを選択して設定に移動する
システム設定はカテゴリ別に分類されています。左ペインでカテゴリを
選択すると、関連する設定が表示されます。

値を変更する
1. ドロップダウン リストから適切な値を選択するか、入力フィー
ルドに新しいテキストを入力します。

2. [保存（Save）] をクリックして変更を有効にします。

変更しない場合は、[元に戻す（Undo）] ボタンまたは [復元
（Revert）] ボタンを使用します。

変更が保存されていないカテゴリには、編集記号（ ）のマーク
が付きます。
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サインイン バナーについて
システム管理者がすべてのユーザに初期情報
を提供したい場合、サインイン バナーを作成
できます。メッセージは、ユーザが Web イン
ターフェイスまたはコマンドライン インター
フェイスにサインインすると表示されます。

サインイン バナーの追加

Web インターフェイスにサインインして、[設定
（Configuration）] > [サインイン バナー（Sign 
In Banner）] に移動します。

1. ユーザがサインインしたときに表示する
メッセージを入力します。

2. [保存（Save）] をクリックして、バナーをア
クティブにします。
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次のファイルが必要です。
• 証明書（ファイル形式：.PEM）
• 個別のファイルとして、または証明書と同じファイルに含まれる秘
密キー（ファイル形式：.PEM 形式）

• パスフレーズ（秘密キーが暗号化される場合にのみ必要）

証明書と秘密キーは、ビデオ システムの同じファイル内に保存され
ます。

 図に示している証明書および証明書発行者は一例です。お使いのシステムには別の証明書があります。

ビデオ システムのサービス証明書の管理

ビデオ システムのサービス証
明書について
証明書の検証は、TLS（Transport Layer 
Security）を使用する場合に必要になること
があります。

通信をセットアップする前に、有効な証明書
をビデオ システムが提供するよう、サーバ
またはクライアントが要求することがあり
ます。

ビデオ システムの証明書は、システムの信
頼性を確認するテキスト ファイルです。これ
らの証明書は、認証局（CA）によって発行さ
れます。

証明書は、HTTPS サーバ、SIP、IEEE 
802.1X、および監査ロギング サービスで使
用されます。

複数の証明書をビデオ システムで保存でき
ますが、サービスごとに一度に有効化できる
証明書は 1 つだけです。

認証が失敗した場合、接続は確立されま
せん。

Web インターフェイスにサインインして、[セキュリティ（Security）] > 
[サービス証明書（Service Certificates）] に移動します。

証明書の追加

1. [参照（Browse）] ボタンを押して、
コンピュータ上の証明書ファイル
と秘密キー ファイル（オプション）
を見つけます。

2. 必要に応じて、[パスフレーズ
（Passphrase）] に値を入力し
ます。

3. [証明書の追加...（Add 
certificate...）] をクリックして、
証明書をビデオ システムに保存
します。

証明書の有効化、無効化、表
示、または削除
各サービスの証明書を有効または無効
にするには、[オン（On）] および [オフ
（Off）] ボタンを使用します。

証明書を表示または削除するには、対
応するボタンを使用します。
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次のファイルが必要です。

• CA 証明書のリスト（ファイル形式：.PEM）。

 図に示している証明書および証明書発行者は一例です。お使いのシステムには別の証明書があります。

信頼できる認証局（CA）のリストの管理

信頼できる CA について
証明書の検証は、TLS（Transport Layer 
Security）を使用する場合に必要になること
があります。

通信をセットアップする前に、サーバまたはク
ライアントからシステムに証明書を提示する
ことを要求するよう、ビデオ システムを設定
できます。

証明書は、サーバまたはクライアントの信頼
性を確認するテキスト ファイルです。証明書
は、信頼できる CA によって署名されている
必要があります。

証明書の署名を検証するには、信頼できる 
CA のリストがビデオ システム上に存在する
必要があります。

このリストには、監査ロギング用および他の
接続用に証明書を検証するのに必要なすべ
ての CA が含まれる必要があります。

認証が失敗した場合、接続は確立されま
せん。

Web インターフェイスにサインインし、[セキュリティ（Security）] > [証
明機関（Certificate Authorities）] に移動して、[カスタム CA（Custom 
CAs）] タブを開きます。

認証局のリストのアップロード

1. [参照（Browse）] ボタンを押して、
CA 証明書のリストを含むファイ
ル（ファイル形式 .PEM）をコン
ピュータ上で見つけます。

2. [証明局の追加...（Add certificate 
authority...）] をクリックして、新
しい CA 証明書をビデオ システ
ムに保存します。

証明書の表示または削除
証明書を表示または削除するには、
対応するボタンを使用します。

過去に保存した証明書は自動的には削除されま
せん。

CA 証明書を含む新しいファイルのエントリが既存
のリストに追加されます。
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安全な監査ロギングのセットアップ

安全な監査ロギングについて
監査ロギングを有効にすると、ビデオ システ
ムでのすべてのサインイン アクティビティと
設定変更が記録されます。

[セキュリティ（Security）] > [監査（Audit）] > 
[ロギング モード（Logging Mode）] 設定を使
用して、監査ロギングを有効にします。監査ロ
ギングはデフォルトで無効になっています。

ExternalSecure 監査ログ モードでは、ビデ
オ システムは暗号化された監査ログを外部
監査サーバ（syslog サーバ）に送信します。
そのサーバの ID は署名された証明書によっ
て検証される必要があります。

監査サーバの署名は、他のサーバ/クライアン
トと同じ CA リストを使って検証されます。

監査サーバの認証に失敗した場合は、監査
ログが外部サーバに送信されません。

1. [セキュリティ（Security）] カテ
ゴリを開きます。

2. [監査（Audit）] > [サーバ
（Server）] 設定を見つけ
て、監査サーバの [アドレス
（Address）] を入力します。

[ポート割り当て
（PortAssignment）] を [手
動（Manual）]  に設定した場
合は、監査サーバの [ポート
（Port）] 番号も入力する必要
があります。

3. [監査（Audit）] > [ロギ
ング モード（Logging 
Mode）] を [外部セキュア
（ExternalSecure）] に設定し
ます。

4. [保存（Save）] をクリックして
変更を有効にします。

Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ（Setup）] > [設定
（Configuration）] に移動します。

監査サーバの証明書を検証する認証局（CA）が、ビデオ シス
テムの「信頼できる認証局」リストに含まれている必要があり
ます。含まれていない場合は、外部サーバにログが送信されま
せん。

リストの更新方法については、► 「信頼できる認証局（CA）の
リストの管理」の章を参照してください。
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 図に示している証明書および証明書発行者は一例です。お使いのシステムには別の証明書があります。

Expressway プロビジョニング経由の CUCM 用のプレインストール済み証明書の管理

プレインストール済み証明書
について
このリスト内のプレインストール済み証明書
は、ビデオ システムが Expressway（Edge）
経由で Cisco Unified Communications 
Manager（CUCM）によってプロビジョニン
グされた場合にのみ使用されます。

Cisco Expressway インフラストラクチャ
証明書のみがこのリストに照らして検査さ
れます。

Cisco Expressway インフラストラクチャ
証明書の検証が失敗した場合、ビデオ シス
テムのプロビジョニングと登録は行われま
せん。

ビデオ システムを工場出荷時設定にリセッ
トしても、プレインストール済み証明書のリ
ストは削除されません。

Web インターフェイスにサインインし、[設定（Configuration）] > 
[セキュリティ（Security）] に移動して、[プレインストール済み CA
（Preinstalled CAs）] タブを開きます。

証明書の表示または無効化
証明書を表示または無効にするに
は、[詳細...（Details...）] ボタンまた
は [無効化（Disable）] ボタンを使用
します。

プレインストール済み証明書を使用する代わりに、必要な証明
書を手動で証明書リストに付加することもできます。

信頼できる証明書のリストの更新方法については、► 「信
頼できる認証局（CA）のリストの管理」の章を参照してくだ
さい。
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CUCM 信頼リストの削除

Web インターフェイスにサインインして、[セキュリティ（Security）] > 
[CUCM 証明書（CUCM Certificates）] に移動します。

CUCM 信頼リストの削除
信頼リストを削除するには、[CTL/ITL の削除（Delete CTL/ITL）] をク
リックします。

一般的に、以前の CTL（証明書信頼リスト）ファイルと ITL（初
期信頼リスト）ファイルは削除しません。

ただし、次のケースではこれらを削除する必要があります。
• CUCM IP アドレスを変更した場合。
• CUCM クラスタ間でエンドポイントを移動した場合。
• CUCM 証明書を再生成または変更する必要がある場合。

信頼リストのフィンガープリントと証明書についての概要
信頼リストのフィンガープリントとリストの証明書の概要は、Web ペー
ジに表示されます。

この情報は、トラブルシューティングに役立つ可能性があります。

信頼リストについての詳細情報
CUCM と信頼リストの詳細について
は、シスコの Web サイトから入手可能な
『Deployment guide for TelePresence 
endpoints on CUCM』をお読みください。

この章の情報は、Cisco Unified Communications Manager（CUCM）
に登録されているビデオ システムにのみ該当します。
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永続モードを変更する

永続設定を変更する
デフォルトでは、すべての永続設定は [永続（Persistent）] に設定され
ます。これらの設定は、[非永続（Non-persistent）] にする場合にのみ
変更する必要があります。

1. 設定、通話履歴、内部ロギング、ローカル電話帳（ローカル ディレ
クトリとお気に入り）、および IP 接続（DHCP）情報の永続性を設
定するラジオ ボタンをクリックします。

2. [保存して再起動...（Save and reboot...）] をクリックします。

ビデオ システムが自動的に再起動します。再起動後に、新しい永
続設定に従って動作が変化します。

非永続モードに切り替える前に保存されたログ、設定および
他のデータは、消去されたり削除されたりすることはありま
せん。

Web インターフェイスにサインインして、[セキュリティ（Security）] > 
[非永続モード（Non-persistent Mode）] に移動します。

永続モード
デフォルトでは、設定、通話履歴、内部ログ、
ローカル電話帳（ローカル ディレクトリとお
気に入りリスト）、IP 接続情報が保存されま
す。すべての永続設定は [永続（Persistent）] 
に設定されているので、システムを再起動し
てもこの情報は削除されません。

通常は、永続設定は変更しないことをお勧め
します。[非永続（Non-persistent）] モード
への変更は、前のセッションでログに記録さ
れた情報をユーザが参照したりトレースバッ
クしたりしないようにする必要がある場合に
のみ行ってください。

非永続モードでは、システムが再起動される
たびに次の情報が削除または消去されます。

• システム設定の変更
• 通話の発信および受信に関する情報
（通話履歴）

• 内部ログ ファイル
• ローカル連絡先またはお気に入りリスト
の変更内容

• 前回のセッションでのすべての IP 関連
情報（DHCP）

[非永続（Non-persistent）] モード
に変更する前に保存された情報は、
自動的にクリアまたは削除されるこ
とはありません。そのような情報を
削除するには、初期設定へのリセッ
トを行う必要があります。

工場出荷時設定リセットの実行方法
については、► 「ビデオ システムの
工場出荷時設定リセット」の章を参
照してください。

永続性ステータスの確認
ビデオ システムの現在の永続性ステータスは、アクティブ ラジオ ボタ
ンで示されます。

または、[セットアップ（Setup）] > [ステータス（Status）] に移動し、[セ
キュリティ（Security）] カテゴリを開いて、[永続性（Persistency）] ス
テータスを確認することもできます。
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強力なセキュリティ モードの設定

Web インターフェイスにサインインして、[セキュリティ（Security）] > 
[強力なセキュリティ モード（Strong Security Mode）] に移動します。

強力なセキュリティ モードに
ついて
強力なセキュリティ モードは、DoD JITC 規
制への準拠が必要な場合にのみ使用してく
ださい。

強力なセキュリティ モードにより、非常に厳
格なパスフレーズ要件が設定され、すべての
ユーザは次回のサインイン時にパスフレーズ
を変更するよう要求されます。

通常モードに戻る
[強力なセキュリティ モードの無効化...（Disable 
Strong Security Mode...）] をクリックします。ビデオ 
システムが通常モードに戻ります。表示されるダイアロ
グボックスで選択内容を確認します。

ビデオ システムが自動的に再起動します。

強力なセキュリティ モードの設定
続行する前に、強力なセキュリティ モードの影響につ
いて注意してお読みください。

1. 強力なセキュリティ モードを使用する場合は、そ
の前に [強力なセキュリティ モードの有効化... 
（Enable Strong Security Mode...）] をクリックし
て、表示されるダイアログボックスで選択を確認し
ます。

ビデオ システムが自動的に再起動します。

2. プロンプトが表示されたら、パスフレーズを変更し
ます。新しいパスフレーズは、説明に従って厳格な
基準を満たす必要があります。

システム パスフレーズの変更方法については、
► 「システム パスフレーズの変更」の章で説明し
ています。
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Cisco Proximity を使用すると、ユーザは自分のモバイル デバイス（ス
マートフォン、タブレット、またはラップトップ）がビデオ システムの近く
にある場合に、コンテンツをデバイスで直接表示、制御、キャプチャお
よび共有することができます。

モバイル デバイスは、ビデオ システムから送信される超音波の範囲内
に入ると、自動的にビデオ システムとペアリングできます。

同時プロキシミティ接続の数は、ビデオ システムのタイプによって異な
ります。接続の最大数に達するとクライアントは新しいユーザに警告を
出します。

 
ビデオ システム

 
最大接続数

Room Kit、Room 55、Room 70 7

Codec Plus 7

SX80 10

SX10、SX20 7

MX700、MX800 10

MX200 G2、MX300 G2 7

DX70、DX80 3

コンテンツ シェアリング用のインテリジェント プロキシミティのセットアップ（1/5 ページ）

プロキシミティ サービス
コールの発信とビデオ システムの制御：
• ダイヤル、ミュート、音量の調整、通話の切断
• スマートフォンとタブレット（iOS および Android）で使用可能

モバイル デバイスでの共有コンテンツの表示：
• 共有コンテンツの表示、以前のスライドの再表示、選択したスライドの保存
• スマートフォンとタブレット（iOS および Android）で使用可能
• DX70 および DX80 の場合、このサービスは通話時にのみ利用できます。

デスクトップ クライアントからのワイヤレス共有：
• プレゼンテーション ケーブルを接続しないコンテンツ共有
• ラップトップ（OS X および Windows）で使用可能

コールの発信とビデオ システムの制御 モバイル デバイスでの共有コンテンツの表示

モバイル デバイスからのワイヤレス共有
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コンテンツ シェアリング用のインテリジェント プロキシミティのセットアップ（2/5 ページ）

Cisco Proximity クライアントのインストール

クライアントの入手先
スマートフォンとタブレット（Android および iOS）、およびラップトップ
（Windows および OS X）向けの Cisco Proximity クライアントは、
► http://proximity.cisco.com から無償でダウンロードできます。

スマートフォンやタブレットのクライアントは、Google Play（Android）
および Apple App Store（iOS）から直接、入手することもできます。

エンド ユーザ ライセンス契約書
エンドユーザ ライセンス契約書をよく確認してください。 
►  https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/warranty/
English/EU1KEN_.html [英語]

サポートされるオペレーティング システム
• iOS 7 以降

• Android 4.0 以降

• Mac OS X 10.9 以降

• Windows 7 以降
Windows 8 で導入されたタイル ベースのインターフェイスはサ
ポートされません。

http://proximity.cisco.com
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/warranty/English/EU1KEN_.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/warranty/English/EU1KEN_.html
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コンテンツ シェアリング用のインテリジェント プロキシミティのセットアップ（3/5 ページ）

超音波の放出
シスコのビデオ システムは、プロキシミティ機能の一部として超音波
を出力します。

[プロキシミティ（Proximity）] > [モード（Mode）] 設定を使用して、プロ
キシミティ機能（および超音波の放出）の [オン（On）]/[オフ（Off）] を
切り替えます。

業務用または商用アプリケーション、家電製品など、ほとんどの人は毎
日さまざまな環境で、程度の差はあれ超音波にさらされています。

人によっては空中の超音波によって何らかの影響を自覚する場合もあ
りますが、75 dB 未満のレベルで影響が生じることはほとんどありま
せん。

Room 70、Room 55、Room Kit、Room Kit Plus、SX10N および MX シ
リーズ:

• スピーカーから 50 cm 以上の距離では、超音波の音圧レベルは 
75 dB 未満になります。

DX70 および DX80:

• スピーカーから 20 cm 以上の距離では、超音波の音圧レベルは 
75 dB 未満になります。

Codec Plus、SX10、SX20、および SX80:

• これらのビデオ システムでは、サードパーティのスピーカーで超音
波が放出されるため、超音波の音圧レベルを予測できません。

スピーカー自体の音量コントロール、および [オーディオ（Audio）] > 
[超音波（Ultrasound）] > [最大音量（MaxVolume）] での設定は、
超音波の音圧レベルに影響を与えます。リモート コントロールまた
はタッチ コントローラでの音調調節には効果はありません。

ヘッドセット

DX70、DX80、SX10N： 

これらのシステムでは、次の理由からヘッドセットを常に使用できます。

• DX70 および DX80 には、超音波を出さない専用ヘッドセット出力
があります。

• SX10N では、内蔵スピーカーで超音波が放出されます。超音波
は、HDMI またはオーディオ出力では放出されません。

Room 70、Room 55、Room Kit、Room Kit Plus、Codec Plus、SX10、 
SX20、SX80、および MX シリーズ:

• これらのシステムは、ヘッドセットを使用するように設計されてい
ません。

• これらのビデオ システムでヘッドセットを使用する場合は、超音波
の放出をオフに切り替えることを強くお勧めします（[プロキシミテ
ィ（Proximity）] > [モード（Mode）] を [オフ（OFF）] に設定）。こう
するとプロキシミティ機能は使用できません。

• これらのシステムには専用ヘッドセット出力がないので、接続した
ヘッドセットから音圧レベルを制御することはできません。
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プロキシミティ サービスの有効化
1. Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ（Setup）] > 

[設定（Configuration）] に移動します。

2. [プロキシミティ（Proximity）] > [モード（Mode）] に移動します。プ
ロキシミティがオン（デフォルト）になっており、ビデオ システムが
超音波ペアリング メッセージを送信できることを確認します。

3. 許可するサービスを有効にします。デフォルトでは、[デスクトッ
プ クライアントからのワイヤレス共有（Wireless share from a 
desktop client）] のみが有効になっています。

プロキシミティ機能を完全に利用するためには、すべてのサービス
を有効にすることを推奨します。

コールの発信とビデオ システムの制御： 

• [プロキシミティ（Proximity）] > [サービス（Services）] > [通話
制御（CallControl）] に移動して、[有効（Enabled）] を選択し
ます。

モバイル デバイスでの共有コンテンツの表示： 

• [プロキシミティ（Proximity）] > [サービス（Services）] > 
[コンテンツ共有（ContentShare）] > [送信先クライアント
（ToClients）] に移動して、[有効（Enabled）] を選択します。

デスクトップ クライアントからのワイヤレス共有： 

• [プロキシミティ（Proximity）] > [サービス（Services）] > [コンテ
ンツ共有（ContentShare）] > [クライアントから（FromClients）] 
に移動して、[有効（Enabled）] を選択します。

コンテンツ シェアリング用のインテリジェント プロキシミティのセットアップ（4/5 ページ）

プロキシミティについて
プロキシミティ機能はデフォルトでオンに設
定されています。

プロキシミティがオンになっていると、ビデ
オ システムは超音波のペアリング メッセー
ジを発信します。

超音波のペアリング メッセージは、
Proximity クライアントがインストールされ
た近くにあるデバイスによって受信され、デ
バイスの認証および許可をトリガーします。

最良のユーザ エクスペリエンスを得るため
に、プロキシミティを機能常にオンにするこ
とをお勧めします。

プロキシミティに対する完全なアクセス権
限を得るためには、プロキシミティ サービス
（[プロキシミティ（Proximity）] > [サービス
（Services）] > [...]）も [有効（Enabled）] に
する必要があります。

プロキシミティ インジケータ
1 つ以上の Proximity クライアントがシステムとペアになって
いれば、スクリーンにプロキシミティ インジケータが表示され
ます。

最後のクライアントのペアリングが解除されても、インジケータ
はすぐには消えません。消えるまで数分かかることがあります。
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コンテンツ シェアリング用のインテリジェント プロキシミティのセットアップ（5/5 ページ）

基本的なトラブルシューティング

プロキシミティ クライアントを使用するデバイスを検出
できない
• 一部の Windows ラップトップでは、超音波の周波数範囲（20 ～ 

22 kHz）の音を記録できません。これは、特定のデバイスのサウ
ンド カード、サウンド ドライバ、または内蔵マイクに関する周波数
の制限が原因である可能性があります。詳細については、サポート 
フォーラムを参照してください。

オーディオ アーチファクト
• うなりやクリッピング ノイズなどのオーディオ アーチファクトが聞
こえる場合は、最大超音波音量を下げます（[オーディオ（Audio）] > 
[超音波（Ultrasound）] > [最大音量（MaxVolume）]）。

ラップトップからコンテンツを共有できない
• コンテンツ シェアリングを機能させるには、ビデオ システムと
ラップトップを同じネットワーク上に配置する必要があります。こ
の理由から、プロキシミティ シェアリングは、ビデオ システムが 
Expressway 経由で企業ネットワークに接続されており、ラップトッ
プが VPN 経由（VPN クライアント依存）で接続されている場合に
は、失敗する可能性があります。

部屋についての考慮事項

部屋の音響
• 壁/床/天井の表面が硬い部屋では、音の反響が大きいために問題
になる場合があります。会議のエクスペリエンスとインテリジェント 
プロキシミティのパフォーマンスを最適化するために、会議室の音
響処理を常に考慮することを強くお勧めします。

• インテリジェント プロキシミティを有効にしたビデオ システム
は、1 部屋で 1 つのみ使用することをお勧めします。複数使用する
と電波障害が発生して、デバイスの検出とセッション メンテナンス
で問題が生じる可能性があります。

プライバシーについて 
シスコ プライバシー ポリシーと Cisco Proximity 付録には、クライア
ントにおけるデータ収集とプライバシーの懸案事項が記載されており、
この機能を組織に導入する際にはこれを考慮する必要があります。次
のページを参照して下さい。 
► https://www.cisco.com/web/siteassets/legal/privacy.html [英語]

関連リソース
Cisco Intelligent Proximity のサイト： 
► https://www.cisco.com/go/proximity

サポート フォーラム： 
► https://www.cisco.com/go/proximity-
support

https://www.cisco.com/web/siteassets/legal/privacy.html
https://www.cisco.com/go/proximity
https://www.cisco.com/go/proximity-support
https://www.cisco.com/go/proximity-support
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ビデオ品質対コール レート比の調整

ビデオ入力品質の設定
ビデオをエンコードして送信する場合は、高解像度（シャープさ）と高
フレーム レート（動き）との間でトレード オフが生じます。

最適鮮明度設定を有効にするには、Video Input Connector n Quality 
設定を Motion に設定する必要があります。ビデオ入力の品質を 
[シャープネス（Sharpness）] に設定すると、エンドポイントはフレーム 
レートに関係なく、可能な限り高解像度で送信します。

最適鮮明度プロファイル
最適鮮明度プロファイルは、ビデオ会議室の照明状態とカメラ（ビデオ
入力ソース）の品質を反映します。照明の状態およびカメラの品質が優
れているほど、使用するプロファイルは高度になります。

通常は、[中（Medium）] プロファイルをお勧めします。ただし照明条件
が非常に良好な場合は、プロファイルを決定する前に、さまざまな最適
鮮明度プロファイル設定でエンドポイントをテストすることをお勧めし
ます。特定のコール レートに対する解像度を上げるには、[高（High）] 
プロファイルを設定できます。

異なる最適鮮明度プロファイルに使用する一般的な解像度、コール 
レートおよび送信フレーム レートの一部を次のページの表に示しま
す。解像度とフレーム レートは、発信側と着信側の両方のシステムで
サポートされている必要があります。

60 fps のビデオの許可 
デフォルトとして、カメラは 1 秒あたり 30 フレーム（30 fps）を出力し
ます。これにより、通常の帯域と照明条件であってもクローズアップと
広い視野両方の画像の品質が良くなります。条件がさらに良い場合、
カメラからの出力が 60 fps となり、全般的に良い品質となる可能性が
あります。

カメラの出力フレーム レートを設定するには、[カメラのカメラ フレー
ム レート（Cameras Camera Framerate）] 設定を使用します。

Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ（Setup）] > [設定
（Configuration）] に移動します。

1. [ビデオ（Video）] > [入力（Input）] > [コネクタ n（Connector n）] > 
[品質（Quality）] を選択して、ビデオ品質パラメータを [モーション
（Motion）] に設定します（Connector 1（内蔵カメラ）ではこの手
順をスキップします）。

2. [ビデオ（Video）] > [入力（Input）] > [コネクタ n（Connector n）] > 
[最適鮮明度（OptimalDefinition）] > [プロファイル（Profile）] に移
動して、優先する最適鮮明度プロファイルを選択します。

3. [カメラ（Cameras）] > [カメラ（Camera）] > [フレームレート
（Framerate）] に進み、60fps のビデオを許可するかどうかを選
択します。

（1/2 ページ）
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ビデオ品質対コール レート比の調整（2/2 ページ）

解像度とフレーム レート [w×h@fps] は、異なる最適な定義プロファイルとコール レートから取得します。

コール  
レート 
（kbps）

H.265、最大 30 fps H.265、最大 60 fps

標準 中 高 標準 中 高

128 512 × 288 @ 30 512 × 288 @ 30 640 × 360 @ 30 512 × 288 @ 30 512 × 288 @ 30 640 × 360 @ 30

256 640 × 360 @ 30 768 × 448 @ 30 768 × 448 @ 30 640 × 360 @ 30 768 × 448 @ 30 768 × 448 @ 30

384 768 × 448 @ 30 1024 × 576 @ 30 1280 × 720 @ 30 768 × 448 @ 30 1024 × 576 @ 30 1280 × 720 @ 30

576 1024 × 576 @ 30 1280 × 720 @ 30 1280 × 720 @ 30 1024 × 576 @ 30 1280 × 720 @ 30 1280 × 720 @ 30

768 1280 × 720 @ 30 1280 × 720 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1280 × 720 @ 30 1280 × 720 @ 30 1280 × 720 @ 60

1152 1280 × 720 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1280 × 720 @ 30 1280 × 720 @ 60 1280 × 720 @ 60

1472 1280 × 720 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1280 × 720 @ 60 1280 × 720 @ 60 1280 × 720 @ 60

1536 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1280 × 720 @ 60 1280 × 720 @ 60 1920 × 1080 @ 60

2176 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1280 × 720 @ 60 1920 × 1080 @ 60 1920 × 1080 @ 60

3232 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 60 1920 × 1080 @ 60 1920 × 1080 @ 60

4736 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 60 1920 × 1080 @ 60 1920 × 1080 @ 60

6000 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 60 1920 × 1080 @ 60 1920 × 1080 @ 60

解像度とフレーム レート [w×h@fps] は、異なる最適な定義プロファイルとコール レートから取得します。

コール  
レート 
（kbps）

H.264、最大 30 fps H.264、最大 60 fps

標準 中 高 標準 中 高

128 320 × 180 @ 30 320 × 180 @ 30 512 × 288 @ 30 320 × 180 @ 30 512 × 288 @ 20 512 × 288 @ 30

256 512 × 288 @ 30 640 × 360 @ 30 768 × 448 @ 30 512 × 288 @ 30 640 × 360 @ 30 768 × 448 @ 30

384 640 × 360 @ 30 768 × 448 @ 30 768 × 448 @ 30 640 × 360 @ 30 768 × 448 @ 30 768 × 448 @ 30

576 768 × 448 @ 30 1024 × 576 @ 30 1280 × 720 @ 30 768 × 448 @ 30 1024 × 576 @ 30 1280 × 720 @ 30

768 1024 × 576 @ 30 1280 × 720 @ 30 1280 × 720 @ 30 1024 × 576 @ 30 1280 × 720 @ 30 1280 × 720 @ 30

1152 1280 × 720 @ 30 1280 × 720 @ 30 1280 × 720 @ 30 1280 × 720 @ 30 1280 × 720 @ 30 1280 × 720 @ 60

1472 1280 × 720 @ 30 1280 × 720 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1280 × 720 @ 30 1280 × 720 @ 30 1280 × 720 @ 60

1536 1280 × 720 @ 30 1280 × 720 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1280 × 720 @ 30 1280 × 720 @ 60 1280 × 720 @ 60

2176 1280 × 720 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1280 × 720 @ 60 1280 × 720 @ 60 1280 × 720 @ 60

3232 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1280 × 720 @ 60 1920 × 1080 @ 60 1920 × 1080 @ 60

4736 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 60 1920 × 1080 @ 60 1920 × 1080 @ 60

6000 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 30 1920 × 1080 @ 60 1920 × 1080 @ 60 1920 × 1080 @ 60
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画面および Touch 10 ユーザ インターフェイスに企業ブランディングを追加

ブランディングについて
この章で説明しているように、ブランディン
グ機能により、シスコの全体的なユーザ エク
スペリエンスを損なうことなく、スクリーンと
タッチ ユーザ インターフェイスの表示をカス
タマイズできます。

従来のカスタム壁紙機能ではなく、この機能
を使用することをお勧めします。カスタム壁
紙機能を使用すると、ワンボタン機能などの
機能を使用できなくなります。

ブランド機能とカスタム壁紙は、同時に使用
できません。

ビデオ システムでカスタム壁紙がセットアッ
プされている場合は、ブランディング要素
を追加する前に [カスタム壁紙を無効にする
（Disable the custom wallpaper）] をクリッ
クする必要があります。

Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ（Setup）] > [パー
ソナライゼーション（Personalization）] に移動し、[ブランディング
（Branding）] タブを開きます。

このページから、独自のブランディング要素（背景ブランド イメージ、
ロゴ、カスタム メッセージ）をビデオ システムに追加できます。

ロゴ（Logo）
推奨事項：

• 黒色のロゴ（ビデオ システムでは不透明度が 40 % の白色のオーバーレイが追
加されるため、ロゴおよびその他のユーザ インターフェイス要素が映えます）

• 背景が透明な PNG 形式
• 最小 272 × 272 ピクセル（自動的にスケーリングされます）

カスタム テキスト

アウェイク状態のブランディング
アウェイク状態では、次のことができます。

• 右下隅にロゴを追加します（画面および Touch 10）。
• 左下隅に短いメッセージ（テキストのみ）を追加します（画面のみ
で、Touch 10 は不可）。

（1/2 ページ）
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画面および Touch 10 ユーザ インターフェイスに企業ブランディングを追加（2/2 ページ）

ハーフウェイク状態のブランディング
ハーフウェイク状態では、次のことができます。

• 背景ブランド イメージを追加します（画面および 
Touch 10）。

• 右下隅にロゴを追加します（画面および Touch 10）。
• スクリーン中央のメッセージをカスタマイズまたは削
除します（画面のみで、Touch 10 は不可）。これは、
ビデオ システムの使用開始方法をユーザに示すメッ
セージです。

通常は標準メッセージのままにすることをお勧めしま
す。サードパーティのユーザ インターフェイスがある
場合など、別のシナリオに合わせる必要がある場合
にのみ、メッセージを変更してください。

ロゴ（Logo）
推奨事項：

• 白色のロゴ（暗い背景ブランド イメージに適合する）
• 背景が透明な PNG 形式
• 最小 272 × 272 ピクセル

背景ブランド イメージ
• ビデオ システムがウェイクアップするとイメー
ジがフルカラーで表示され、数秒後に自動的
に淡色表示になります（透明な黒色のオー
バーレイ）

• イメージの形式：PNG または JPEG
• 推奨サイズ： 1920 × 1080 ピクセル
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カスタム壁紙の追加

Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ（Setup）] > 
[パーソナライゼーション（Personalization）] に移動し、[カスタム壁紙
（Custom wallpaper）] タブを開きます。

カスタムの壁紙のアップロード
古いカスタム壁紙があれば上書きします。

1. [参照（Browse）] ボタンを押して、カスタム
壁紙のイメージ ファイルを見つけます。

2. [アップロード（Upload）] をクリックして、
ファイルをビデオ システムに保存します。

サポートされるファイル形式：BMP、GIF、
JPEG、PNG

最大ファイル サイズ：16 メガピクセル

カスタム壁紙をアップロードすると、自動的に
アクティブになります。

カスタムの壁紙の削除
[削除（Delete）] によって、カスタム壁
紙がビデオ システムから完全に削除

されます。

もう一度使用するには、新たにアップ
ロードする必要があります。

カスタム壁紙について
カスタム画像をスクリーンの背景する場合
は、カスタム壁紙をアップロードして使用す
ることができます。カスタム壁紙はタッチ コ
ントローラには表示されません。

ビデオ システムでは一度に 1 枚のカスタム
壁紙しか保存できません。新しいカスタム壁
紙は古いものを上書きします。

この従来のカスタム壁紙機能ではなく、新し
いブランディング機能を使用することをお勧
めします。それにより、シスコの全体的なユー
ザ エクスペリエンスが向上し、ワンボタン機
能や会議情報などの機能が使用できなくなる
ことを回避できます。► 「画面および Touch 
10 ユーザ インターフェイスに企業ブランディ
ングを追加」の章を参照してください。

ブランド機能とカスタム壁紙は、同時に使用
できません。

ビデオ システムでブランディング要素がセッ
トアップされている場合は、カスタム壁紙
を追加する前に [ブランディングなしで続行
（Continue without branding）] をクリック
する必要があります。
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着信音の選択と着信音量の設定

着信音について
一連の着信音がビデオ システムにインス
トールされています。着信音を選択して音量
を設定するには、Web インターフェイスを使
用します。

Web インターフェイスから、選択した呼び出
し音を再生できます。呼び出し音は、Web イ
ンターフェイスを実行しているコンピュータ
ではなく、ビデオ システム自体で再生される
ことに注意してください。

Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ（Setup）] > 
[パーソナライゼーション（Personalization）] に移動し、[着信音
（Ringtones）] タブを開きます。

呼び出し音の変更

1. ドロップダウン リストから呼び出
し音を選択します。

2. [保存（Save）] をクリックする
と、それがアクティブな呼び出し
音になります。

呼び出し音の再生
呼び出し音を再生するには、
再生ボタン（►）をクリックし
ます。

再生を終了するには、停止ボ
タン（ ）を使用します。

呼び出し音の音量の設定
呼び出し音の音量を調節するにはス
ライド バーを使用します。
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連絡先を追加または編集する
1. [連絡先の追加（Add contact）] をクリッ
クして新しいローカル連絡先を作成する
か、連絡先の名前をクリックしてから [連
絡先を編集（Edit contact）] をクリック
します。

2. 表示されたフォームに値を入力するか、
更新します。

連絡先をサブフォルダに保存するには、
フォルダ ドロップダウン リストでフォル
ダを選択します。

連絡先に関する複数の連絡方法（ビデ
オ アドレス、電話番号、携帯番号など）
を保存するには、[連絡方法の追加（Add 
contact method）] をクリックして、新し
い入力フィールドに値を入力します。

3. [保存（Save）] をクリックして、ローカル
連絡先を保存します。

連絡先の削除
1. [連絡先を編集（Edit contact）] に続いて
連絡先の名前をクリックします。

2. [削除（Delete）] をクリックして、ローカ
ル連絡先を削除します。

お気に入りリストの管理

Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ
（Setup）] > [お気に入り（Favorites）] に移動します。

ファイルから連絡先をインポート/
エクスポート
ローカル連絡先をファイルに保存するには 
[エクスポート（Export）] をクリックし、ファ
イルから連絡先を取り入れるには [インポー
ト（Import）] をクリックします。

ファイルから新しい連絡先をインポートす
ると、現在のすべてのローカル連絡先は破
棄されます。

サブフォルダの追加または編集
1. [フォルダの追加（Add folder）] をクリックして新しいサ
ブフォルダを作成するか、列挙されたサブフォルダのい
ずれかをクリックして [フォルダの編集（Edit folder）] を
クリックし、既存のサブフォルダを変更します。

2. 表示されたフォームに値を入力するか、更新します。

3. [保存（Save）] をクリックして、フォルダを作成または
更新します。

サブフォルダの削除
1. フォルダの名前をクリックし、[フォルダの編集（Edit 

folder）] をクリックします。

2. フォルダとそのすべてのコンテンツおよびサブ フォル
ダを削除するには、[削除（Delete）] をクリックしま
す。ポップアップするダイアログで選択内容を確認し
ます。

ビデオ システムのユーザ イン
ターフェイスによるお気に入り
の管理

お気に入りリストへの連絡先の追加
1. ホーム画面の [発信（Call）]  を選択し
ます。

2. 追加する連絡先を選択します。

3. [お気に入りに追加（Add to favorites）] 
を選択します。

追加した連絡先は、最上位のフォルダに格納
されます。サブフォルダを選択または作成す
ることはできません。

お気に入りリストからの連絡先の
削除
1. ホーム画面の [発信（Call）]  を選択し
ます。

2. [お気に入り（Favorites）] タブを選択し
ます。

3. 削除する連絡先を選択します。

4. [お気に入りの削除（Remove favorite）] 
を選択します。
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アクセシビリティ機能のセットアップ

着信時のスクリーンの点滅
聴覚に障がいのあるユーザが着信に気付きやすくするために、着信時
にスクリーンが赤色と灰色で点滅するようにセットアップできます。

1. Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ（Setup）] > 
[設定（Configuration）] に移動します。

2. [ユーザインターフェイス（UserInterface）] > [アクセシビリティ
（Accessibility）] > [着信コール通知（IncomingCallNotification）] 
に移動して、[画面表示の強調（AmplifiedVisuals）] を選択します。

3. [保存（Save）] をクリックします。
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第 3 章

周辺機器
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ビデオ システムには 2 つの HDMI ビデオ出力があります。通常、出力
はモニタまたはその他のディスプレイに使用されます。ビデオ システム
は、使用可能なすべてのモニタにレイアウトを配信します。

HDMI 出力は、60 fps で最大 3840 × 2160 の解像度をサポートしま
す。高解像度とフレーム レートをサポートするプレミアム HDMI ケーブ
ルが必要です。HDMI 出力には音声はありません。

モニタおよび他の周辺機器の接続時や切断時には、必ず電源
を切ってください。

モニタの接続（1/2 ページ）

自動セットアップ
デュアル モニタのシナリオをサポートするためにビデオ システム上で
特別な設定は不要です。デフォルトでは、モニタの数は自動的に検出さ
れ、各モニタのロールは、（第 1のモニタと第 2  のモニタのどちらとして
用意されたものであろうが）物理的な接続に従って自動的に設定され
ます。

第 1 のモニタ用の HDMI 出力（出力コネクタ 1）

第 2 のモニタ用の HDMI 出力（出力コネクタ 2）

手動セットアップが必要な場合
1 つ以上の設定を手動で設定することで、デフォルトの動作を上書きで
きます。次の場合は手動セットアップが必要です。

• モニタをプレゼンテーションの表示専用に使用する場合
• 同じレイアウトを複数のモニタに複製する場合
• 最も低い番号のビデオ出力とは別のモニタに画面表示メッセージ
とインジケータ（OSD）を表示する。

• 解像度を手動で設定する（ビデオ システムによるモニタのネイティ
ブ解像度および更新間隔の検出に失敗した場合など）。
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モニタの接続（2/2 ページ）

手動セットアップ
一般的なシングル モニタやデュアル モニタのシナリオでは、自動設定
で十分に対応できます。より複雑なシナリオでは、手動セットアップが
必要になることがあります。

Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ（Setup）] > [設定
（Configuration）] に移動すると、以下に示す設定が見つかります。

各モニタのロールの設定
各モニタのロールは、[ビデオ
（Video）] > [出力（Output）] > 
[コネクタ n（Connector n）] > 
[モニタロール（MonitorRole）] 
設定を使用して定義します。

モニタ セットアップに対応するモ
ニタ ロールを選択します。

モニタ数の設定
[ビデオ（Video）] > [モニタ
（Monitors）] 設定で、セットアッ
プで使用するレイアウトの異な
るモニタ数を設定します。

[自動（Auto）] に設定すると、モ
ニタがコネクタに接続された場
合にビデオ システムが自動的に
検出するため、セットアップのモ
ニタ数も特定されます。

その他のオプションを使用すれ
ば、シングル モニタまたはデュ
アル モニタのセットアップを修
正したり、1 つのモニタをプレゼ
ンテーション専用にしたりでき
ます。

メッセージおよびインジ
ケータを表示するモニタの
選択 

[ユーザインターフェイス
（UserInterface）] > [OSD] > 
[出力（Output）] 設定を使用し
て、画面表示のメッセージおよび
インジケータを表示するモニタ
を定義します。

[自動（Auto）] に設定すると、ビ
デオ システムがコネクタ数に基
づいて使用するモニタを決定し
ます。

モニタ解像度と更新レート
を設定します。
ビデオ システムは、モニタのネイ
ティブ解像度を識別し、可能で
あればこれを出力します。通常
は、これによりモニタの最適な画
像が提供されます。

解像度や更新間隔の自動検
出に失敗した場合、[ビデオ
（Video）] > [出力（Output）] > 
[コネクタ n（Connector n）] > 
[解像度（Resolution）] 設定を
使用して手動で解像度を設定す
る必要があります。

モニタの数と各モニタのロール
について
[ビデオ（Video）] > [出力（Output）] > [コ
ネクタ n（Connector n）] > [モニタロール
（MonitorRole）] 設定では、出力に接続さ
れたモニタにロールを割り当てます。モニタ 
ロールによって、モニタ上に表示されるレイア
ウト（コール参加者とプレゼンテーション）
が決まります。

同じモニタ ロールのモニタは同じレイアウト
になり、別のモニタ ロールのモニタは異なる
レイアウトになります。

[ビデオ（Video）] > [モニタ（Monitors）] 
設定では、部屋のセットアップで使用する
異なるレイアウトの数を反映する必要があ
ります。

多くの場合、異なるレイアウトの数は物理モ
ニタの数と同じですが、そうではない場合も
あります。正確に同じレイアウトを 2 台のモ
ニタで繰り返す必要がある場合、異なるレイ
アウトの数は少なくなります。

プレゼンテーション用のモニタを確保できる
ことに注意してください。

例：  
合計 2 台のモニタで、第 2（2 番目の）モニタがプレゼンテーションの
表示専用になっています。

• [ビデオ（Video）] > [モニタ（Monitors）]：[デュアルプレゼンテー
ションのみ（DualPresentationOnly）] 

• [ビデオ（Video）] > [出力（Output）] > [コネクタ 1（Connector 1）] > 
[モニタロール（MonitorRole）]：[自動（Auto）]

• [ビデオ（Video）] > [出力（Output）] > [コネクタ 2（Connector 2）] > 
[モニタロール（MonitorRole）]：[自動（Auto）]

• [ユーザインターフェイス（UserInterface）] > [OSD] > [出力
（Output）]：[自動（Auto）] 
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入力ソースの接続

Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ（Setup）] > [設定
（Configuration）] に移動すると、以下に示す設定が見つかります。

コンピュータまたはその他のコンテンツ ソース
の接続
コンテンツをローカルで、または会議参加者と共有するために、1 つの
入力ソース(コンピュータなど）をビデオ システムの HDMI 入力（入力
コネクタ 2）に接続できます。

HDMI 入力は、30 fps で最大 3840 × 2160 の解像度をサポートしま
す。高解像度とフレーム レートをサポートするハイスピード HDMI 1.4b 
ケーブルが必要です。

外部マイクの接続
ビデオ システムにはマイクが内蔵されていますが、1 個または 2 個の
外部マイクもサポートしています。Cisco Table Microphone 20 または 
Cisco TelePresence Ceiling Microphone を使用してください。

マイク 1 はビデオ システムの内蔵マイクですので注意してください。

（1/2 ページ）

入力コネクタ 2 
（コンピュータまたはその他のコ
ンテンツ ソース用の HDMI 入力）

マイク 2

マイク 3
マイク入力
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入力ソースの接続（2/2 ページ）

入力ソースのタイプと名前の設定
入力ソースのタイプと名前を設定することをお勧めします。

• [ビデオ（Video）] > [入力（Input）] > [コネクタ n（Connector n）] > 
[入力ソースタイプ（InputSourceType）]

• [ビデオ（Video）] > [入力（Input）] > [コネクタ n（Connector n）] > 
[名前（Name）]

これらの設定によって、ユーザ インターフェイスに表示される名前とア
イコンが決まります。分かりやすい名前とアイコンを設定すると、ソース
を簡単に選択できるようになります。

入力コネクタ 1 は内蔵カメラであることに注意してください。

ビデオとコンテンツの品質について
モーションまたは鮮明度に関する品質を最適化するには、[ビデオ
（Video）] > [入力（Input）] > [コネクタ n（Connector n）] > [品質
（Quality）] 設定を使用します。

通常、画像の動きが激しい場合は、[モーション（Motion）] を選択する
必要があります。高品質で詳細な画像とグラフィックが必要なときは、
[シャープネス（Sharpness）] を選択します。

コネクタ 2 のデフォルト値は [シャープネス（Sharpness）] です。
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入力ソース数の拡大

アーキテクチャ
タッチ インターフェイスがあるシスコ ビデオ システム、サードパーティ
製制御システム（Crestron または AMX など）、およびサードパーティ
製ビデオ スイッチが必要です。これはビデオ システムではなく、ビデオ 
スイッチを制御する制御システムです。

制御システムをプログラミングするときには、ビデオ システムの API
（イベントとコマンド）* を、ビデオ スイッチや、タッチ インターフェイス
上のコントロールと接続するために使用する必要があります。このよう
にして、ユーザ インターフェイス上に表示されて実行される事柄と、入
力ソースの実際の状態とを同期できます。

ビデオ システム

サードパー
ティ製ビデオ 
スイッチ

PC

Apple TV

Chromecast

その他...

制御システム

API

Touch イン
ターフェイス 

* 制御システムをプログラミングするときに必要な 
API コマンドにアクセスするには、RoomControl、
Integrator、または admin ユーザ ロールを持つユー
ザが必要です。

シスコのタッチ ユーザ インターフェイスは、サードパーティ製の外部ビ
デオ スイッチに接続された入力ソースが含まれるようにカスタマイズ
できます。

ソースは、ビデオ システムに直接接続されている他のビデオと同じよ
うに表示されて動作します。

複数の外部入力ソースがあるユーザ インターフェイス（例）

ユーザ インターフェイスを拡張する方法、およびそれをビデオ システム
の API を使用してセットアップする方法の詳細については、CE のカス
タマイズ ガイド [英語] を参照してください。次の URL からアクセスで
きます。

► https://www.cisco.com/go/in-room-control-docs

https://www.cisco.com/go/in-room-control-docs
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ディスプレイについて

リアルタイム通信の要件
シスコでは、ビデオ システムでのカメラからスクリーンへの遅延を最小
限にし、また音声コンポーネントとビデオ コンポーネント間全体の遅延
を検出してそれを埋め合わせるために、さまざまな取り組みを行ってき
ました。

コミュニケーションがより自然な感じになるように低遅延のディスプレ
イを使用することを推奨します。また、多数のディスプレイを注文する
前に、サンプルをテストすることも推奨します。

ほとんどのディスプレイによる遅延は多くの場合非常に高い（100 ms よ
り長い）ため、リアルタイム コミュニケーションの品質を損ないます。

次のディスプレイの設定によって、この遅延が低下する可能性があり
ます。
• [ゲーム（Game）] モード、[PC] モード、あるいは、応答時間（およ
び通常であれば遅延）を低下させるように設計された同様のモー
ドをアクティブにします。

• 遅延を発生させる、動きを円滑化する機能（たとえば、[モーショ
ン フロー（Motion Flow）] や [ナチュラル モーション（Natural 
Motion）] などのビデオ処理）を非アクティブにします。

• 音響エコー キャンセラの誤動作を発生させる [仮想サラウンド
（Virtual Surround）] 効果や [ダイナミック コンプレッション
（Dynamic Compression）] などの高度な音声処理を非アクティ
ブにします。

• 別の HDMI 入力に変更する。

Consumer Electronics Control （CEC）
ディスプレイのアクティブなビデオ入力がユーザによって変更される
ことがあります。アクティブなビデオ入力は、製造元のユーザ インター
フェイスから設定されます。

発信すると、ビデオ システムはアクティブなビデオ入力がディスプレイ
の別の入力に切り替えられたかどうかを検出します。すると、ビデオ シ
ステムは入力を切り戻すため、ビデオ システムがアクティブなビデオ入
力ソースになります。

ビデオ システムがスタンバイ状態に入るときにビデオ システムがアク
ティブな入力ソースでない場合、ディスプレイはスタンバイに設定され
ません。

シスコが推奨するディスプレイ
最大限のエクスペリエンスと検証済みの互換性のために、次の LG ディスプレイを使用することをお勧めします。この
ディスプレイの一覧は変更される可能性があるため、CE9 ソフトウェアのリリース ノートで更新を確認してください。

モデル LG グローバル Web サイト リンク

49” UHD（49UH5C） http://www.lg.com/global/business/information-display/digital-signage/lg-49UH5C

55” UHD（55UH5C） http://www.lg.com/global/business/information-display/digital-signage/lg-55UH5C

65” UHD（65UH5C） http://www.lg.com/global/business/information-display/digital-signage/lg-65UH5C

75” UHD（75UH5C） http://www.lg.com/global/business/information-display/digital-signage/lg-75UH5C

86” UHD（86UH5C） http://www.lg.com/global/business/information-display/digital-signage/lg-86UH5C
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4K 解像度について

ディスプレイの接続
システムを初めて起動すると、セットアップ アシスタントが自動的に起
動します。ここで、ディスプレイをテストして設定を調整します。画面の
指示に従います。

後で設定の調整が必要になった場合は、Web インターフェイスにサイ
ンインし、[セットアップ（Setup）] > [設定（Configuration）] > [ビデオ
（Video）] > [出力（Output）] > [コネクタ n（Connector n）] > [解像度
（Resolution）] に移動して、画面の解像度を調整します。ディスプレイ
のサポート内容に応じて解像度を設定してください。

スクリーンが黒くなったりちらつく場合は、解像度を低く設定できま
す。それでも問題が解決しない場合は、Ultra HD をサポートするディス
プレイの HDMI ポートに HDMI ケーブルが接続されていることを確認
してください。ディスプレイで HDMI Ultra HD の設定がオンになってい
ることも確認してください。

シスコでは、テスト済みのディスプレイの一覧を提供しています。 
►「シスコが推奨するディスプレイ」の章を参照してください。

コンピュータの接続
コンピュータの接続時にエラーが発生すると、スクリーンと Touch 10 
コントローラにメッセージが表示されます。

ビデオ入力コネクタのデフォルトの推奨解像度は 1080p60
（1920_1080_60）です。コンピュータで 4K 解像度を使用する場合は、
Web インターフェイスにサインインし、[セットアップ（Setup）] > [設定
（Configuration）] > [ビデオ（Video）] > [入力（Input）] > [コネクタ n
（Connector n）] > [推奨解像度（PreferredResolution）] に移動して、
値を調整します。

また、接続しているコンピュータのオペレーティング システムが提供す
るディスプレイ/モニタ設定から解像度を上書きすることもできます。

 

チェックリスト
確実な動作のために、シスコに HDMI ケーブ
ルを注文するか、認定 HDMI ケーブルを使用
してください。►「HDMI ケーブルについて」
の章を参照してください。

ビデオ システムの入力/出力コネクタが正し
く設定されていることを確認してください。

デバイス（TV/ディスプレイ、コンピュータ）が 
4K をサポートしており、正しく設定されてい
ることを確認します。

TV/ディスプレイが 4K をサポートしていると
製造元が公表していても、TV/ディスプレイを
テストして動作を確認する必要があります。

4K の使用では高品質ケーブルの必要性が増
します。

• 4kp30 は 1080p60 の約 2 倍のデータ 
レートを使用します。

• 4kp60 は 1080p60 の約 4 倍のデータ 
レートを使用します。
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HDMI ケーブルについて

HDMI ケーブルは、カメラ、ディスプレイ、およびプレゼンテーション 
ソースとの接続に必要です。

確実な動作のために、シスコに HDMI ケーブルを注文*するか、
認定 HDMI ケーブルを使用することをお勧めします。

カメラおよびディスプレイ用の HDMI ケーブル
1920X1200@60fps を超える解像度フォーマットには、必ずハイスピー
ド対応の HDMI ケーブルを使用してください。動作が保証されてい
る範囲については、3840×2160（60fps）でシスコが事前に選定した 
HDMI ケーブルを使用するか、またはプレミアム HDMI ケーブル認証
プログラムに合格したケーブルを使用します。

プレゼンテーション ソース用の HDMI ケーブル
プレゼンテーション ソースには、PC/ラップトップ、ドキュメント カメ
ラ、メディア プレーヤー、ホワイトボード、またはその他のデバイスを使
用できます。

1920X1080@60fps を超える解像度フォーマットには、必ずハイスピード
対応の HDMI ケーブルを使用してください。確実な動作のために、シス
コが提供している HDMI ケーブルを使用するか、高速 HDMI 1.4b カテ
ゴリ 2 仕様準拠のケーブルを使用してください。

HDMI プレゼンテーション ケーブルはシスコに注文（HDMI 1.4b カテ
ゴリ 2）することをお勧めします。

HDMI ケーブルの詳細については、
► http://www.hdmi.org を参照してくだ
さい。

* Room Kit、Room Kit Plus、Codec Plus、Room 55、および Room 70 は、シスコの 
HDMI、ディスプレイ ポート、およびミニ ディスプレイ ポート用プレゼンテーション 
ケーブル（CAB-HDMI-MULT-9M=）をサポートしていません。

http://www.hdmi.org
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SpeakerTrack 機能のセットアップ

Web インターフェイスにサインインして、[設定（Configuration）] > [シ
ステム設定（System Configuration）] に移動すると、ここに示す設定
が見つかります。

スピーカー トラック機能は自動カメラ フレーミングを使用し、室内の
人数に基づいて最適な表示を選択します。

クローズ アップが有効になっている場合、室内の人が話すと、システム
がその人を検出し、最適なカメラフレーミングを選択します。クローズ 
アップには室内の一部の人が含まれない場合があります。室内のすべ
ての人を常に表示しておきたい場合、クローズ アップ機能をオフにでき
ます。

最適な全体表示 

カメラは、デジタル顔検出機能を使用して、会議室内の個人またはグ
ループを最適に自動表示します。この機能は、会議室内での参加者の
移動や新たな参加者の入室に合わせて、画面にすべてのユーザが含ま
れるように自動的に調整します。この機能は、スピーカー トラッキング
と連動して、最適な会議エクスペリエンスを提供します。

スピーカー トラッキングをサ
ポートしている製品
次のシスコ製品がスピーカー トラッキングを
サポートしています。

• デュアル カメラが搭載されている 
MX700 および MX800 

• SpeakerTrack 60 カメラまたはクワッド 
カメラを使用した SX80

• Room Kit 
• Room Kit Plus*

• Room 55
• Room 70

スピーカー トラッキングの設定
スピーカー トラッキングを設定するには、[カメラ（Camera）] > [スピー
カー トラック（SpeakerTrack）] の設定を使用ます。

[カメラ（Camera）] > [スピーカー トラック（SpeakerTrack）] > [モード
（Mode）]

[自動（Auto）]：スピーカー トラッキングは全般に有効になり
ます。システムは室内の人々を検出し自動的に最適なカメラ フ
レーミングを選択します。スピーカー トラックのオン/オフは、
タッチ コントローラのカメラ制御パネルを使用してすぐに切り替え
ることができます。

[オフ（Off）]：スピーカー トラッキングがオフになります。スピー
カー トラックのオン/オフ ボタンがタッチ コントローラに表示され
なくなります。クローズ アップ機能は無効になります。

[カメラ（Camera）] > [スピーカー トラック（SpeakerTrack）] > [クロー
ズ アップ（Closeup）]

カメラの SpeakerTrack モードが [自動（Auto）] に設定されている場
合のみ、この設定が適用されます。

[自動（Auto）]：システムは、話している人にズームインします。

[オフ（Off）]：システムは、室内のすべての人が常にカメラのフレー
ムに入るように維持されます。

* Room Kit Plus にはクアッド カメラと Codec Plus 
が含まれています。
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準備

ホワイトボードの位置

Speaker track camera

Whiteboard

Accurate distance (d) 
between camera 
and whiteboard

d

図に示すように、ホワイトボードはカメラから部屋の反対
側に配置する必要があります。

機能を設定する場合は、カメラとホワイトボード間の正確
な距離を知る必要があります。

スピーカーの位置

W
サウンド 
トラック
領域 

サウンド トラック領域はホワイトボードの上半分です。

したがって、ホワイトボードでプレゼンテーションを行う人
物はホワイトボードの横に直立する必要があります。ユー
ザは室内を移動できません。

ホワイトボードへのスナップ機能の設定（1/3 ページ）

ホワイトボードへのスナップ機能はスピーカー トラッキング機
能の拡張です。そのため、SpeakerTrack をサポートするカメ
ラが必要になります。

• デュアル カメラが搭載されている MX700 および MX800 
• SpeakerTrack 60 カメラまたはクワッド カメラを使用した 

SX80
• Room Kit 
• Room Kit Plus（Codec Plus とクアッド カメラ）
• Room 55
• Room 70

Snap to Whiteboard 拡張機能を使用すると、ホワイトボード
の横にいる人物が話しているときに、カメラがその人物とホワ
イトボードの両方をキャプチャできます。

W

ホワイトボードへのスナップ拡張機能を使用しない場合、カメ
ラは人のみをキャプチャします。

W
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ホワイトボードへのスナップのウィザードは、次の場合にのみ使用でき
ます。

• [カメラ（Camera）] > [スピーカー トラック（SpeakerTrack）] > 
[モード（Mode）] が [自動（Auto）]

ホワイトボード領域の定義
ホワイトボード領域を定義するには、タッチ コントローラのウィザード
を使用します。

1. タッチ コントローラの左上隅にある連絡先情報をタップし、[設定
（Settings）] メニューを開きます。

2. [ホワイトボードへのスナップ（Snap to Whiteboard）] をタップし
ます。

ビデオ システムで [設定（Settings）] メニューがパス フレーズに
よって保護されている場合は、ADMIN クレデンシャルでサインイ
ンします。

3. ウィザードを開始するには、[設定（Configure）] または [再設定
（Reconfigure）] をタップします（この機能の設定が初回かどうか
によって異なります）。

トラブルシューティング
ホワイトボードの横に話し手がいるときにカ
メラがホワイトボードの位置に移動しない場
合は、次のことを確認してウィザードで必要
な手順をやり直してください。

• ホワイトボードがカメラから部屋の反対
側に配置されていることを確認します。

• カメラとホワイトボードの距離が正確に
測定されていることを確認します。

• 話し手はホワイトボードの近くにいる必
要があります。さらに、音声がホワイト
ボード領域の上半分から発せられるよう
にまっすぐに立つ必要があります。

4. ウィザードの指示に従います。手順をやり直す場合は戻るボタン 
 を使用し、次の手順に移動するには次に進むボタン  を使

用します。
• スライダを動かして、カメラとホワイトボードの距離を設定しま
す。距離を正確に測定することが重要です。

 

• カメラの表示（パン、チルト、ズーム）を調整してホワイトボード
がフレームに入るようにします。両側に話し手のためのスペー
スを残します。

W

• ホワイトボードの横に立って、話し始めます。

カメラがホワイトボード用に選択したビューにズームする場合
は、機能が正しくセットアップされており、使用できる状態に
なっています。そうでない場合は、右のトラブルシューティング
に関する注意事項を参照してください。

• タップ してウィザードを閉じ、 設定パネルを閉じます。

ホワイトボードへのスナップ機能の設定（2/3 ページ）
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ホワイトボードへのスナップ機能の有効化およ
び無効化
ホワイトボードへのスナップ機能は、タッチ コントローラの [設定
（Settings）] メニューまたは Web インターフェイスから有効/無効に
できます。

タッチ コントローラで [設定（Settings）] メニューが開いてい
る（ADMIN パスフレーズで保護されていない）場合は、会議
中または会議と会議の間に任意のユーザがこの機能のオン/オ
フを切り替えることができます。さらに、任意のユーザが機能
を再設定できます。

スピーカー トラッキングを切
り替える方法
ホワイトボードへのスナップ拡張機能が動作
するように、いつでもユーザがオン/オフを切
り替えることができるスピーカー トラッキン
グをオンに設定しておく必要があります。

タッチ コントローラのステータス バーにあ
るカメラ アイコンをタップし、トグル ボタン
を使用してスピーカー トラッキングのオン/
オフを切り替えます。

ホワイトボードへのスナップ機能の設定（3/3 ページ）

タッチ コントローラから
1. タッチ コントローラの左上隅にある連絡先情報をタップし、[設定
（Settings）] メニューを開きます。

2. [ホワイトボードへのスナップ（Snap to Whiteboard）] をタップし
ます。

ビデオ システムで [設定（Settings）] メニューがパス フレーズに
よって保護されている場合は、ADMIN クレデンシャルでサインイ
ンします。

3. トグル スイッチを次のように設定します。

[有効（Enabled）]：ホワイトボードへのスナップが有効になり、
カメラが話し手とその隣りにあるホワイトボードの両方をキャ
プチャします。

[無効（Disabled）]：ホワイトボードへのスナップが無効になり、
カメラは話し手のみをキャプチャします。

Web インターフェイスから
1. Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ（Setup）] > 

[設定（Configuration）] に移動します。

2. [カメラ（Camera）] > [スピーカー トラック（SpeakerTrack）] > 
[ホワイトボード（Whiteboard）] > [モード（Mode）] 設定を見つ
けます。

[オン（On）]：ホワイトボードへのスナップが有効になり、カメラ
が話し手とその隣りにあるホワイトボードの両方をキャプチャ
します。

[オフ（Off）]：ホワイトボードへのスナップが無効になり、カメラ
は話し手のみをキャプチャします。

ホワイトボードへのスナップが
有効になっているときのカメ

ラのビュー

W

ホワイトボードへのスナップが
無効になっているときのカメ

ラのビュー

W
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Touch 10 コントローラの接続（1/4 ページ）

イーサネット コネクタは、タッ
チ 10 の裏側にあります。

接点情報

Touch 10 が正常にビデオ システム
に接続されると、ビデオ システム
の名前またはアドレスがステータス 
バーに表示されます。

Touch 10は、ビデオ システムに直接接続するか（このページ
の説明を参照）、またはネットワーク（LAN）経由でビデオ シ
ステムとペアリングする（次のページの説明を参照）必要があ
ります。後者はリモート ペアリングと呼ばれます。

Touch 10 とビデオ システムの直接接続
図のように、Touch 10 をビデオ システムの Touch 専用（RJ-
45）ポートに接続します。

ビデオ システムは Power over Ethernet（PoE）を提供して
いないため、Touch 10 に電源を供給するためのミッドスパン 
PoE インジェクタが必要であることに注意してください。

Touch 10 の設定 

Touch 10 が電源に接続されると、設定手順が始まります。画
面に表示される指示に従います。

Touch 10 にソフトウェアのアップグレードが必要な場合は、設
定手順の一部で新しいソフトウェアがビデオ システムからダ
ウンロードされ、自動的にユニットにインストールされます。
アップグレード後に Touch 10 が再起動します。

標準のイーサネット ケーブル

PoE 規格のイーサネット 
ケーブル

電源 
• 100 ～ 240 VAC 
• 50/60 Hz

PoE イン
ジェクタ

AP

スイッチ
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Touch 10 コントローラの接続（2/4 ページ）

1 ネットワーク インフラストラクチャが Power 
over Ethernet（PoE）を提供する場合、PoE 
インジェクタは必要ありません。Touch 10 
は PoE 規格のイーサネット ケーブルで直接
壁面のソケット（イーサネット スイッチ）に
接続する必要があります。

 安全のために、PoE 電源は Touch 10 と同
じ建物に存在する必要があります。PoE 規
格のイーサネット ケーブルは最大 100 m
（330 フィート）です。

ネットワーク（LAN）経由での Touch 10 のビデオ 
システムへの接続
図のように、Touch 10 とビデオ システムを壁のネットワーク ソケットまた
はネットワーク スイッチに接続します。

Touch 10 の設定 

Touch 10 が電源に接続されると、設定手順が始まります。画面に表示さ
れる指示に従います。

[ルーム システムの選択（Select a room system）] 画面が表示されたら、
以下の点に注意してください。

• ペアリング可能なシグナリング中ビデオ システムのリストが、画面に
表示されます。ペアリングするビデオ システムの名前をタップします。

ビデオ システムをリストに表示するには、次を満たしている必要があ
ることに注意してください。

• ビデオ システムおよびTouch 10 が同じサブネット上にある必要
があります。

• ビデオ システムは、直近の 10 分間に再起動されている必要があ
ります。ビデオ システムがリストに表示されない場合は、再起動し
てください。

• ビデオ システムが利用可能システムのリストに表示されない場合
は、入力フィールドに IP アドレスまたはホスト名を入力します。[接続
（Connect）] をタップします。

• ペアリング プロセスを開始するには、ユーザ名とパスワードを使用し
てログインする必要があります。[Login] をタップします。

user ロールを持つユーザであれば十分対応できます。このタスクを実
行するために admin ロールは必要ありません。

ユーザ アカウントを作成してそれにロールを割り当てる方法の詳細に
ついては、►「ユーザ管理」の章を参照してください。

Touch 10 にソフトウェアのアップグレードが必要な場合は、設定手順の一
部で新しいソフトウェアがビデオ システムからダウンロードされ、自動的
にユニットにインストールされます。アップグレード後に Touch 10 が再起
動します。

接点情報

Touch 10 が正常にビデオ シ
ステムにペアリングされると、
ビデオ システムの名前または
アドレスがステータス バーに
表示されます。

イーサネット コネクタは、タッ
チ 10 の裏側にあります。

PoE イン
ジェクタ

AP

スイッチ

PoE 規格のイーサネット 
ケーブル電源 

• 100 ～ 240 VAC 
• 50/60 Hz

ネットワーク 
（LAN）1

標準のイーサネット ケーブル

ネットワーク 
（LAN）

標準のイーサネット ケーブル
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Cisco TelePresence Touch 10 の物理インターフェイス
Touch 10 コントローラの新しいバージョンについては、次のページを参照してくだ
さい。

PoE 対応イーサネット： 
電源用およびイーサネット用

ミニジャック、3.5 mm 
（未使用）

Micro-USB： 
メンテナンス専用

2 USB コネクタ（未使用）

未使用

音量調整のためのサ
ウンド バー

音声ミュート

タッチ スクリーン

個人の人間工学的ニー
ズに合わせて調整でき
るスタンド

Touch 10 コントローラの接続（3/4 ページ）
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Cisco Touch 10 の物理インターフェイス
これは、2017 年後半に提供が開始された Touch 10 コントローラの新しいバージョンです。以前のバージョン
と同じ機能を備えていますが、物理インターフェイスが多少異なります。新しいデバイスは、前面のロゴと、
背面のコネクタが少ないことによって識別できます。

PoE 対応イーサネット： 
電源用およびイーサネット用

Micro-USB： 
メンテナンス専用 
（カバーの裏）

音量調整のためのサ
ウンド バー

音声ミュート

タッチ スクリーン

個人の人間工学的ニー
ズに合わせて調整でき
るスタンド

Touch 10 コントローラの接続（4/4 ページ）

初期設定へのリセット 
（カバーの裏）
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ISDN リンクは、ビデオ システムが ISDN 回線を使用して接続すること
を可能にします。また、PSTN（公衆電話交換網）を介したビデオ コー
ルと電話の両方を可能にします。

ISDN リンクは、ISDN BRI、ISDN PRI、および V.35 をサポートしていま
す。ISDN は、SIP または H.323 コール用の通常の IP 接続に加えて使
用できます。また、IP インフラストラクチャなしでも使用できます。

ISDN リンクは、ビデオ システムの Web インターフェイスから管
理されます。Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ
（Setup）] > [周辺機器（Peripherals）] に移動します。

要件：

• ISDN リンクは、IL1.1.7 以降のソフトウェアを実行している必要が
あります。

• ビデオ システム（コーデック）は、CE9.3 以降のソフトウェアを実行
している必要があります。ビデオ システムが TC ソフトウェアから 
CE ソフトウェアに変換された後に、ISDN リンクをビデオ システ
ムと再ペアリングする必要があります。

• ビデオ エンドポイントは、ISDN リンクと通信するために、Web イ
ンターフェイスまたは API で IPv6 を有効にする必要があります。

• 確実にインストールするために、ISDN リンクのインストール ガイ
ドでネットワーク トポロジを確認してください。

• ビデオ システムおよび ISDN リンクが同じサブネット上にある必
要があります。エンドポイントまたは ISDN リンクに新しい IP アド
レスが割り当てられている場合は、それらが同じサブネットに保持
されている間だけペアリングが維持されます。

制限事項 

• Cisco Spark クラウド サービスに登録されているビデオ システム
では、ISDN リンクを使用できません。

セットアップと構成
ビデオ システムを TC（TC6 以降）から CE ソフトウェア（CE9.3 以降）
に変換すると、セキュリティ上の理由により、ISDN リンクのペアリング
が自動的に解除されます。

ISDN リンクの詳細（リリース ノート、インストール ガイド、管理者ガイ
ド、API ガイド、コンプライアンスおよび安全性ガイド）については、次を
参照してください。► https://www.cisco.com/go/isdnlink-docs [英語]

LAN およびビデオ システムと ISDN リンクの間の直接接続によるセットアップ
これは推奨されるセットアップです。ただし、その他のオプションもあります。追加の例については、次の 
Web サイトにあるユーザ マニュアルを参照してください。► https://www.cisco.com/go/isdnlink-docs 
[英語]

LAN 
ポート

ビデオ  
システム 
ポート

ビデオ システム
（図は SX80 コー
デック）

システム管理用の PC/ 
ラップトップ

ISDN リンク 
（背面パネル）

BRI 1～4 PRI NET 電源

LAN

ISDN リンクの接続

https://www.cisco.com/go/isdnlink-docs
https://www.cisco.com/go/isdnlink-docs
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第 4 章

メンテナンス
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ソフトウェア リリース ノート
新着情報および変更の概要について、ソフトウェア リリース ノート
（CE9）を読むことを推奨します。

次の Web サイトに移動してください。► https://www.cisco.
com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/spark-room-
kit-series/tsd-products-support-series-home.html

Web インターフェイスにサインインし、[メンテナンス（Maintenance）] > 
[ソフトウェアのアップグレード（Software Upgrade）] に移動します。

ソフトウェア バージョンにつ
いて
このビデオ会議システムは CE ソフトウェア
を使用しています。このドキュメントに記載
されているバージョンは、CE9.3.x です。

新しいソフトウェアのダウンロード
ソフトウェアをダウンロードするには、
Cisco Download Software Web ページ
（► https://www.cisco.com/cisco/software/navigator.html）に
移動します。次に、ご使用の製品のページに移動します。

各ソフトウェア バージョンに固有のファイル名があります。ファイ
ル名の形式は、「s53200ce9_3_x.cop.sgn」になります。

新しいソフトウェアのインストール
該当するソフトウェア パッケージをダウンロードしてコンピュータに保
存します。これは .cop.sgn ファイルです。ファイル名は変更しないでく
ださい。

1. [参照...（Browse...）] をクリックして、新しいソフトウェアを含む 
.cop.sgn ファイルを探します。

ソフトウェア バージョンが検出され、表示されます。

2. [ソフトウェアのインストール(Install Software)] をクリックして、
インストールプロセスを開始します。

通常、インストールは 15 分以内に完了します。Web ページから進捗状
況を確認できます。インストール後、ビデオ システムは自動的に再起動
します。

再起動後に Web インターフェイスで作業を再開するには、再度サイン
インする必要があります。

新しいソフトウェア バージョンの確認
ファイルを選択すると、ここにソフトウェアの

バージョンが表示されます。

システム ソフトウェアのアップグレード

https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/spark-room-kit-series/tsd-products-support-series-home.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/spark-room-kit-series/tsd-products-support-series-home.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/spark-room-kit-series/tsd-products-support-series-home.html
https://www.cisco.com/cisco/software/navigator.html
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Web インターフェイスにサインインして、[メンテナンス
（Maintenance）] > [オプション キー（Option Keys）] に移動します。

すべてのオプション キーのリストと、ビデオ システムにインストールさ
れていないオプション キーのリストが表示されます。

アンインストールされたオプションのオプション キーを取得する方法
については、シスコの担当者にお問い合わせください。

オプション キーの追加

オプション キーについて
ビデオ システムには、1 つ以上のソフトウェ
ア オプションがインストールされている場
合、またはインストールされていない場合が
あります。オプションの機能をアクティブにす
るには、対応するオプション キーがビデオ 
システムに存在する必要があります。

ビデオ システムごとに一意のオプション 
キーが割り当てられます。

オプション キーは、ソフトウェアのアップグ
レードまたは出荷時の状態にリセットしても
削除されないため、一度追加するだけで済
みます。

オプション キーの追加
1. テキスト入力フィールドにオプション キーを
入力します。

2. [オプション キーの追加（Add option key）]  
をクリックします。

オプション キーを複数追加する場合は、すべての
キーに対してこの手順を繰り返してください。

ビデオ システムのシリアル番号
オプション キーの注文時にはビデオ システム
のシリアル番号が必要です。
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* 図に示しているステータスは一例です。お使いのシステムのステータスとは異
なる場合があります。

システム情報の概要
Web インターフェイスにサインインして、[システム情報（System 
Information）] ページを表示します。

このページには、製品タイプ、システム名、およびハードウェア、ソフト
ウェア、インストール済みオプション、ネットワーク アドレスに関する基
本情報が表示されます。ビデオ ネットワーク（SIP および H.323）の登
録ステータスのほか、システムにコールする際に使用する番号および 
URI も含まれます。

システム ステータス

システム ステータスの詳細
Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ（Setup）] > [ス
テータス（Status）] に移動し、より詳細なステータス情報を探します*。

ステータス エントリの検索
検索フィールドに必要な数の文字を入力します。これらの文字を含むす
べてのエントリが右側のペインに表示されます。値スペースにこれらの
文字が含まれるエントリも表示されます。

カテゴリを選択して適切なステータスに移動する
システム ステータスはカテゴリ別に分類されています。左ペインでカテ
ゴリを選択すると、右側に関連ステータスが表示されます。
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* 図に示しているメッセージは一例です。お使いのシステムでは表示される情報
が異なる場合があります。

Web インターフェイスにサインインして、[メンテナンス
（Maintenance）] > [診断（Diagnostics）] に移動します。

[診断（Diagnostics）] ページには、エラーの一般的な原因に関す
るステータスが示されます*。

エラーや重大な問題は赤色で目立つように示されます。警告は黄
色です。

診断の実行

診断の実行
[診断の再実行（Re-run diagnostics）] を
クリックして、リストが最新であることを確
認します。

スタンバイ モードを離れる
スタンバイ モードのビデオ システムを
復帰させるには、[スタンバイの非アク
ティブ化（Deactivate standby）] をク
リックします。
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すべてのログ ファイルのダ
ウンロード
[ログ アーカイブのダウンロード
（Download logs archive）] をク
リックして、手順に従います。

匿名化された通話履歴はログ 
ファイルにデフォルトで含まれてい
ます。

ログ ファイルから通話履歴を除外
する場合や、完全な通話履歴（匿
名以外の発信側/着信側）を含める
場合には、ドロップダウン リストを
使用します。

1 つのログファイルを開く/
保存
ログ ファイルを開くには Web ブラ
ウザでファイル名をクリックし、ファ
イルをコンピュータに保存するには
ファイル名を右クリックします。

Web インターフェイスにサインインして、[メンテナンス
（Maintenance）] > [システム ログ（System Logs）] 
に移動します。

ログ ファイルのダウンロード

ログ ファイルについて
ログファイルは、テクニカル サポートが必
要な場合に、シスコのサポートから要求さ
れることがあるシスコ固有のデバッグ ファ
イルです。

Current log ファイルはタイムスタンプ付き
のイベント ログ ファイルです。

ビデオ システムを再起動するたびに、現在
のログ ファイルはタイムスタンプ付きの履歴
ログ ファイルにすべてアーカイブされます。
履歴ログファイルの最大数に到達すると、最
も古いファイルは上書きされます。

拡張ロギング モード
拡張ロギング モードをオンにすると、コール
のセットアップ中にネットワークの問題の診
断に役立つ場合があります。このモードの間
は、より多くの情報がログ ファイルに保存さ
れます。

拡張ロギングはビデオ システムのリソースを
より多く使用するため、ビデオ システムのパ
フォーマンスが低下する可能性があります。
拡張ロギング モードは、トラブルシューティ
ングのときにのみ使用してください。

拡張ロギングの開始
[拡張ロギングの開始...（Start 
extended logging...）] をクリッ
クします。

拡張ロギングは、ネットワーク ト
ラフィックの完全キャプチャが含
まれているかどうかによって 3 分
から 10 分かかります。

タイムアウトになる前に拡張ロ
ギングを停止するには、[拡張ロ
ギングの停止（Stop extended 
logging）] をクリックします。

デフォルトとして、ネットワーク 
トラフィックはキャプチャされま
せん。ネットワーク トラフィック
の一部または全部のキャプチャ
を含めるには、ドロップダウン メ
ニューを使用します。

ログ ファイル リストの表
示更新
[現在のログ（Current logs）] 
または [履歴ログ（Historical 
logs）] の更新ボタンをクリック
すると、対応するリストの表示が
更新されます。
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Web インターフェイスにログインし、[メンテナンス（Maintenance）] > 
[システム リカバリ（System Recovery）] に移動して、[リモート サポー
ト ユーザ（Remote Support User）] タブを選択します。

リモート サポート ユーザは、Cisco TAC によって指示された
トラブルシューティングを行う場合にのみ有効にする必要があ
ります。

リモート サポート ユーザの作成

リモート サポート ユーザにつ
いて
ビデオ システムの問題を診断する場合、リ
モート サポート ユーザを作成できます。

リモート サポート ユーザにはシステムへの
読み取りアクセス権が付与され、トラブル
シューティングに役立ついくつかの限定的な
コマンドにアクセスできます。

リモート サポート ユーザのパスワードを取
得するには、Cisco Technical Assistance 
Center（TAC）アシスタントが必要です。

リモート サポート ユーザの作成

1. [ユーザの作成（Create User）] をクリックし
ます。

2. Cisco TAC で案件を開きます。

3. [トークン（Token）] フィールドのテキストを
コピーして、Cisco TAC に送信します。

4. Cisco TAC はパスワードを生成します。

リモート サポート ユーザは 7 日間、または削除
されるまで有効です。

リモート サポート ユーザの削除
[ユーザの削除（Delete User）] をクリックします。
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Web インターフェイスにサインインして、[メンテナンス
（Maintenance）] > [バックアップと復元（Backup and Restore）]  に移
動します。

バックアップ ファイル（zip 形式）には、設定とともにカスタム要素を含
めることができます。次の要素からバンドルに含めるものを選択でき
ます。

• ブランディング イメージ
• マクロ
• お気に入り
• サインイン バナー
• 室内制御パネル
• 構成/設定（すべてまたは一部）

バックアップ ファイルは、ビデオ システムの Web インターフェイスか
ら手動で復元できますが、Cisco UCM または TMS などを使用して複
数のビデオ システムにプロビジョニングできるように、バックアップ バ
ンドルを一般化することもできます（次の章を参照してください）。

設定とカスタム要素のバックアップ/復元

バックアップ ファイルの作成
1. [バックアップの作成（Create backup）] タブを開きます。

2. バックアップ ファイルに含める要素を選択します。

現在ビデオ システム上に存在しない要素はグレー表示されます。

3. バックアップ ファイルに含める設定（ある場合）を選択します。次
の点に注意してください。
• デフォルトでは、すべての設定がバックアップ ファイルに含ま
れます。

• Web ページの一覧から手動で設定を削除することにより、
1 つ以上の設定を手動で削除できます。

• あるビデオ システムに固有の設定をすべて削除する場合
は、[システム固有の設定の削除（Remove system-specific 
configurations）] をクリックします。

これは、他のビデオ システムでバックアップ バンドルを復元す
る予定がある場合に役立ちます。

4. [バックアップのダウンロード（Download backup）] をクリックし
て、コンピュータ上の zip ファイルに要素を保存します。

バックアップ ファイルの復元
1. [バックアップの復元（Restore backup）] タブを選択します。

2. [参照...（Browse...）] をクリックして、復元するバックアップ ファイ
ルを見つけます。

バックアップ ファイル内のすべての設定と要素が適用されます。

3. [ファイルのアップロード（Upload File）] をクリックして、バックアッ
プを適用します。

設定によっては、有効にするためにビデオ システムを再起動する
必要があります。

その他の情報

マクロの復元
ビデオ システムでマクロを含むバックアップ 
ファイルを復元する場合、以下の処理が適用
されます。

• マクロのランタイムを起動または再起動
します。

• マクロは自動的に有効化（開始）され
ます。

ブランド イメージの復元
バックアップ バンドルにブランド イメージが
含まれている場合、[ユーザインターフェイス
壁紙（UserInterface Wallpaper）] 設定は自
動的に [自動（Auto）] に設定されています。

したがって、ブランド イメージは自動的に表
示されます。カスタム壁紙より優先される場
合もあります。

バックアップ ファイル
バックアップ ファイルは、いくつかのファイル
を含む zip 形式のファイルです。それらのファ
イルは zip ファイル内の最上位にあり、フォ
ルダに含まれていないことが重要です。
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カスタム要素の CUCM プロビジョニング

► 「バックアップと復元の構成とカスタム要素」の章で説明されてい
るとおり、バックアップ ファイルは、さまざまなビデオシステムのカスタ
マイズ テンプレートとして使用できます。

カスタマイズ テンプレート（バックアップ ファイル）は、次のいずれか
によってホストされています。

• CUCM TFTP ファイル サービス、または
• HTTP または HTTPS のビデオ システムによって到達可能なカス
タム Web サーバ。

ビデオ システムが CUCM（Cisco Unified Communications 
Manager）からカスタマイズ テンプレートの名前および格納場所に関
する情報を取得する際は、ビデオ システムがサーバに接続してファイ
ルをダウンロードし、カスタム要素を復元します。

構成はビデオ システム上では復元されません。これは、構成
がカスタマイズ テンプレートとして使用するバックアップ ファ
イルの一部である場合でも同じです。

カスタマイズ テンプレートの TFTP ファイル サーバへの
アップロード
1. Cisco Unified OS の管理にサインインします。

2. [ソフトウェア アップグレード（Software Upgradeｓ）] > [TFTP 
ファイル管理（TFTP File Management）] に移動します。

3. [Upload File] をクリックします。入力フィールドにカスタマイズ テ
ンプレートの名前とパスを入力します。

4. [Upload File] をクリックします。

各ビデオ システムへのカスタマイズ プロビジョニング情
報の追加
1. Cisco Unified CM の管理にサインインします。

2. [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] に移動します。

3. 関連するデバイスの製品固有の構成セクション内で、[カスタマイズ 
プロビジョニング（Customization Provisioning）] フィールドに以
下を入力します。
• カスタマイズ ファイル：カスタマイズ テンプレートのファイル名
（backup.zip など）*

• カスタマイズ ハッシュの型： SHA512
• カスタマイズ ハッシュ： カスタマイズ テンプレートの SHA512 
チェックサム。

これらのフィールドが存在しない場合は、CUCM に新しいデバイ
ス パッケージをインストールする必要があります。

4. [保存（Save）]  および [構成の適用（Apply Config）] をクリック
し、構成をビデオ システムにプッシュします。

*  TFTP サービスを使用しない場合は、カスタマイズ テンプレートに完全な URI：
<hostname>:<portnumber>/<path-and-filename>を入力する必要があります。

次に例を示します。

• http://host:6970/backup.zip または
• https://host:6971/backup.zip

SHA512 チェックサム
ヒント Web インターフェイスを使用してビ
デオ システムにファイルを復元することによ
り、ファイルの SHA512 チェックサムを検索
できます。

1. Web インターフェイスにサインインして、
[メンテナンス（Maintenance）] > [バッ
クアップと復元（Backup and Restore）] 
に移動します。

2. [バックアップの復元（Restore backup）] 
タブを選択します。

3. [参照（Browse...）] をクリックして、
チェックサムを計算したいファイルを検
索します。

ページの下部に SHA512 チェックサムが
表示されていることが確認できます。

CUCM のドキュメンテーション
► https://www.cisco.com/c/en/us/
support/unified-communications/unified-
communications-manager-callmanager/
tsd-products-support-series-home.html

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/tsd-products-support-series-home.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/tsd-products-support-series-home.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/tsd-products-support-series-home.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/tsd-products-support-series-home.html
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カスタム要素の TMS プロビジョニング

► 「バックアップと復元の構成とカスタム要素」の章で説明されてい
るとおり、バックアップ ファイルは、さまざまなビデオシステムのカスタ
マイズ テンプレートとして使用できます。

バックアップ ファイルは、HTTP または HTTPS のビデオ システムに
よって到達可能なカスタム Web サーバ上にホストされる必要があり
ます。

ビデオ システムが TMS（TelePresence Management Suite）からバッ
クアップ ファイルの名前および位置に関する情報を取得する際は、ビ
デオ システムがサーバに接続してファイルをダウンロードし、カスタム
要素を復元します。

構成テンプレートの作成と適用
1. 構成テンプレートを作成します。

2. 次の XML 文字列を含むカスタム コマンドを構成テンプレートに
追加します。

<Command>
  <Provisioning>

<Service>
  <Fetch>

<URL>web-server-address</URL>
<Checksum>checksum</Checksum>
<Origin>origin</Origin>

  </Fetch>
</Service>

  </Provisioning>
</Command>

説明：

web-server-address: バックアップ ファイルへの URI（例：
http://host/backup.zip）。

checksum: バックアップ ファイルの SHA512 チェックサム。

origin: Provisioning *

3. 構成テンプレートをプッシュするビデオ システムを選択し、[システ
ムのセット（Set on systems）] をクリックします。

TMS 構成テンプレートおよびカスタムコマンドの作成方法の詳細につ
いては、► Cisco TMS 管理者ガイド [英語] を参照してください。

* このパラメータを Provisioning に設定しない場合、バックアップ ファイルの一部であ
る構成もビデオ システムにプッシュされます。バックアップ ファイルに、特定のビデオ 
システムに固有の構成（静的 IP アドレス、システム名、連絡先情報など）が含まれて
いる場合、到達不能なビデオ システムで実行される可能性もあります。

SHA512 チェックサム
ヒント Web インターフェイスを使用してビ
デオ システムにファイルを復元することによ
り、ファイルの SHA512 チェックサムを検索
できます。

1. Web インターフェイスにサインインして、
[メンテナンス（Maintenance）] > [バッ
クアップと復元（Backup and Restore）] 
に移動します。

2. [バックアップの復元（Restore backup）] 
タブを選択します。

3. [参照（Browse...）] をクリックして、
チェックサムを計算したいファイルを検
索します。

ページの下部に SHA512 チェックサムが
表示されていることが確認できます。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/telepresence-management-suite-tms/products-maintenance-guides-list.html
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Web インターフェイスにサインインして、[メンテナンス
（Maintenance）] > [システム リカバリ（System Recovery）] に移動
します。

以前使用していたソフトウェア イメージへの復元

以前使用していたソフトウェア 
イメージについて
ビデオ システムに重大な問題がある場合
は、以前使用していたソフトウェア イメージ
に切り替えることで、問題の解決に役立つ場
合があります。

ソフトウェアを最後にアップグレードして以
降、システムをまだ工場出荷時設定にリセッ
トしていない場合は、以前に使用したソフト
ウェア イメージがシステム上に残っていま
す。ソフトウェアを再度ダウンロードする必
要はありません。

以前使用していたソフトウェア イメージに交換する前に、ビデオ シス
テムのログ ファイル、構成、およびカスタム要素をバックアップするこ
とをお勧めします。

ログ ファイル、構成、カスタム要素のバックアップ
1. [バックアップ（Backup）] タブを選択します。

2. [ログのダウンロード（Download logs）] をクリックし、指示に従っ
てログ ファイルをコンピュータに保存します。

3. [バックアップのダウンロード（Download Backup）] をクリックし、
指示に従ってバックアップ バンドルをコンピュータに保存します。

以前使用していたソフトウェア イメージへの復元
この手順は管理者のみが実行するか、またはシスコ テクニカル サポー
トと連絡を取っている場合にのみ実行してください。

1. [ソフトウェア リカバリのスワップ（Software Recovery Swap）] タ
ブを選択します。

2. [ソフトウェア：cex.y.z への切り替え...（Switch to software: cex.
y.z...）] をクリックします。ここで x.y.z はソフトウェア バージョン
を示します。

3. [はい（Yes）] をクリックして選択を確定するか、[キャンセル
（Cancel）] をクリックして操作を取り消します。

システムがリセットされるまでお待ちください。終了するとシステムは
自動的に再起動します。この手順には数分かかることがあります。
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ビデオ システムに重大な問題が発生した場合、最後の手段として工場
出荷時のデフォルト設定にリセットすることができます。

工場出荷時設定リセットは元に戻すことができません。

工場出荷時の状態にリセットする前に以前使用したソフトウェア イ
メージに戻すことを常に検討してください。多くの場合これでシステム
をリカバリします。ソフトウェアの交換については、►「以前使用してい
たソフトウェア イメージへの復元」の章を参照してください。

ビデオ システムを初期設定の状態へリセットするには、Web インター
フェイスまたはユーザ インターフェイスを使用することを推奨します。
これらのインターフェイスが使用できない場合は、 リセット  ボタンを
使用してください。

工場出荷時設定リセットにより、次のような影響が発生します。

• コール ログが削除されます。
• パスフレーズがデフォルトにリセットされます。
• すべてのシステム パラメータがデフォルト値にリセットされます。
• システムにアップロードされていたファイルは、すべて削除されま
す。リセットされる内容には、カスタムの壁紙、証明書、およびお気
に入りリストが含まれますが、これに限定されません。

• 以前の（非アクティブな）ソフトウェア イメージが削除されます。
• オプション キーは影響を受けません。

工場出荷時設定リセット後、ビデオ システムは自動的に再起動します。
これは、以前と同じソフトウェア イメージを使用しています。

初期設定へのリセットを実行する前に、ビデオ システムのログ ファイ
ル、設定、カスタム要素をバックアップすることをお勧めします。バック
アップしない場合は、データが消失する場合があります。

ビデオ システムの工場出荷時設定リセット（1/3 ページ）
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ビデオ システムの工場出荷時設定リセット（2/3 ページ）

Web インターフェイスを使用した工場出荷時設
定リセット
工場出荷時設定へのリセットを進める前に、ビデオ システムのログ 
ファイルと設定をバックアップすることをお勧めします。

Web インターフェイスにサインインして、[メンテナンス
（Maintenance）] > [システム リカバリ（System Recovery）] に移動
します。

1. [初期設定へのリセット（Factory Reset）] タブを選択して、表示さ
れる情報を注意深く読みます。

2. [初期設定リセットの実行（Perform a factory reset...）] をクリック
します。

3. [はい（Yes）] をクリックして選択を確定するか、[キャンセル
（Cancel）] をクリックして操作を取り消します。

4. ビデオ システムが工場出荷時のデフォルト設定に戻るまで待ちま
す。終了すると、ビデオ システムは自動的に再起動します。数分か
かることがあります。

システムが工場出荷時の設定に正常にリセットされると、セットアッ
プ アシスタントが起動し、[ようこそ（Welcome）] 画面が表示され
ます。

ユーザ インターフェイスからの初期設定へのリ
セット
工場出荷時設定へのリセットを進める前に、ビデオ システムのログ 
ファイルと設定をバックアップすることをお勧めします。

1. ユーザ インターフェイスの左上隅にある連絡先情報を選択します。

2. [設定（Settings）] を選択します。

3. [初期設定へのリセット（Factory Reset）] を選択します。

4. [はい（Yes）] をクリックして選択を確定するか、[戻る（Back）] を
クリックして操作を取り止めます。

5. ビデオ システムが工場出荷時のデフォルト設定に戻るまで待ちま
す。終了すると、ビデオ システムは自動的に再起動します。数分か
かることがあります。

システムが工場出荷時の設定に正常にリセットされると、セットアッ
プ アシスタントが起動し、[ようこそ（Welcome）] 画面が表示され
ます。

ログ ファイル、構成、カスタム
要素のバックアップ
Web インターフェイスにサインインして、
[メンテナンス（Maintenance）] > [システ
ム リカバリ（System Recovery）] に移動
します。

ログ ファイル、構成、カスタム要素
のバックアップ
1. [バックアップ（Backup）] タブを選択し
ます。

2. [ログのダウンロード（Download logs）] 
をクリックし、指示に従ってログ ファイ
ルをコンピュータに保存します。

3. [バックアップのダウンロード（Download 
Backup）] をクリックし、指示に従って
バックアップ バンドルをコンピュータに
保存します。
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リセット ボタンを使用して工場出荷時設定にリ
セットする
工場出荷時設定へのリセットを進める前に、ビデオ システムのログ 
ファイルと設定をバックアップすることをお勧めします。

1. ユニットを前方に傾けてリセット ボタン（ピン ホール）を見つ
けます。

2. ペーパー クリップ（または同等のもの）を使用して、画面が黒くなる
までリセット ボタンを押し続けます（約 10 秒）。その後、ボタンを
離します。

3. ビデオ システムが工場出荷時のデフォルト設定に戻るまで待ちま
す。終了すると、ビデオ システムは自動的に再起動します。数分か
かることがあります。

システムが工場出荷時の設定に正常にリセットされると、セットアッ
プ アシスタントが起動し、[ようこそ（Welcome）] 画面が表示され
ます。

ビデオ システムの工場出荷時設定リセット（3/3 ページ）

リセット ボタン（ピン ホール）
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エラーが発生した状況では、接続を回復するためにタッチ コントローラ
を工場出荷時設定にリセットする必要が生じることがあります。その場
合は、必ずシスコのサポート組織に連絡して実行する必要があります。

タッチ コントローラを工場出荷時設定にリセットすると、ペアリング情
報が失われ、（ビデオ システムではなく）タッチ自体が工場出荷時の初
期状態に戻されます。

工場出荷時設定リセットは元に戻すことができません。

Cisco Touch 10 の初期設定へのリセット

ペアリングについて、およびビ
デオ システムに Touch 10 を
接続する方法について
Touch 10 コントローラを使用するには、
Touch 10 をコーデックに直接接続するか、
LAN 経由でコーデックにペアリング（リモー
ト ペアリング）する必要があります。後者は
リモート ペアリングと呼ばれます。

ペアリング、およびビデオ システムへの 
Touch 10 の接続方法については、►「Touch 
10 コントローラの接続」の章を参照してくだ
さい。

1. 背面の小さなカバーを開き、リセット ボタンを見つけます。

2. 前面のミュート ボタンが点滅し始めるまでリセット ボタンを押し
続けます（約 5 秒間）。その後、ボタンを離します。

Touch 10 が工場出荷時設定へと自動的に戻され、再起動され
ます。

Touch 10 がビデオ システムに直接接続されている場合は、新しい
設定がビデオ システムから自動的に受信されます。

Touch 10 が LAN 経由で接続されている場合は、新たにデバイス
をビデオ システムにペアリングする必要があります。ペアリングが
成功すると、新しい設定がビデオ システムから自動的に受信され
ます。

ミュート ボタンが点滅を開始

カバーを開いてリセッ
ト ボタンを見つける

[リセット（Reset）] 
ボタン

この章は、2017 年後半に発売された新しい Touch 10 コントロー
ラ（Cisco Touch 10）に適用されます。このデバイスは、前面のロ
ゴ、および背面のコネクタが少ないことによって識別されます。

古いバージョンについては、次のページを参照してください。
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エラーが発生した状況では、接続を回復するためにタッチ コントローラ
を工場出荷時設定にリセットする必要が生じることがあります。その場
合は、必ずシスコのサポート組織に連絡して実行する必要があります。

タッチ コントローラを工場出荷時設定にリセットすると、ペアリング情
報が失われ、（ビデオ システムではなく）タッチ自体が工場出荷時の初
期状態に戻されます。

工場出荷時設定リセットは元に戻すことができません。

Cisco TelePresence Touch 10 の初期設定へのリセット

1. ミュートおよび音量小ボタンを見つけます。

2. （赤と緑が）点滅しはじめるまで、ミュート ボタンを押します。約 
10 秒かかります。

3. 音量小ボタンを 2 回押します。

Touch 10 が工場出荷時設定へと自動的に戻され、再起動され
ます。

Touch 10 がビデオ システムに直接接続されている場合は、新しい
設定がビデオ システムから自動的に受信されます。

Touch 10 が LAN 経由で接続されている場合は、新たにデバイス
をビデオ システムにペアリングする必要があります。ペアリングが
成功すると、新しい設定がビデオ システムから自動的に受信され
ます。

この章は、最初の Touch 10 コントローラ（Cisco TelePresence 
Touch 10）に適用されます。このデバイスには前面のロゴはありま
せん。

2017 年後半に発売された新しいバージョンについては、前のペー
ジを参照してください。

ミュート

音量ダウン

ペアリングについて、およびビ
デオ システムに Touch 10 を
接続する方法について
Touch 10 コントローラを使用するには、
Touch 10 をコーデックに直接接続するか、
LAN 経由でコーデックにペアリング（リモー
ト ペアリング）する必要があります。後者は
リモート ペアリングと呼ばれます。

ペアリング、およびビデオ システムへの 
Touch 10 の接続方法については、►「Touch 
10 コントローラの接続」の章を参照してくだ
さい。
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Web インターフェイスにサインインして、[メンテナンス
（Maintenance）] > [ユーザ インターフェイスのスクリーンショット
（User Interface Screenshots）] に移動します。

ユーザ インターフェイスのスクリーンショットのキャプチャ

スクリーンショットの削除
すべてのスクリーンショットを削除する場
合は、[すべて削除（Remove all）]  をク
リックします。

1 つのスクリーンショットのみを削除する
には、そのスクリーンショットの X  ボタ
ンをクリックします。

スクリーンショットのキャプチャ
[タッチ パネルのスクリーンショットを撮る
（Take screenshot of Touch Panel）] をクリッ
クし、タッチ コントローラのスクリーンショット
をキャプチャするか、[OSD のスクリーンショット
を撮る（Take screenshot of OSD）] をクリック
して画面上の表示のスクリーンショットをキャプ
チャします。

スクリーンショットはボタンの下の領域に表示さ
れます。スクリーンショットの準備ができるまで
に最大 30 秒かかる場合があります。

キャプチャされたすべてのスナップショット
はボタンの上のリストに含まれています。
スクリーンショット ID をクリックするとイメージ
が表示されます。

ユーザ インターフェイスのスク
リーンショットについて
ビデオ システムに接続された タッチ コン
トローラと、画面上の表示（メイン ディスプ
レイのメニュー、インジケータ、メッセージ）
の両方のスクリーンショットをキャプチャで
きます。
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第 5 章

システム設定
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これ以降のページでは、Web インターフェイス上の [セットアップ
（Setup）] > [設定（Configuration）] ページで設定されるすべてのシス
テム設定をリストします。

Web ブラウザを開き、ビデオ システムの IP アドレスを入力して、サイ
ンインします。

IP アドレスの確認方法

1. ユーザ インターフェイスの左上隅にある連絡先情報を選択
します。

2. [このデバイスについて（About this device）] に続き、[設定
（Settings）] を選択します。

音声設定 .......................................................................................................................... 89
Audio Input Microphone [1..3] Mode ................................................................................... 91
Audio Input Microphone [2..3] EchoControl Dereverberation ............................................. 90
Audio Input Microphone [2..3] EchoControl Mode .............................................................. 90
Audio Input Microphone [2..3] EchoControl NoiseReduction .............................................. 90
Audio Input Microphone [2..3] Level .................................................................................... 91
Audio Output InternalSpeaker Mode ................................................................................... 91
Audio Output Line [1..1] Mode ............................................................................................. 91
Audio Output Line [1..1] OutputType .................................................................................... 91
Audio SoundsAndAlerts RingTone ...................................................................................... 90
Audio SoundsAndAlerts RingVolume .................................................................................. 90
オーディオ ウルトラサウンド モード ...................................................................................... 91
オーディオ ウルトラサウンド最大音量 ................................................................................... 92
オーディオ キー クリック検出の有効化 ................................................................................. 89
オーディオ デフォルト音量 .................................................................................................... 89
オーディオ マイク ミュートの有効化...................................................................................... 89
オーディオ減衰キー クリック検出 ......................................................................................... 89

CallHistory 設定 ............................................................................................................... 93
CallHistory Mode ................................................................................................................. 93

カメラ 設定 ...................................................................................................................... 94
Cameras SpeakerTrack Mode ............................................................................................. 94
カメラ スピーカー トラックのクローズアップ .......................................................................... 94
カメラ スピーカー トラック ホワイトボード モード ................................................................. 95
カメラのカメラ フレーム レート ............................................................................................ 94
カメラ電源周波数 ................................................................................................................. 94

会議 設定 ......................................................................................................................... 96
Conference ActiveControl Mode ........................................................................................ 96
Conference AutoAnswer Delay ........................................................................................... 96
Conference AutoAnswer Mode .......................................................................................... 96
Conference AutoAnswer Mute ........................................................................................... 96
Conference CallProtocolIPStack ......................................................................................... 96
Conference DefaultCall Protocol ........................................................................................ 97
Conference DefaultCall Rate ............................................................................................... 97
Conference DoNotDisturb DefaultTimeout ......................................................................... 97
Conference Encryption Mode ............................................................................................. 97
Conference FarEndControl Mode ....................................................................................... 97

システム設定の概要



D15374.05 Room Kit Administrator Guide CE9.3, APRIL 2018.  www.cisco.com ̶ Copyright © 2018 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. 85

Cisco Spark Room Kit  管理者ガイド

Conference FarEndControl SignalCapability ....................................................................... 98
Conference IncomingMultisiteCall Mode ............................................................................ 99
Conference MaxReceiveCallRate ....................................................................................... 98
Conference MaxTotalReceiveCallRate ................................................................................ 98
Conference MaxTotalTransmitCallRate ............................................................................... 98
Conference MaxTransmitCallRate ....................................................................................... 98
Conference MicUnmuteOnDisconnect Mode ..................................................................... 99
Conference Multipoint Mode .............................................................................................. 99
Conference MultiStream Mode ........................................................................................... 99
Conference Presentation OnPlacedOnHold ..................................................................... 100
Conference Presentation RelayQuality ............................................................................. 100
Conference VideoBandwidth Mode .................................................................................. 100

FacilityService 設定 ....................................................................................................... 101
FacilityService Service [1 ～ 5] CallType ...........................................................................101
FacilityService Service [1 ～ 5] Name ................................................................................101
FacilityService Service [1 ～ 5] Number ............................................................................101
FacilityService Service [1 ～ 5] Type .................................................................................101

H323 設定 ..................................................................................................................... 102
H323 Authentication LoginName ...................................................................................... 102
H323 Authentication Mode ............................................................................................... 102
H323 Authentication Password ........................................................................................ 102
H323 CallSetup Mode ....................................................................................................... 102
H323 Encryption KeySize .................................................................................................. 103
H323 Gatekeeper Address ............................................................................................... 103
H323 H323Alias E164 ....................................................................................................... 103
H323 H323Alias ID ............................................................................................................ 103
H323 NAT Address ........................................................................................................... 104
H323 NAT Mode ............................................................................................................... 103
H323 PortAllocation .......................................................................................................... 104

ログ 設定 ....................................................................................................................... 105
Logging External Mode ..................................................................................................... 105
Logging External Protocol ................................................................................................. 105
Logging External Server Address ..................................................................................... 105
Logging External Server Port ............................................................................................ 105
ロギング モード ................................................................................................................. 105

マクロ 設定 .................................................................................................................... 106
マクロ オートスタート ......................................................................................................... 106
マクロ モード ..................................................................................................................... 106

ネットワーク（Network）設定 ........................................................................................... 107
Network [1..1] DNS DNSSEC Mode ................................................................................... 107
Network [1..1] DNS Domain Name ..................................................................................... 107
Network [1..1] DNS Server [1..3] Address .......................................................................... 107
Network [1..1] IEEE8021X AnonymousIdentity ................................................................... 108
Network [1..1] IEEE8021X Eap Md5 ................................................................................... 108
Network [1..1] IEEE8021X Eap Peap .................................................................................. 109
Network [1..1] IEEE8021X Eap Tls ...................................................................................... 109
Network [1..1] IEEE8021X Eap Ttls ..................................................................................... 108
Network [1..1] IEEE8021X Identity ...................................................................................... 108
Network [1..1] IEEE8021X Mode ........................................................................................ 107
Network [1..1] IEEE8021X Password .................................................................................. 108
Network [1..1] IEEE8021X TlsVerify .................................................................................... 107
Network [1..1] IEEE8021X UseClientCertificate ................................................................. 108
Network [1..1] IPStack ........................................................................................................ 109
Network [1..1] IPv4 Address .............................................................................................. 109
Network [1..1] IPv4 Assignment ......................................................................................... 109
Network [1..1] IPv4 Gateway .............................................................................................. 109
Network [1..1] IPv4 SubnetMask .........................................................................................110
Network [1..1] IPv6 Address ...............................................................................................110
Network [1..1] IPv6 Assignment ..........................................................................................110
Network [1..1] IPv6 DHCPOptions ......................................................................................110
Network [1..1] IPv6 Gateway ...............................................................................................110
Network [1..1] MTU .............................................................................................................110
Network [1..1] QoS Diffserv Audio ......................................................................................111
Network [1..1] QoS Diffserv Data ........................................................................................111
Network [1..1] QoS Diffserv ICMPv6 ..................................................................................112
Network [1..1] QoS Diffserv NTP ........................................................................................112
Network [1..1] QoS Diffserv Signalling ................................................................................112
Network [1..1] QoS Diffserv Video ......................................................................................111
Network [1..1] QoS Mode ...................................................................................................111
Network [1..1] RemoteAccess Allow ...................................................................................112
Network [1..1] Speed ..........................................................................................................113
Network [1..1] TrafficControl Mode .....................................................................................113
Network [1..1] VLAN Voice Mode .......................................................................................113
Network [1..1] VLAN Voice VlanId .......................................................................................113

NetworkServices 設定 ....................................................................................................114
NetworkServices CDP Mode .............................................................................................114
NetworkServices H323 Mode ...........................................................................................114



D15374.05 Room Kit Administrator Guide CE9.3, APRIL 2018.  www.cisco.com ̶ Copyright © 2018 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. 86

Cisco Spark Room Kit  管理者ガイド

NetworkServices HTTP Mode ...........................................................................................114
NetworkServices HTTP Proxy Allowed .............................................................................114
NetworkServices HTTP Proxy LoginName ........................................................................115
NetworkServices HTTP Proxy Mode .................................................................................115
NetworkServices HTTP Proxy PACUrl ...............................................................................115
NetworkServices HTTP Proxy Password...........................................................................115
NetworkServices HTTP Proxy Url ......................................................................................115
NetworkServices HTTPS OCSP Mode ..............................................................................116
NetworkServices HTTPS OCSP URL ................................................................................116
NetworkServices HTTPS Server MinimumTLSVersion ......................................................115
NetworkServices HTTPS StrictTransportSecurity .............................................................116
NetworkServices HTTPS VerifyClientCertificate ...............................................................116
NetworkServices HTTPS VerifyServerCertificate .............................................................116
NetworkServices NTP Mode .............................................................................................117
NetworkServices NTP Server [1..3] Address .....................................................................117
NetworkServices SIP Mode ...............................................................................................117
NetworkServices SNMP CommunityName .......................................................................118
NetworkServices SNMP Host [1..3] Address .....................................................................117
NetworkServices SNMP Mode ..........................................................................................117
NetworkServices SNMP SystemContact...........................................................................118
NetworkServices SNMP SystemLocation .........................................................................118
NetworkServices SSH AllowPublicKey ..............................................................................118
NetworkServices SSH Mode .............................................................................................118
NetworkServices UPnP Mode ...........................................................................................119
NetworkServices UPnP Timeout .......................................................................................119
NetworkServices WelcomeText .........................................................................................119
NetworkServices XMLAPI Mode ...................................................................................... 120
[ネットワーク サービス WiFi 有効化（NetworkServices Wifi Enabled）] .............................. 120
ネットワークサービス Wifi 許可 ...........................................................................................119

周辺機器（Peripherals）設定 ........................................................................................... 121
Peripherals Profile Cameras ..............................................................................................121
Peripherals Profile ControlSystems ...................................................................................121
Peripherals Profile TouchPanels ........................................................................................121
[周辺機器ペアリング CiscoTouchPanels EmcResilience（Peripherals Pairing 
CiscoTouchPanels EmcResilience）] ..................................................................................121

Phonebook 設定 ............................................................................................................ 122
Phonebook Server [1..1] ID ................................................................................................ 122
Phonebook Server [1..1] Type ........................................................................................... 122
Phonebook Server [1..1] URL ............................................................................................ 122

プロビジョニング 設定 ..................................................................................................... 123
Provisioning Connectivity.................................................................................................. 123
Provisioning ExternalManager Address .............................................................................124
Provisioning ExternalManager AlternateAddress ...............................................................124
Provisioning ExternalManager Domain ..............................................................................124
Provisioning ExternalManager Path ...................................................................................124
Provisioning ExternalManager Protocol .............................................................................124
Provisioning LoginName ................................................................................................... 123
Provisioning Mode ............................................................................................................ 123
Provisioning Password .......................................................................................................124

プロキシミティ 設定 ........................................................................................................ 125
Proximity Mode ................................................................................................................. 125
Proximity Services CallControl ......................................................................................... 125
Proximity Services ContentShare FromClients ................................................................. 125
Proximity Services ContentShare ToClients ..................................................................... 125

RoomAnalytics 設定 ...................................................................................................... 126
RoomAnalytics PeopleCountOutOfCall ............................................................................ 126
RoomAnalytics PeoplePresenceDetector ......................................................................... 126

RTP 設定 ....................................................................................................................... 127
RTP Ports Range Start .......................................................................................................127
RTP Ports Range Stop .......................................................................................................127
RTP Video Ports Range Start .............................................................................................127
RTP Video Ports Range Stop .............................................................................................127

セキュリティ 設定 ............................................................................................................ 128
Security Audit Logging Mode ........................................................................................... 128
Security Audit OnError Action ........................................................................................... 128
Security Audit Server Address ......................................................................................... 128
Security Audit Server Port ................................................................................................ 129
Security Audit Server PortAssignment ............................................................................. 129
Security Session FailedLoginsLockoutTime ..................................................................... 129
Security Session InactivityTimeout ................................................................................... 129
Security Session MaxFailedLogins ................................................................................... 129
Security Session MaxSessionsPerUser............................................................................ 129
Security Session MaxTotalSessions ................................................................................. 130
Security Session ShowLastLogon .................................................................................... 130

SerialPort 設定 .............................................................................................................. 131
SerialPort BaudRate ...........................................................................................................131



D15374.05 Room Kit Administrator Guide CE9.3, APRIL 2018.  www.cisco.com ̶ Copyright © 2018 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. 87

Cisco Spark Room Kit  管理者ガイド

SerialPort LoginRequired ...................................................................................................131
SerialPort Mode .................................................................................................................131

SIP 設定......................................................................................................................... 132
SIP ANAT........................................................................................................................... 132
SIP Authentication Password ............................................................................................ 132
SIP Authentication UserName .......................................................................................... 132
SIP DefaultTransport ......................................................................................................... 132
SIP DisplayName ............................................................................................................... 132
SIP Ice DefaultCandidate .................................................................................................. 133
SIP Ice Mode ..................................................................................................................... 133
SIP Line ............................................................................................................................. 133
SIP ListenPort ................................................................................................................... 133
SIP Mailbox ....................................................................................................................... 133
SIP PreferredIPMedia ........................................................................................................ 134
SIP PreferredIPSignaling ................................................................................................... 134
SIP Proxy [1..4] Address .................................................................................................... 134
SIP TlsVerify ...................................................................................................................... 134
SIP Turn DiscoverMode .................................................................................................... 134
SIP Turn DropRflx .............................................................................................................. 134
SIP Turn Password ............................................................................................................ 135
SIP Turn Server ................................................................................................................. 135
SIP Turn UserName........................................................................................................... 135
SIP Type ............................................................................................................................ 135
SIP URI .............................................................................................................................. 135

Standby 設定 ................................................................................................................. 136
Standby BootAction .......................................................................................................... 136
Standby Control ................................................................................................................ 136
Standby Delay ................................................................................................................... 136
Standby StandbyAction .................................................................................................... 136
Standby WakeupAction ..................................................................................................... 136
モーション検知ウェイクアップのスタンバイ .......................................................................... 136

SystemUnit 設定 ............................................................................................................ 137
SystemUnit CrashReporting Advanced ............................................................................ 137
SystemUnit CrashReporting Mode ................................................................................... 137
SystemUnit CrashReporting Url ........................................................................................ 137
SystemUnit Name ............................................................................................................. 137

時刻（Time）設定 ............................................................................................................ 138
Time DateFormat .............................................................................................................. 138
Time TimeFormat .............................................................................................................. 138
タイム ゾーン ...................................................................................................................... 139

UserInterface 設定 .........................................................................................................141
UserInterface Accessibility IncomingCallNotification ........................................................141
UserInterface ContactInfo Type .........................................................................................141
UserInterface CustomMessage .........................................................................................141
UserInterface KeyTones Mode ...........................................................................................142
UserInterface Language ....................................................................................................142
UserInterface OSD EncryptionIndicator .............................................................................142
UserInterface OSD HalfwakeMessage ..............................................................................142
UserInterface OSD Output ................................................................................................ 143
UserInterface Security Mode ............................................................................................ 143
UserInterface SettingsMenu Mode ................................................................................... 143
UserInterface Wallpaper ................................................................................................... 143

UserManagement 設定 .................................................................................................. 144
UserManagement LDAP Admin Filter ............................................................................... 145
UserManagement LDAP Admin Group ............................................................................. 145
UserManagement LDAP Attribute ..................................................................................... 145
UserManagement LDAP BaseDN ..................................................................................... 145
UserManagement LDAP Encryption ................................................................................. 144
UserManagement LDAP MinimumTLSVersion .................................................................. 144
UserManagement LDAP Mode ......................................................................................... 144
UserManagement LDAP Server Address ......................................................................... 144
UserManagement LDAP Server Port ................................................................................ 144
UserManagement LDAP VerifyServerCertificate .............................................................. 145

ビデオ 設定 .................................................................................................................... 146
Video ActiveSpeaker DefaultPIPPosition .......................................................................... 146
Video DefaultLayoutFamily Local ...................................................................................... 146
Video DefaultLayoutFamily Remote ...................................................................................147
Video DefaultMainSource ..................................................................................................147
Video Input Connector [1..2] CameraControl CameraId ....................................................147
Video Input Connector [1..2] CameraControl Mode ...........................................................147
Video Input Connector [1..2] InputSourceType .................................................................. 148
Video Input Connector [1..2] Name ................................................................................... 148
Video Input Connector [1..2] OptimalDefinition Profile ...................................................... 148



D15374.05 Room Kit Administrator Guide CE9.3, APRIL 2018.  www.cisco.com ̶ Copyright © 2018 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. 88

Cisco Spark Room Kit  管理者ガイド

Video Input Connector [1..2] Visibility ................................................................................ 150
Video Input Connector [2..2] CEC Mode ............................................................................147
Video Input Connector [2..2] PreferredResolution ............................................................ 148
Video Input Connector [2..2] PresentationSelection ......................................................... 149
Video Input Connector [2..2] Quality ................................................................................. 149
Video Input Connector [2..2] RGBQuantizationRange ....................................................... 149
Video Monitors .................................................................................................................. 150
Video Output Connector [1..2] CEC Mode ........................................................................ 150
Video Output Connector [1..2] Location HorizontalOffset ..................................................151
Video Output Connector [1..2] Location VerticalOffset ......................................................151
Video Output Connector [1..2] MonitorRole ...................................................................... 152
Video Output Connector [1..2] Resolution ......................................................................... 152
Video Output Connector [1..2] RGBQuantizationRange .................................................... 153
Video Presentation DefaultPIPPosition ............................................................................. 153
Video Presentation DefaultSource .................................................................................... 153
Video Selfview Default FullscreenMode ........................................................................... 154
Video Selfview Default Mode ............................................................................................ 153
Video Selfview Default OnMonitorRole ............................................................................. 154
Video Selfview Default PIPPosition ................................................................................... 154
Video Selfview OnCall Duration ........................................................................................ 155
Video Selfview OnCall Mode ............................................................................................ 154

Experimental 設定 ......................................................................................................... 156



D15374.05 Room Kit Administrator Guide CE9.3, APRIL 2018.  www.cisco.com ̶ Copyright © 2018 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. 89

Cisco Spark Room Kit  管理者ガイド

音声設定

オーディオ デフォルト音量
スピーカーのデフォルト音量を定義します。ビデオ システムをオンにするか再起動すると、音量が
この値に設定されます。実行中に音量を変更するには、ユーザ インターフェイスのコントロールを
使用します。ビデオ システムの動作中に音量を変更する場合、およびデフォルト値にリセットする
場合には、API コマンド（xCommand Audio Volume）も使用できます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR、USER

デフォルト値： 50

値スペース： 整数（1 ～ 100）
範囲：1 ～ 100 の値を選択します。これは、-34.5 dB ～ 15 dB の範囲内の 0.5 dB 単位に相
当します。0 に設定すると、音声がオフになります。

オーディオ減衰キー クリック検出
ビデオ システム（コーデック）は、キーボードのクリック ノイズを検出し、自動的にマイクの信号を
減衰することができます。キー入力のノイズが他の参加者の邪魔をする可能性があるため、会議出
席者がキーボードで入力を開始するときにはこの機能が便利です。参加者がキーボードで入力し
ながら話す場合、マイクの信号は減衰しません。オーディオ キー クリック検出 有効設定が On に
設定されている必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR、USER

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：マイクの信号の減衰は無効です。
On：キーボードのクリック ノイズが検出された場合、システムによりマイクの信号が減衰されま
す。音声または音声とキーボードのクリックが併せて検出された場合、マイクの信号は減衰され
ません。

オーディオ キー クリック検出の有効化
ビデオ システム（コーデック）は、キーボードのクリック ノイズを検出し、自動的にマイクの信号を減
衰することができます。キー入力のノイズが他の参加者の邪魔をする可能性があるため、会議出席
者がキーボードで入力を開始するときにはこの機能が便利です。マイクの信号の減衰を有効にするに
は、[オーディオ減衰キー クリック検出（Audio KeyClickDetector Attenuate）] を On にします。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR、USER

デフォルト値：Off

値スペース： Off/On

Off：キー クリックの検出は無効です。
On：システムによりキーボードからクリック ノイズが検出されます。

オーディオ マイク ミュートの有効化
ビデオ システムのマイク ミュート機能の動作を定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： True

値スペース： True/InCallOnly

True：音声ミュートが使用可能になります。
InCallOnly：音声ミュートはデバイスがコール中の場合にだけ使用できます。アイドル状態のと
きは、マイクをミュートにできません。これは、外部の電話サービス/音声システムがコーデック
で接続され、コーデックがコール中でないときに使用可能にする場合に便利です。InCallOnly 
に設定すると、音声システムが誤ってミュートにされることを防止できます。
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Audio SoundsAndAlerts RingTone
着信コールに使用する呼び出し音を定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR、USER

デフォルト値： Sunrise

値スペース： Sunrise/Mischief/Ripples/Reflections/Vibes/Delight/Evolve/Playful/Ascent/
Calculation/Mellow/Ringer

リストから着信音を選択します。

Audio SoundsAndAlerts RingVolume
着信コールの呼出音の音量を設定します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR、USER

デフォルト値： 50

値スペース： 整数（1 ～ 100）
範囲：値は 5 刻みで 0 ～ 100（-34.5 dB ～ 15 dB）になります。音量 0 = オフです。

Audio Input Microphone [2..3] EchoControl Mode
エコー キャンセラは、音声環境で検出された変更があると、室内の音声特性に合わせて継続的に
自己調整を行います。音声条件の変更が顕著な場合、エコー キャンセラの再調整に 1 ～ 2 秒か
かることがあります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：エコー制御をオフにします。外部エコー キャンセレーションまたは再生機器を使用する場
合、推奨されます。
On：エコー制御をオンにします。相手先が自身の音声を聞くことができないようにする場合、
一般的に推奨されます。選択すると、エコー キャンセレーションは常にアクティブになります。

Audio Input Microphone [2..3] EchoControl NoiseReduction
システムにはノイズ リダクションが組み込まれており、これにより、定常的なバックグラウンド ノ
イズ（空調システム、冷却ファンなどのノイズ）が軽減されます。さらに、ハイ パス フィルタ（ハム
フィルタ）により、非常に低い周波数のノイズが軽減されます。ノイズ リダクションを使用するに
は、Audio Input Microphone [n] EchoControl Mode を有効にする必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：ノイズ リダクションをオフにします。
On：ノイズ リダクションをオンにします。低周波ノイズがある場合、推奨されます。

Audio Input Microphone [2..3] EchoControl Dereverberation
システムには室内の残響を減らす組み込みの信号処理が備わっています。残響除去を使用するに
は、Audio Input Microphone [n] EchoControl Mode を有効にする必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：残響除去をオフにします。
On：残響除去をオンにします。
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Audio Input Microphone [2..3] Level
マイクの入力コネクタのゲインを設定します。接続しているオーディオ送信元の出力レベルに合わ
せて、ゲインを調整する必要があります。ゲインは、1 db ずつ調整できます。
ゲインの設定が高すぎる場合、オーディオ信号がクリップされます。ゲインの設定が低すぎる場合、
オーディオの信号対雑音比が低下します。ただし、通常はクリッピングよりも望ましい結果が得ら
れます。
通常、未処理の音声信号は信号レベルが大幅に変動するため、十分な信号のヘッドルームを取れる
ようにすることが非常に重要だということに注意してください。
0 dB のゲインの最大入力レベルは、-18 dBu です。
例：マイクの最大出力レベルが -40 dBu の場合、ゲインの設定は -18 dBu - （-40 dBu） = 22 dB 
にしてください。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： 18

値スペース： 整数（0 ～ 26）
範囲：デシベル（dB）単位でゲインを選択します。

Audio Input Microphone [1..3] Mode
マイク コネクタで音声を無効または有効にします。Microphone [1] はビデオ システムの内部マイ
クですので注意してください。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：音声入力マイクのコネクタを無効にします。
On：音声入力マイクのコネクタを有効にします。

Audio Output InternalSpeaker Mode
システムの内蔵スピーカーを使用するかどうかを定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：ビデオ システムの内蔵スピーカーを無効にします。
On：ビデオ システムの内蔵スピーカーを有効にします。

Audio Output Line [1..1] Mode
音声ライン出力のモードを定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：音声ライン出力を無効にします。
On：音声ライン出力を有効にします。

Audio Output Line [1..1] OutputType
出力タイプは、接続デバイスに一致するように設定する必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： LineOut

値スペース： LineOut/Subwoofer

LineOut：ライン出力に接続されたデバイスがサブウーファーでない場合、ラインアウトを使
用します。このモードでは、内蔵スピーカーがフルレンジのオーディオを再生します。
Subwoofer：サブウーファーがライン出力に接続されている場合、サブウーファーを使用します。
このモードでは、低音はライン出力に送信され、それ以外のオーディオ信号は内蔵スピーカー
で再生されます。

オーディオ ウルトラサウンド モード
この設定はインテリジェント プロキシミティ機能に適用されます。設定はデフォルト値のままにし
ておいてください。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Dynamic

値スペース： Dynamic/Static

Dynamic：ビデオ システムによって超音波ボリュームを動的に調整します。ボリュームは、[オー
ディオ ウルトラサウンド最大音量（Audio Ultrasound MaxVolume）] の設定で定義された最大
レベルまでさまざまに変化します。
Static：シスコが助言した場合にのみ使用してください。
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オーディオ ウルトラサウンド最大音量
この設定はインテリジェント プロキシミティ機能に適用されます。超音波ペアリング メッセージの
最大ボリュームを設定します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： 70

値スペース： 整数（0 ～ 70）
指定された範囲内の値を選択します。0 に設定すると、超音波がオフになります。
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CallHistory 設定

CallHistory Mode
発信または受信されたコールに関する情報を保存するかどうかを決定します（通話履歴）。これ
には、不在着信と応答されなかったコールが含まれます。これにより、ユーザ インターフェイスの 
Recents リストにコールが表示されるかどうかが決まります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：新しいエントリは通話履歴に追加されません。
On：新しいエントリが通話履歴リストに保存されます。
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カメラ 設定

カメラのカメラ フレーム レート
デフォルトとして、カメラは 1 秒あたり 30 フレームを出力します。これにより、通常の帯域と照明条
件であってもクローズアップと広い視野両方の画像の品質が良くなります。条件がさらに良い場合、
カメラから 1 秒あたり 60 フレームの出力となり、全般的に良い品質となる可能性があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： 30

値スペース： 30/60

30：カメラは、1 秒あたり 30 フレームを出力します。
60：カメラは、1 秒あたり 60 フレームを出力します。

カメラ電源周波数
カメラが電源周波数フリッカ防止をサポートしている場合、カメラは電源からのすべてのフリッカ 
ノイズを補うことができます。このカメラ設定はお使いの電源周波数に基づいて設定する必要があ
ります。カメラが電源周波数の自動検出をサポートしている場合、設定で [自動（Auto）] オプショ
ンを選択できます。
すべての Cisco Precision カメラはフリッカ防止および電源周波数の自動検出の両方をサポートし
ています。[自動（Auto）] はデフォルト値であるため、自動検出をサポートしないカメラの場合、こ
の設定を変更する必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Auto

値スペース： 50Hz/60Hz/Auto

50Hz：電線周波数が 50 Hz の場合、この値を使用します。
60Hz：電線周波数が 60 Hz の場合、この値を使用します。
Auto：カメラが電源周波数を自動検出できるようにします。

Cameras SpeakerTrack Mode
スピーカー トラッキングは自動カメラ フレーミングを使用し、室内の人数に基づいて最適なカメ
ラ表示を選択します。カメラは、通話中のスピーカーのクローズアップを検索してキャプチャする
オーディオ トラッキング技術を使用します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/Manual

Auto：スピーカーのトラッキングはオンです。システムは室内の人々を検出し自動的に最適なカ
メラ フレーミングを選択します。スピーカー トラックのオン/オフは、タッチ コントローラのカメ
ラ制御パネルを使用してすぐに切り替えることができます。
Off：スピーカー トラッキングがオフになります。

カメラ スピーカー トラックのクローズアップ
カメラの SpeakerTrack モードが [自動（Auto）] に設定されている場合のみ、この設定が適用され
ます。
室内の人が話すと、システムがその人を検出し、最適なカメラフレーミングを選択します。これはク
ローズ アップといい、室内のすべての人を含まない場合があります。室内のすべての人を常に表示
しておきたい場合、クローズ アップ機能をオフにできます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR、USER

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/Manual

Auto：システムは、話している人にズームインします。
Off：システムは、室内のすべての人が常にカメラのフレームに入るように維持されます。
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カメラ スピーカー トラック ホワイトボード モード
[ホワイトボードへのスナップ（Snap to Whiteboard）] 機能はスピーカー トラッキング機能の拡張
です。そのため、スピーカー トラッキングをサポートするカメラが必要になります。プレゼンタがホ
ワイトボードの横に立っている場合、Snap to Whiteboard が有効になっていると、カメラはプレゼ
ンタとホワイトボードの両方をキャプチャします。この機能が無効の場合、プレゼンタのみがキャプ
チャされます。[ホワイトボードへのスナップ（Snap to Whiteboard）] 機能はタッチ コントローラま
たは Web インターフェイスで設定されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR、USER

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：Snap to Whiteboard 機能は無効です。
On：Snap to Whiteboard 機能はイネーブルです。
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会議 設定

Conference ActiveControl Mode
アクティブ コントロールは、会議参加者がビデオ システムのインターフェイスを使用して Cisco 
TelePresence Server または Cisco Meeting Server の会議を管理するための機能です。各
ユーザは、参加者リストの表示、ビデオ レイアウトの変更、参加者の接続解除などをインター
フェイスから行えます。アクティブ コントロール機能は、インフラストラクチャ（Cisco Unified 
Communications Manager（CUCM）バージョン 9.1.2 以降、Cisco TelePresence Video 
Communication Server（VCS）バージョン X8.1 以降、Cisco Media Server（CMS）バージョン 
2.1 以降）でサポートされている限り、デフォルトで有効です。アクティブ コントロール機能を無効
にするには、この設定を変更します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/Off

Auto：アクティブ コントロールがインフラストラクチャでサポートされている場合に有効になり
ます。
Off：アクティブ コントロールは無効です。

Conference AutoAnswer Mode
自動応答モードを定義します。コールに応答する前に数秒間待機する場合は Conference 
AutoAnswer Delay 設定を使用し、コールに応答する際にマイクをミュートする場合は 
Conference AutoAnswer Mute 設定を使用します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：着信コールに手動で応答するには、リモート コントロールの OK キーまたは緑色のコー
ル キーを押すか、タッチ コントローラで [応答（Answer）] をタップする必要があります。
On：通話中でない限り、システムが自動的に着信コールに応答します。通話中の着信コールに
対しては、常に手動で応答または拒否する必要があります。

Conference AutoAnswer Mute
着信コールが自動的に応答する場合にマイクをミュートするかどうか定義します。AutoAnswer 
Mode が有効にされている必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：着信コールはミュートにされません。
On：着信コールは自動的に応答されるときミュートにされます。

Conference AutoAnswer Delay
システムによって自動的に応答される前に着信コールがどれくらい待つ必要があるかを定義します
（秒単位）。AutoAnswer Mode が有効にされている必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： 0

値スペース： 整数（0 ～ 50）
自動応答遅延（秒単位）。

Conference CallProtocolIPStack
システムで通信プロトコル（SIP、H323）の IPv4、IPv6、またはデュアル IP スタックを有効にする
必要がある場合に選択します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Dual

値スペース： Dual/IPv4/IPv6

Dual：通信プロトコルの IPv4 と IPv6 の両方をイネーブルにします。
IPv4：[IPv4] に設定すると、通信プロトコルは IPv4 を使用します。
IPv6：[IPv6] に設定すると、通信プロトコルは IPv6 を使用します。
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Conference DefaultCall Protocol
システムからコールを発信するときに使用するデフォルトのコール プロトコルを定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/H320/H323/Sip/Spark

Auto：使用可能なプロトコルに基づいた通信プロトコルの自動選択を有効にします。複数のプ
ロトコルが使用可能な場合、優先順位は次の通りです：1）SIP、2）H323、3）H320。システムが
登録を実行できない場合、自動選択により H323 が選択されます。
[H320]：すべてのコールが H.320 コールとしてセットアップされます（Cisco TelePresence 
ISDN リンクとともに使用している場合のみ）。
H323：すべてのコールが H.323 コールとして設定されます。
SIP：すべてのコールが SIP コールとして設定されます。
Spark：Spark 登録済みシステムのために予約されています。使用しないでください。

Conference DefaultCall Rate
システムからコールを発信するときに使用するデフォルトのコール レートを定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： 6000

値スペース： 整数（64 ～ 6000）
デフォルトのコール レート（kbps）。

Conference DoNotDisturb DefaultTimeout
この設定はサイレント セッションのデフォルト期間、つまり着信コールが拒否され、不在履歴とし
て登録される時間を決定します。セッションは、ユーザ インターフェイスを使用して早期に終了で
きます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： 60

値スペース： 整数（1 ～ 1440）
サイレント セッションが自動的にタイム アウトするまでの分数（最大 1440 分 = 24 時間）。

Conference Encryption Mode
会議の暗号化モードを定義します。会議が開始されると、画面に鍵と「Encryption On」または
「Encryption Off」という文字が数秒間表示されます。
注：暗号化オプション キーがビデオ システムにインストールされていない場合、暗号化モードは常
に Off になります。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： BestEffort

値スペース： Off/On/BestEffort

Off：システムは、暗号化を使用しません。
On：システムは、暗号化されたコールだけを許可します。
BestEffort：システムは暗号化を可能な限り使用します。
> ポイント ツー ポイント コール：遠端システムで暗号化（AES-128）がサポートされている場
合、コールは暗号化されます。そうでない場合は、コールは暗号化なしで送信されます。
> MultiSite コール：暗号化されたマルチサイト会議を実現するためには、すべてのサイトが暗号
化をサポートしている必要があります。そうでない場合は、会議は暗号化されません。

Conference FarEndControl Mode
リモート側（遠端）にこちら側のビデオ ソースの選択とローカル カメラの制御（パン、チルト、ズー
ム）を許可するかどうか決定できます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：相手先はこちら側のビデオ ソースの選択やローカル カメラの制御（パン、チルト、ズーム）
を許可されません。
On：相手先にこちら側のビデオ ソースの選択とローカル カメラの制御（パン、チルト、ズーム）
を許可します。カメラの制御とビデオ ソースの選択は、こちら側では通常どおり可能です。
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Conference FarEndControl SignalCapability
遠端制御（H.224）信号機能モードを定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：遠端制御信号機能を無効にします。
On：遠端制御信号機能を有効にします。

Conference MaxReceiveCallRate
コールの発信または受信時に使用する最大受信ビット レートを定義します。これは個別のコール
の最大ビット レートです。すべての同時アクティブ コールに集約した最大レートを設定するには、
Conference MaxTotalReceiveCallRate 設定を使用します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： 6000

値スペース： 整数（64 ～ 6000）
最大受信コール レート（kbps）。

Conference MaxTransmitCallRate
コールの発信または受信時に使用する最大送信ビット レートを定義します。これは個別のコール
の最大ビット レートです。すべての同時アクティブ コールに集約した最大レートを設定するには、
Conference MaxTotalTransmitCallRate 設定を使用します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： 6000

値スペース： 整数（64 ～ 6000）
最大送信コール レート（kbps）。

Conference MaxTotalReceiveCallRate
この設定は、ビデオ システム内蔵の MultiSite 機能（オプション）を使用してマルチポイントのビデ
オ会議をホストする場合に適用されます。
許容される受信全体の最大ビット レートを定義します。ビット レートは任意の時点におけるすべて
のアクティブ コール間で均等に分割されます。これは、誰かがマルチポイント会議に参加または退
出するとき、またはコールが保留（中断）されるか再開されるときに個々のコールが適切に高速化
または低速化されることを意味します。
個々のコールの最大受信ビット レートは、Conference MaxReceiveCallRate 設定により定義され
ます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： 6000

値スペース： 整数（64 ～ 6000）
最大受信コール レート（kbps）。

Conference MaxTotalTransmitCallRate
この設定は、ビデオ システム内蔵の MultiSite 機能（オプション）を使用してマルチポイントのビデ
オ会議をホストする場合に適用されます。
許容される送信全体の最大ビット レートを定義します。ビット レートは任意の時点におけるすべて
のアクティブ コール間で均等に分割されます。これは、誰かがマルチポイント会議に参加または退
出するとき、またはコールが保留（中断）されるか再開されるときに個々のコールが適切に高速化
または低速化されることを意味します。
個々のコールの最大送信ビット レートは、Conference MaxTransmitCallRate 設定により定義さ
れます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： 6000

値スペース： 整数（64 ～ 6000）
最大送信コール レート（kbps）。
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Conference MicUnmuteOnDisconnect Mode
すべてのコールが切断されたときに、マイクを自動的にミュート解除するかどうかを定義します。会
議室またはその他の共有リソースでは、このようにして次のユーザのためにシステムを準備する場
合があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：コール中にミュートにされている場合、コールが切断された後もマイクロフォンをミュート
にされたままにします。
On：コールが切断された後にマイクロフォンのミュートを解除します。

Conference Multipoint Mode
ビデオ システムでマルチパーティ ビデオ会議（アドホック会議）を処理する方法を定義します。
Cisco TelePresence Video Communication Server（VCS）に登録すると、ビデオ システムに
組み込まれている MultiSite 機能を使用できます。Cisco Unified Communications Manager
（CUCM）バージョン 8.6.2 以降にすると、ビデオ システムは、CUCM 会議ブリッジ、または内蔵 
MultiSite 機能を使用できます。どのオプションを使用するかは CUCM によって設定されます。
CUCM 会議ブリッジを使用すると、多数の参加者との会議を設定できます。組み込み MultiSite 
では、最大 4 人の参加者（自分自身を含む）が許可されます。
組み込みの MultiSite 機能はオプションであり、すべてのビデオ システムで使用できるわけではあ
りません。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/CUCMMediaResourceGroupList/MultiSite/Off

Auto：マルチポイント方式が自動的に選択されます。マルチポイント方式が使用できない場合
は、マルチポイント モードがオフに設定されます。
CUCMMediaResourceGroupList：マルチパーティ会議は、CUCM で設定された会議ブリッジ
によってホストされます。この設定は、CUCM 環境で CUCM によりプロビジョニングされるも
のであり、ユーザが手動で設定すべきではありません。
MultiSite：組み込み MultiSite 機能を使用してマルチパーティ会議が設定されます。MultiSite 
機能を使用できないときに [多地点接続（MultiSite）] が選択された場合、[マルチポイント モー
ド（Multipoint Mode）] は自動的に Off に設定されます。
Off：マルチパーティ会議は許可されません。

Conference MultiStream Mode
ビデオ システムでは、電話会議のマルチ ストリーム ビデオをサポートしています。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/Off

Auto：電話会議インフラストラクチャがマルチストリーム機能をサポートしている場合は、マル
チストリームが使用されます。最低限必要なバージョン： CMS 2.2、CUCM 11.5、VCS X8.7
Off：マルチストリームが無効になります。

Conference IncomingMultisiteCall Mode
すでにコール中または会議中の場合に着信コールを許可するかどうかを選択します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Allow

値スペース： Allow/Deny

Allow：すでに通話している間に、誰かが電話をかけてきた場合、通知されます。着信コールを
受け入れるかどうかは任意です。着信コールに応答している間、進行中のコールを保留しておく
こともできますし、それらのコールをマージすることもできます（マルチパーティ ビデオ会議を
サポートしている必要があります）。
Deny：すでに通話中の場合、着信コールは拒否されます。着信コールについては通知されませ
ん。ただし、コール履歴リストの不在履歴として表示されます。
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Conference Presentation RelayQuality
この設定は、内蔵 MultiSite 機能（オプション）を使用してマルチポイント ビデオ会議をホストする
ときに適用されます。リモート ユーザがプレゼンテーションを共有している場合、ビデオ システム
は、プレゼンテーションのトランスコーディングを行い、それをマルチポイント会議の他の参加者に
送信します。[リレー品質（RelayQuality）] 設定は、プレゼンテーション ソースに対して、高フレー
ム レートと高解像度のどちらを優先するかを指定します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Sharpness

値スペース： Motion/Sharpness

Motion：できるだけ高いフレーム レートにします。高いフレーム レートが必要な場合に使用し
ます（通常、画像の動きが激しい場合）。
Sharpness：できるだけ高い解像度にします。詳細なイメージやグラフィックに高い品質が必要
な場合に使用されます。

Conference Presentation OnPlacedOnHold
リモート サイトで保留状態にされた後、プレゼンテーションを共有し続けるかどうかを定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： NoAction

値スペース： Stop/NoAction

Stop：リモート サイトで保留状態にされた後、ビデオ システムはプレゼンテーションの共有を
停止します。コールが再開されてもプレゼンテーションは継続されません。
NoAction：保留にされてもビデオ システムはプレゼンテーションの共有を停止しません。保留
されている間はプレゼンテーションは共有されませんが、コールが再開されると自動的に継続
されます。

Conference VideoBandwidth Mode
会議のビデオ帯域幅モードを定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Dynamic

値スペース： Dynamic/Static

Dynamic：ビデオ チャネルの使用可能な送信帯域幅が現在アクティブなチャネル間で分散さ
れます。プレゼンテーションが存在しない場合は、メイン ビデオ チャネルがプレゼンテーショ
ン チャネルの帯域幅を使用します。
Static：使用可能な送信帯域幅が、アクティブでない場合でも各ビデオ チャネルに割り当てら
れます。
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FacilityService 設定

FacilityService Service [1 ～ 5] Type
最大 5 種類のファシリティ サービスを同時にサポートできます。この設定で、どのような
サービスかを選択できます。ファシリティ サービスは、FacilityService Service [n] Name と 
FacilityService Service [n] Number の両方が正しく設定されていないと使用できません。施設
サービスは、ユーザ インターフェイスから利用できます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Helpdesk

値スペース： Catering/Concierge/Emergency/Helpdesk/Security/Transportation/Other

Catering：ケータリング サービスには、このオプションを選択します。
Concierge：コンシェルジュ サービスには、このオプションを選択します。
Emergency：緊急サービスには、このオプションを選択します。
Helpdesk：ヘルプ デスク サービスには、このオプションを選択します。
Security：セキュリティ サービスには、このオプションを選択します。
Transportation：転送サービスには、このオプションを選択します。
Other：その他のオプションでカバーされないサービスには、このオプションを選択します。

FacilityService Service [1 ～ 5] Name
ファシリティ サービスの名前を定義します。最大 5 種類のファシリティ サービスがサポートされ
ます。ファシリティ サービスは、FacilityService Service [n] Name と FacilityService Service [n] 
Number の両方が正しく設定されていないと使用できません。名前は、上部バーの疑問符アイコン
をタップすると表示されるファシリティ サービス コール ボタンに表示されます。施設サービスは、
ユーザ インターフェイスから利用できます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： サービス 1："ライブ サポート"   その他のサービス：""

値スペース： String (0, 1024)

ファシリティ サービスの名前。

FacilityService Service [1 ～ 5] Number
ファシリティ サービスの番号（URI または電話番号）を定義します。最大 5 種類のファシリティ 
サービスがサポートされます。ファシリティ サービスは、FacilityService Service [n] Name と 
FacilityService Service [n] Number の両方が正しく設定されていないと使用できません。施設
サービスは、ユーザ インターフェイスから利用できます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 1024)

ファシリティ サービスの番号（URI または電話番号）。

FacilityService Service [1 ～ 5] CallType
各ファシリティ サービスのコール タイプを定義します。最大 5 種類のファシリティ サービスがサ
ポートされます。ファシリティ サービスは、FacilityService Service [n] Name と FacilityService 
Service [n] Number の両方が正しく設定されていないと使用できません。施設サービスは、ユーザ 
インターフェイスから利用できます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Video

値スペース： Audio/Video

Audio：オーディオ コールには、このオプションを選択します。
Video：ビデオ コールには、このオプションを選択します。
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H323 設定

H323 Authentication Mode
H.323 プロファイルの認証モードを定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：システムは H.323 ゲートキーパーに対して自身の認証を試行せず、通常の登録を試行し
ます。
On：認証が必要なことを H.323 ゲートキーパーが示している場合、システムはゲート
キーパーに対して自身の認証を試行します。コーデックとゲートキーパーの両方で、H323 
Authentication LoginName と H323 Authentication Password の設定を定義する必要があ
ります。

H323 Authentication LoginName
システムは認証のために、H.323 ゲートキーパーに H323 認証ログイン名と H323 認証パスワー
ドを送信します。認証はコーデックから H.323 ゲートキーパーへの単方向の認証です。つまり、シ
ステムはゲートキーパーに認証されます。認証が不要であることを H.323 ゲートキーパーが示して
いる場合でも、システムは登録を試行します。H.323 Authentication Mode が有効になっている
必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 50)

認証ログイン名。

H323 Authentication Password
システムは認証のために、H.323 ゲートキーパーに H323 認証ログイン名と H323 認証パスワー
ドを送信します。認証はコーデックから H.323 ゲートキーパーへの単方向の認証です。つまり、シ
ステムはゲートキーパーに認証されます。認証が不要であることを H.323 ゲートキーパーが示して
いる場合でも、システムは登録を試行します。H.323 Authentication Mode が有効になっている
必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 50)

認証パスワード。

H323 CallSetup Mode
H.323 コールの確立時にゲートキーパーまたはダイレクト コールのどちらを使用するかを定義し
ます。
ダイレクト H.323 コールは、H323 CallSetup Mode を Gatekeeper に設定した場合にも発信で
きます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Gatekeeper

値スペース： Direct/Gatekeeper

Direct：IP アドレスに直接ダイヤルすることによってのみ、H.323 コールを発信できます。
Gatekeeper：システムはゲートキーパーを使用して H.323 コールを発信します。このオプショ
ンを選択する場合は、H323 Gatekeeper Address も設定する必要があります。
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H323 Encryption KeySize
Advanced Encryption Standard（AES）暗号化キーの確立時に使用する Diffie-Hellman キー交
換方式の最小または最大サイズを定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Min1024bit

値スペース： Min1024bit/Max1024bit/Min2048bit

Min1024bit：最小サイズは 1024 ビットです。
Max1024bit：最大サイズは 1024 ビットです。
Min2048bit：最小サイズは 2048 ビットです。

H323 Gatekeeper Address
ゲートキーパーの IP アドレスを定義します。H323 CallSetup Mode を Gatekeeper に設定する必
要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： 文字列（0、255）
有効な IPv4 アドレス、IPv6 アドレス、または DNS 名。

H323 H323Alias E164
H.323 エイリアス E.164 は、H.323 ゲートキーパーに設定された番号計画に従ってシステムのアド
レスを定義します。E.164 エイリアスは電話番号と同じであり、アクセス コードと結合される場合
もあります。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 30)

H.323 エイリアス E.164 アドレス。使用できる文字は、0 ～ 9、*、# です。

H323 H323Alias ID
H.323 エイリアス ID を定義します。この ID は、H.323 ゲートキーパーでシステムのアドレス指定
に使用され、コール リストに表示されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 49)

H.323 エイリアス ID。例：「firstname.lastname@company.com」、「My H.323 Alias ID」

H323 NAT Mode
ファイアウォール トラバーサル テクノロジーは、ファイアウォール障壁を通過するセキュアなパス
を作成し、外部のビデオ会議システムに接続されたときの音声/ビデオ データの正しい交換を可能
にします（IP トラフィックが NAT ルータを通過する場合）。注：NAT は、ゲートキーパーとの組み
合わせでは動作しません。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Off

値スペース： Auto/Off/On

Auto：H323 NAT アドレスと実際の IP アドレスのどちらをシグナリングに使用するかをシステ
ムが決定します。これにより、LAN 上のエンドポイント、または WAN のエンドポイントにコール
を発信できるようになります。H323 NAT アドレスが間違っているか設定されていない場合、実
際の IP アドレスが使用されます。
Off：システムは、実際の IP アドレスをシグナリングします。
On：システムは、Q.931 および H.245 内にある実際の IP アドレスの代わりに、設定された 
H323 NAT アドレスをシグナリングします。NAT サーバ アドレスは、スタートアップ メニューで
「My IP Address: 10.0.2.1」と表示されます。H323 NAT アドレスが間違っているか設定され
ていない場合、H.323 コールは設定できません。
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H323 NAT Address
NAT 対応ルータの外部/グローバル IP アドレスを定義します。ルータに送信されるパケットは、
システムにルーティングされます。ゲートキーパーに登録されている場合は NAT を使用できない
ことに注意してください。
ルータで、次のポートはシステムの IP アドレスにルーティングする必要があります。
*ポート 1720 
*ポート 5555-6555 
*ポート 2326-2487

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 64)

有効な IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレス。

H323 PortAllocation
この設定は、H.323 コール シグナリングに使用される H.245 ポート番号に影響を与えます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Dynamic

値スペース： Dynamic/Static

Dynamic：TCP 接続を開くとき、使用するポートをシステムが割り当てます。このようにする理
由は、後続のコールで同じポートを使用しないようにするためです。一部のファイアウォールは
これを攻撃の徴候と見なします。[動的（Dynamic）] を選択した場合、使用される H.323 ポート
は 11000 ～ 20999 です。20999 に達すると 11000 から再スタートされます。ポートは、特定
の範囲内でシステムによって自動的に選択されます。ファイアウォール管理者は、どのポートが
いつ使用されるかを推定しようとしてはなりません。指示された範囲内の割り当てスキーマがよ
り詳細な通知なしで変更されることがあるからです。
Static：静的に設定すると、静的に事前定義された範囲 5555-6555 内でポート指定されます。
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ログ 設定

Logging External Mode
ロギング用にリモート syslog サーバを使用するかどうかを決定します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：リモート syslog サーバへのロギングを無効にします。
On：リモート syslog サーバへのロギングを有効にします。

Logging External Protocol
リモート ロギング サーバに対してどのプロトコルを使用するか決定します。TLS（Transport Layer 
Security）を使用した syslog プロトコル、またはプレーン テキスト形式の syslog プロトコルを使
用できます。syslog プロトコルの詳細については、RFC 5424 を参照してください。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： SyslogTLS

値スペース： Syslog/SyslogTLS

Syslog：プレーン テキスト形式の syslog プロトコル。
SyslogTLS：TLS を使用した syslog プロトコル。

Logging External Server Address
リモート syslog サーバのアドレス。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： 文字列（0、255）
有効な IPv4 アドレス、IPv6 アドレス、または DNS 名。

Logging External Server Port
リモート syslog サーバがメッセージをリッスンするポート。0 に設定されている場合、ビデオ シス
テムで標準の syslog ポートが使用されます。syslog の標準 syslog ポートは 514 で、TLS を使用
した syslog の標準 syslog ポートは 6514 です。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： 514

値スペース： 整数（0 ～ 65535）
リモート syslog サーバが使用するポート番号。0 は、ビデオ システムで標準 syslog ポートを
使用することを意味します。

ロギング モード
ビデオ システム（syslog サービス）のロギング モードを定義します。無効にすると、syslog サー
ビスが起動せず、イベント ログの大部分が生成されません。履歴ログとコール ログは影響を受け
ません。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：システムのロギング サービスを無効にします。
On：システムのロギング サービスを有効にします。
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マクロ 設定

マクロ モード
マクロを使用して、ビデオ エンドポイントの一部を自動化できる JavaScript コードの一部を記述
することができます。このようにしてカスタム動作を作成します。デフォルトではマクロの使用は無
効化されていますが、最初にマクロ エディタを開くときにコーデックでのマクロ使用を有効にする
かどうか確認を求められます。コーデックのマクロの使用を手動で有効にする場合や、完全に無
効にする場合は、この設定を使用します。マクロ エディタ内でのマクロの使用を無効にすることが
できます。ただし、コーデックがマクロをリセットするたびにマクロが自動的に再度有効化されるた
め、マクロの実行は常時無効にはなりません。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：このビデオ システム上でのマクロの使用を完全に無効にします。
On：このビデオ システム上でのマクロの使用を有効にします。

マクロ オートスタート
すべてのマクロは、マクロ ランタイムに呼び出され、ビデオ エンドポイントにおいてシングル プロ
セスで実行します。デフォルトでは実行されている必要がありますが、手動での停止と開始を選択
することができます。自動開始が有効化されている場合、ビデオ システムを再起動するときにラン
タイムは自動的に再度開始します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：ビデオ システムの再起動後、マクロ ランタイムは自動的に開始しません。
On：ビデオ システムの再起動後、マクロ ランタイムが自動的に開始します。
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ネットワーク設定

Network [1..1] DNS DNSSEC Mode
ドメイン ネーム システム セキュリティ拡張（DNSSEC）は、DNS の拡張セットです。署名された
ゾーンの DNS の応答を認証するために使用されます。署名されていないゾーンを引き続き許可し
ます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：ドメイン ネーム システム セキュリティ拡張を無効にします。
On：ドメイン ネーム システム セキュリティ拡張を有効にします。

Network [1..1] DNS Domain Name
DNS ドメイン名は、非修飾名に追加されるデフォルトのドメイン名サフィックスです。
例：DNS ドメイン名が「company.com」で、ルックアップする名前が「MyVideoSystem」の場合、
DNS ルックアップ「MyVideoSystem.company.com」になります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 64)

DNS ドメイン名。

Network [1..1] DNS Server [1..3] Address
DNS サーバのネットワーク アドレスを定義します。最大 3 つまでのアドレスを指定できます。ネット
ワーク アドレスが不明の場合、管理者またはインターネット サービス プロバイダーに問い合わせ
ます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 64)

有効な IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレス。

Network [1..1] IEEE8021X Mode
システムは、イーサネット ネットワークに認証済みネットワーク アクセスを提供するために使用さ
れる、ポート ベースのネットワーク アクセス コントロールによって、IEEE 802.1X LAN ネットワーク
に接続できます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：802.1X 認証が無効になります。
On：802.1X 認証がイネーブルになります。

Network [1..1] IEEE8021X TlsVerify
TLS を使用する場合の、ローカル CA リストの証明書に対する IEEE802.1x 接続のサーバ側証明
書の検証です。CA リストはビデオ システムにアップロードする必要があります。これは、Web イン
ターフェイスから実行できます。
この設定は、Network [1] IEEE8021X Eap Tls が有効（On）の場合にのみ有効です。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：Off に設定する場合、ローカル CA リストに対するサーバ側 X.509 証明書を確認せずに、
TLS 接続が許可されます。これは、コーデックに CA リストがアップロードされていない場合、
選択する必要があります。
On：On に設定する場合、すべての TLS 接続のローカル CA リストに対して、サーバ側 X.509 
証明書が検証されます。有効な証明書を持つサーバだけが許可されます。
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Network [1..1] IEEE8021X UseClientCertificate
IEEE802.1x 接続中の、秘密キーと証明書のペアを使用した認証。認証 X.509 証明書は、ビデオ 
システムにアップロードされている必要があります。これは、Web インターフェイスから実行でき
ます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：に設定した場合、クライアント側の証明書は使用されません（サーバ側のみ）。
On：に設定した場合、クライアント（ビデオ システム）はサーバと相互認証 TLS ハンドシェイク
を実行します。

Network [1..1] IEEE8021X Identity
802.1X 認証用のユーザ名を定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 64)

802.1 X 認証用のユーザ名。

Network [1..1] IEEE8021X Password
802.1X 認証用のパスワードを定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 50)

802.1X 認証用のパスワード。

Network [1..1] IEEE8021X AnonymousIdentity
802.1X 匿名 ID 文字列は、別のトンネリングされた ID をサポートする EAP-PEAP および EAP-
TTLS などの EAP（Extensible Authentication Protocol）タイプとともに、非暗号化 ID として使用
されます。設定された場合、匿名 ID は最初の（非暗号化）EAP ID 要求に使用されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 64)

802.1X 匿名 ID 文字列。

Network [1..1] IEEE8021X Eap Md5
MD5（メッセージダイジェスト アルゴリズム 5）モードを定義します。これは、共有秘密に依存する
チャレンジ ハンドシェイク認証プロトコルです。MD5 は弱いセキュリティです。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：EAP-MD5 プロトコルは無効になります。
On：EAP-MD5 プロトコルが有効になります。

Network [1..1] IEEE8021X Eap Ttls
TTLS（トンネル方式トランスポート層セキュリティ）モードを定義します。クライアント証明書の要
件なしで LAN クライアントを認証します。Funk Software および Certicom によって開発されま
した。通常 Agere Systems、Proxim および Avaya でサポートされます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：EAP-TTLS プロトコルは無効になります。
On：EAP-TTLS プロトコルが有効になります。
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Network [1..1] IEEE8021X Eap Tls
IEEE802.1x 接続用の EAP-TLS（トランスポート層セキュリティ）の使用を有効または無効にしま
す。RFC 5216 で規定された EAP-TLS プロトコルは最もセキュアな EAP 標準の 1 つと見なされ
ています。LAN クライアントは、クライアント証明書を使用して認証されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：EAP-TLS プロトコルは無効になります。
On：EAP-TLS プロトコルが有効になります。

Network [1..1] IEEE8021X Eap Peap
PEAP（保護拡張認証プロトコル）モードを定義します。クライアント証明書の要件なしで LAN ク
ライアントを認証します。Microsoft、シスコと RSA Security により開発されました。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：EAP-PEAP プロトコルは無効になります。
On：EAP-PEAP プロトコルが有効になります。

Network [1..1] IPStack
システムのネットワーク インターフェイスで IPv4、IPv6、またはデュアル IP スタックを使用する必
要がある場合に選択します。注：この設定を変更した後、反映されるまでに 30 秒間待つ必要があ
ります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： Dual

値スペース： Dual/IPv4/IPv6

Dual：[デュアル（Dual）] に設定すると、ネットワーク インターフェイスは両方の IP バージョンで
同時に動作することができ、また、IPv4 アドレスと IPv6 アドレスの両方を同時に持つことがで
きます。
IPv4：[IPv4] に設定すると、システムのネットワーク インターフェイスで IPv4 が使用されます。
IPv6：[IPv6] に設定すると、システムのネットワーク インターフェイスで IPv6 が使用されます。

Network [1..1] IPv4 Assignment
システムが IPv4 アドレス、サブネット マスク、およびゲートウェイ アドレスを取得する方法を定義
します。この設定は IPv4 ネットワーク上のシステムにのみ適用されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： DHCP

値スペース： Static/DHCP

Static：アドレスは、Network IPv4 Address、Network IPv4 Gateway、Network IPv4 
SubnetMask の各設定（静的アドレス）を使用して手動で設定する必要があります。
DHCP：システム アドレスは DHCP サーバによって自動的に割り当てられます。

Network [1..1] IPv4 Address
システムのスタティック IPv4 ネットワーク アドレスを定義します。Network IPv4 Assignment が 
Static に設定されている場合にのみ適用できます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 64)

有効な IPv4 アドレス。

Network [1..1] IPv4 Gateway
IPv4 ネットワーク ゲートウェイ アドレスを定義します。Network IPv4 Assignment が Static に設
定されている場合にのみ適用できます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 64)

有効な IPv4 アドレス。
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Network [1..1] IPv4 SubnetMask
IPv4 ネットワークのサブネット マスクを定義します。Network IPv4 Assignment が Static に設定
されている場合にのみ適用できます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 64)

有効な IPv4 アドレス。

Network [1..1] IPv6 Assignment
システムが IPv6 アドレスおよびデフォルト ゲートウェイ アドレスを取得する方法を定義します。こ
の設定は IPv6 ネットワーク上のシステムにのみ適用されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： Autoconf

値スペース： Static/DHCPv6/Autoconf

Static：コーデックおよびゲートウェイの IP アドレスは、Network IPv6 Address および 
Network IPv6 Gateway の各設定を使用して手動で設定する必要があります。NTP アドレスや 
DNS サーバ アドレスなどのオプションは、手動で設定するか、または DHCPv6 サーバから取
得する必要があります。Network IPv6 DHCPOption 設定は、どの方法を使用するかを決定し
ます。
DHCPv6：オプションを含むすべての IPv6 アドレスは、DHCPv6 サーバから取得されます。
詳細については RFC 3315 を参照してください。Network IPv6 DHCPOption 設定は無視さ
れます。
Autoconf：IPv6 ネットワーク インターフェイスの IPv6 ステートレス自動設定を有効にします。
詳細については RFC 4862 を参照してください。NTP アドレスや DNS サーバ アドレスなど
のオプションは、手動で設定するか、または DHCPv6 サーバから取得する必要があります。
Network IPv6 DHCPOption 設定は、どの方法を使用するかを決定します。

Network [1..1] IPv6 Address
システムのスタティック IPv6 ネットワーク アドレスを定義します。Network IPv6 Assignment が 
Static に設定されている場合にのみ適用できます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 64)

ネットワーク マスクを含む有効な IPv6 アドレス。例：2001:DB8::/48

Network [1..1] IPv6 Gateway
IPv6 ネットワーク ゲートウェイ アドレスを定義します。この設定は、Network IPv6 Assignment 
が Static に設定されている場合にのみ適用されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 64)

有効な IPv6 アドレス。

Network [1..1] IPv6 DHCPOptions
DHCPv6 サーバから一連の DHCP オプション（NTP および DNS サーバ アドレスなど）を取得し
ます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：DHCPv6 サーバからの DHCP オプションの取得を無効にします。
On：選択した DHCP オプションのセットの DHCPv6 サーバからの取得をイネーブルにします。

Network [1..1] MTU
イーサネット MTU（最大伝送単位）のサイズを定義します。MTU サイズは、ネットワーク インフラ
ストラクチャでサポートする必要があります。IPv4 の場合、最小サイズは 576 で、IPv6 の場合、最
小サイズは 1280 です。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： 1500

値スペース： 整数（576 ～ 1500）
MTU の値を設定します（バイト単位）。
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Network [1..1] QoS Mode
QoS（Quality of Service）は、ネットワーク内のオーディオ、ビデオおよびデータの優先順位を
操作するメソッドです。QoS 設定はインフラストラクチャでサポートされている必要があります。
DiffServ（ディファレンシエーテッド サービス）は、ネットワーク トラフィックの分類と管理を行
い、現代的 IP ネットワークに QoS 優先順位を提供するためにシンプルかつスケーラブルで粗粒度
のメカニズムを指定する、コンピュータ ネットワーキング アーキテクチャです。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： Diffserv

値スペース： Off/Diffserv

Off：QoS メソッドは使用されません。
Diffserv：QoS モードを Diffserv に設定すると、Network QoS Diffserv Audio、Network QoS 
Diffserv Video、Network QoS Diffserv Data、Network QoS Diffserv Signalling、Network 
QoS Diffserv ICMPv6、および Network QoS Diffserv NTP の各設定を使用してパケットの優
先順位が付けられます。

Network [1..1] QoS Diffserv Audio
この設定は、[ネットワーク QoS モード（Network QoS Mode）] が [Diffserv] に設定されている場
合にのみ有効になります。
IP ネットワーク内で音声パケットに持たせる優先順位を定義します。
パケットのプライオリティは、0 ～ 63 です。数字が大きいほど、優先順位が高くなります。音声に
推奨されるクラスは、10 進数値 32 と等しい CS4 です。これを確認するには、ネットワーク管理者
に問い合わせてください。
ここで設定された優先順位は、パケットがローカル ネットワークの管理者によって制御されるネット
ワークを出るときに上書きされる可能性があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： 0

値スペース： 整数（0 ～ 63）
IP ネットワークでの音声パケットの優先順位を設定します。数値が大きいほど、優先順位が高
くなります。0 は「ベスト エフォート」を意味します。

Network [1..1] QoS Diffserv Video
この設定は、[ネットワーク QoS モード（Network QoS Mode）] が [Diffserv] に設定されている場
合にのみ有効になります。
IP ネットワーク内でビデオ パケットに持たせる優先順位を定義します。プレゼンテーション チャ
ネル（共有コンテンツ）上のパケットも、ビデオ パケットのカテゴリに属します。パケットのプライ
オリティは、0 ～ 63 です。数字が大きいほど、優先順位が高くなります。ビデオに推奨されるクラ
スは、10 進数値 32 と等しい CS4 です。これを確認するには、ネットワーク管理者に問い合わせ
てください。
ここで設定された優先順位は、パケットがローカル ネットワークの管理者によって制御されるネット
ワークを出るときに上書きされる可能性があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： 0

値スペース： 整数（0 ～ 63）
IP ネットワークでのビデオ パケットの優先順位を設定します。数値が大きいほど、優先順位が
高くなります。0 は「ベスト エフォート」を意味します。

Network [1..1] QoS Diffserv Data
この設定は、[ネットワーク QoS モード（Network QoS Mode）] が [Diffserv] に設定されている場
合にのみ有効になります。
IP ネットワーク内でデータ パケットに持たせる優先順位を定義します。
パケットのプライオリティは、0 ～ 63 です。数字が大きいほど、優先順位が高くなります。データ
に対する推奨値は 0（ベスト エフォート）です。これを確認するには、ネットワーク管理者に問い合
わせてください。
ここで設定された優先順位は、パケットがローカル ネットワークの管理者によって制御されるネット
ワークを出るときに上書きされる可能性があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： 0

値スペース： 整数（0 ～ 63）
IP ネットワークでのデータ パケットの優先順位を設定します。数値が大きいほど、優先順位が
高くなります。0 は「ベスト エフォート」を意味します。
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Network [1..1] QoS Diffserv Signalling
この設定は、[ネットワーク QoS モード（Network QoS Mode）] が [Diffserv] に設定されている場
合にのみ有効になります。
IP ネットワーク内でリアルタイム処理に不可欠（時間依存）であると考えられるシグナリング パ
ケットに持たせる優先順位を定義します。
パケットのプライオリティは、0 ～ 63 です。数字が大きいほど、優先順位が高くなります。シグナリ
ングに推奨されるクラスは、10 進数値 24 と等しい CS3 です。これを確認するには、ネットワーク
管理者に問い合わせてください。
ここで設定された優先順位は、パケットがローカル ネットワークの管理者によって制御されるネッ
トワークを出るときに上書きされる可能性があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： 0

値スペース： 整数（0 ～ 63）
IP ネットワークでの信号パケットの優先順位を設定します。数値が大きいほど、優先順位が高
くなります。0 は「ベスト エフォート」を意味します。

Network [1..1] QoS Diffserv ICMPv6
この設定は、[ネットワーク QoS モード（Network QoS Mode）] が [Diffserv] に設定されている場
合にのみ有効になります。
IP ネットワーク内で ICMPv6 パケットに持たせる優先順位を定義します。
パケットのプライオリティは、0 ～ 63 です。数字が大きいほど、優先順位が高くなります。ICMPv6 
に対する推奨値は 0（ベスト エフォート）です。これを確認するには、ネットワーク管理者に問い合
わせてください。
ここで設定された優先順位は、パケットがローカル ネットワークの管理者によって制御されるネッ
トワークを出るときに上書きされる可能性があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： 0

値スペース： 整数（0 ～ 63）
IP ネットワークでの ICMPv6 パケットの優先順位を設定します。数値が大きいほど、優先順位
が高くなります。0 は「ベスト エフォート」を意味します。

Network [1..1] QoS Diffserv NTP
この設定は、[ネットワーク QoS モード（Network QoS Mode）] が [Diffserv] に設定されている場
合にのみ有効になります。
IP ネットワーク内で NTP パケットに持たせる優先順位を定義します。
パケットのプライオリティは、0 ～ 63 です。数字が大きいほど、優先順位が高くなります。NTP に
対する推奨値は 0（ベスト エフォート）です。これを確認するには、ネットワーク管理者に問い合わ
せてください。
ここで設定された優先順位は、パケットがローカル ネットワークの管理者によって制御されるネット
ワークを出るときに上書きされる可能性があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： 0

値スペース： 整数（0 ～ 63）
IP ネットワークでの NTP パケットの優先順位を設定します。数値が大きいほど、優先順位が高
くなります。0 は「ベスト エフォート」を意味します。

Network [1..1] RemoteAccess Allow
リモート アクセスで SSH/HTTP/HTTPS からコーデックに許可する IP アドレス（IPv4/IPv6）を定
義します。複数の IP アドレスはスペースで区切られます。
ネットワーク マスク（IP 範囲）は <ip address>/N で指定されます。ここで N は IPv4 では 1 ～ 32 
の範囲および IPv6 では 1 ～ 128 の範囲を表します。/N は最初の N ビットがセットされたネット
ワーク マスクの共通インジケータです。たとえば 192.168.0.0/24 は、192.168.0 で開始するどの
アドレスとも一致します。これらはアドレスの最初の 24 ビットだからです。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： 文字列（0 ～ 255）
有効な IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレス。
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Network [1..1] Speed
イーサネット リンク速度を定義します。デフォルト値では、ネットワークとネゴシエートして自動的
に速度が設定されます。このため、デフォルト値は変更しないことをお勧めします。自動ネゴシエー
ションを使用しない場合、選択した速度を、ネットワーク インフラストラクチャの最も近いスイッチ
がサポートしているか確認してください。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/10half/10full/100half/100full/1000full

Auto：リンク速度を自動でネゴシエートします。
10half：10 Mbps 半二重に強制リンクします。
10full：10 Mbps 全二重に強制リンクします。
100half：100 Mbps 半二重に強制リンクします。
100full：100 Mbps 全二重に強制リンクします。
1000full：1 Gbps 全二重に強制リンクします。

Network [1..1] TrafficControl Mode
ネットワーク トラフィック制御モードを定義して、ビデオ パケットの伝送速度の制御方法を決定し
ます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：ビデオ パケットをリンク速度で送信します。
On：ビデオ パケットを最大 20 Mbps で送信します。発信ネットワーク トラフィックのバースト
を平滑化するために使用できます。

Network [1..1] VLAN Voice Mode
VLAN 音声モードを定義します。Cisco UCM（Cisco Unified Communications Manager）をプロ
ビジョニング インフラストラクチャとして使用している場合、VLAN Voice Mode が Auto に自動的
に設定されます。NetworkServices CDP Mode 設定が Off になっている場合は、Auto モードは
機能しないことに注意してください。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/Manual/Off

Auto：Cisco Discovery Protocol（CDP）が使用可能な場合は、音声 VLAN に ID を割り当てま
す。CDP を使用できない場合、VLAN は有効になりません。
Manual：VLAN ID は、Network VLAN Voice VlanId の設定を使用して手動で設定されます。
CDP を使用できる場合、手動設定値は、CDP によって割り当てられた値によって置き換えられ
ます。
Off：VLAN はイネーブルになりません。

Network [1..1] VLAN Voice VlanId
VLAN 音声 ID を定義します。この設定は、Network VLAN Voice Mode が Manual に設定されて
いる場合にのみ有効になります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： 1

値スペース： 整数（1 ～ 4094）
VLAN 音声 ID を設定します。
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NetworkServices 設定

NetworkServices CDP Mode
CDP（Cisco Discovery Protocol）デーモンを有効または無効にします。CDP を有効にすると、エ
ンドポイントは特定の統計情報とデバイス ID を CDP 対応スイッチにレポートします。CDP を無
効にする場合、Network VLAN Voice Mode：Auto 設定は機能しません。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：CDP デーモンは無効です。
On：CDP デーモンはイネーブルです。

NetworkServices H323 Mode
システムでの H.323 コールの受発信を可能にするかどうかを定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：H.323 コールの発信と受信の可能性を無効にします。
On：H.323 コールの発信と受信の可能性を有効にします。

NetworkServices HTTP Mode
HTTP または HTTPS（セキュア HTTP）プロトコルによるビデオ システムへのアクセスを許可する
か否かを指定します。ビデオ システムの Web インターフェイスでは HTTP または HTTPS が使用
されることに注意してください。この設定を Off にすると、Web インターフェイスを使用できなくな
ります。
特別なセキュリティ（要求および Web サーバから返されるページの暗号化と復号化）が必要な場
合は、HTTPS のみを許可します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： HTTP+HTTPS

値スペース： Off/HTTP+HTTPS/HTTPS

Off：HTTP や HTTPS によるビデオ システムへのアクセスを禁止します。
HTTP+HTTPS：HTTP と HTTPS の両方によるビデオ システムへのアクセスを許可します。
HTTPS：HTTPS によるビデオ システムへのアクセスを許可し、HTTP によるアクセスを禁止し
ます。

NetworkServices HTTP Proxy Allowed
システムが Cisco Spark にプロビジョニングされている場合、ユーザ インターフェイスから HTTP 
プロキシ設定を使用できます。HTTP プロキシを設定することで、HTTP プロキシの背後にあるビ
デオ システムを Spark で利用できるようにすることができます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： False

値スペース： False/True

False：Cisco Spark セットアップ ウィザードから HTTP プロキシ設定を利用できません。
True：Cisco Spark セットアップ ウィザードから HTTP プロキシ設定を利用できます。
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NetworkServices HTTP Proxy LoginName
これは、HTTP プロキシへの認証に使用されるクレデンシャルのユーザ名部分です。[ネットワーク 
サービス HTTP プロキシ モード（NetworkServices HTTP Proxy Mode）] が手動に設定されてい
る必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 80)

認証ログイン名。

NetworkServices HTTP Proxy Password
これは、HTTP プロキシへの認証に使用されるクレデンシャルのパスワード部分です。[ネットワー
ク サービス HTTP プロキシ モード（NetworkServices HTTP Proxy Mode）] が手動に設定され
ている必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 64)

認証パスワード。

NetworkServices HTTP Proxy Mode
Cisco Spark の HTTP プロキシを手動でセットアップすることができます。自動設定（PACUrl）、
完全自動（WPAD）、またはオフにしておくことができます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： Off

値スペース： Manual/Off/PACUrl/WPAD

Manual：ネットワーク サービス HTTP プロキシ URL 設定にプロキシ サーバのアドレスを入力
します。必要に応じて、ネットワーク サービス HTTP プロキシ ログイン名/パスワード設定に 
HTTP プロキシのログイン名とパスワードを追加します。
Off： HTTP プロキシ モードがオフになっています。
PACUrl： HTTP プロキシは自動構成です。ネットワーク サービス HTTP プロキシ PACUrl 設
定で PAC （プロキシ自動設定）スクリプトの URL を入力する必要があります。
WPAD： WPAD （Web プロキシ自動検出）を使用して、HTTP のプロキシは完全に自動化さ
れかつ自動構成されます。

NetworkServices HTTP Proxy Url
HTTP プロキシ サーバの URL を設定します。[ネットワーク サービス HTTP プロキシ モード
（NetworkServices HTTP Proxy Mode）] が手動に設定されている必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： 文字列（0 ～ 255）
HTTP プロキシ サーバの URL。

NetworkServices HTTP Proxy PACUrl
PAC （プロキシ自動構成）スクリプトの URL を設定します。[ネットワーク サービス HTTP プロキシ 
モード（NetworkServices HTTP Proxy Mode）] が PACUrl に設定されている必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： 文字列（0 ～ 255）
PAC （プロキシ自動構成) スクリプトの URL。

NetworkServices HTTPS Server MinimumTLSVersion
許可する TLS（Transport Layer Security）プロトコルの最低バージョンを設定します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： TLSv1.1

値スペース： TLSv1.1/TLSv1.2

TLSv1.1：TLS バージョン 1.1 以降のサポート
TLSv1.2：TLS バージョン 1.2 以降のサポート
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NetworkServices HTTPS StrictTransportSecurity
HTTP Strict Transport Security ヘッダーにより、Web サイトからブラウザに対して、サイトを 
HTTP を使用してロードすることを避け、サイトへの HTTP を使用したアクセスはすべて HTTPS 
リクエストに自動変換する必要があることを通知します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off： HTTP Strict Transport Security 機能が無効になります。
On： HTTP Strict Transport Security 機能が有効になります。

NetworkServices HTTPS VerifyServerCertificate
ビデオ システムが外部 HTTPS サーバ（電話帳サーバや外部マネージャなど）に接続すると、この
サーバはビデオ システムに対して自身を識別する証明書を示します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：サーバ証明書を確認しません。
On：サーバ証明書が信頼できる認証局（CA）によって署名されていることを確認するようシス
テムに要求します。これには、信頼できる CA のリストがシステムに事前にアップロードされてい
る必要があります。

NetworkServices HTTPS VerifyClientCertificate
ビデオ システムが HTTPS クライアント（Web ブラウザなど）に接続すると、クライアントは自分
自身を識別するためにビデオ システムに証明書を提示するように要求されることがあります。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：クライアント証明書を確認しません。
On：信頼できる認証局（CA）によって署名された証明書を提示するようクライアントに要求し
ます。これには、信頼できる CA のリストがシステムに事前にアップロードされている必要があ
ります。

NetworkServices HTTPS OCSP Mode
OCSP（Online Certificate Status Protocol）レスポンダ サービスのサポートを定義します。OCSP 
機能により、証明書失効リスト（CRL）の代わりに OCSP を有効にして、証明書のステータスを
チェックできます。
すべての発信 HTTPS 接続に対して、OCSP レスポンダを介してステータスが照会されます。対応
する証明書が失効している場合、HTTPS 接続は使用されません。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：OCSP サポートを無効にします。
On：OCSP サポートを有効にします。

NetworkServices HTTPS OCSP URL
証明書のステータスのチェックに使用される OCSP レスポンダ（サーバ）の URL を定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： 文字列（0 ～ 255）
有効な URL。
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NetworkServices NTP Mode
ネットワーク タイム プロトコル（NTP）は、リファレンス タイム サーバにシステムの時刻と日付を
同期するために使用されます。時間の更新のために、タイム サーバが定期的に照会されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/Manual/Off

Auto：システムは時間を参照するために NTP サーバを使用します。デフォルトでは、NTP サー
バのアドレスはネットワークの DHCP サーバから取得されます。DHCP サーバを使用しない
場合や、DHCP サーバが NTP サーバのアドレスを提供しない場合は、NetworkServices NTP 
Server [n] Address 設定で指定された NTP サーバ アドレスが使用されます。
Manual：システムは、NetworkServices NTP Server [n] Address 設定で指定された NTP サー
バを使用して時間を参照します。
Off：システムは NTP サーバを使用しません。NetworkServices NTP Server [n] Address 設
定は無視されます。

NetworkServices NTP Server [1..3] Address
NetworkServices NTP Mode が Manual に設定された場合、および NetworkServices NTP 
Mode が Auto に設定されアドレスが DHCP サーバから提供されない場合に使用される NTP 
サーバのアドレスです。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： "0.tandberg.pool.ntp.org"

値スペース： 文字列（0、255）
有効な IPv4 アドレス、IPv6 アドレス、または DNS 名。

NetworkServices SIP Mode
システムでの SIP コールの受発信を可能にするかどうかを定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：SIP コールの発信と受信の可能性を無効にします。
On：SIP コールの発信と受信の可能性を有効にします。

NetworkServices SNMP Mode
ネットワーク管理システムでは、管理上の対応を保証する条件についてネットワーク接続デバイ
ス（ルータ、サーバ、スイッチ、プロジェクタなど）を監視するために SNMP（Simple Network 
Management Protocol）が使用されます。SNMP は、システム設定を説明する管理システム上の
変数の形式で管理データを公開します。これらの変数は、その後照会でき（ReadOnly に設定）、
管理アプリケーションによって設定できる場合もあります（ReadWrite に設定）。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ReadOnly

値スペース： Off/ReadOnly/ReadWrite

Off：SNMP ネットワーク サービスを無効にします。
ReadOnly：SNMP ネットワーク サービスを照会のみ有効にします。
ReadWrite：SNMP ネットワーク サービスの照会とコマンドの両方をイネーブルにします。

NetworkServices SNMP Host [1..3] Address
最大 3 つの SNMP マネージャのアドレスを定義します。
システムの SNMP エージェント（コーデック内）は、システム ロケーションやシステム接点について
など、SNMP マネージャ（PC プログラムなど）からの要求に応答します。SNMP トラップはサポー
トされません。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： 文字列（0 ～ 255）
有効な IPv4 アドレス、IPv6 アドレス、または DNS 名。
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NetworkServices SNMP CommunityName
ネットワーク サービス SNMP コミュニティの名前を定義します。SNMP コミュニティ名は SNMP 
要求を認証するために使用されます。SNMP 要求は、コーデックの SNMP エージェントから応答
を受け取るため、パスワード（大文字と小文字を区別）を持つ必要があります。デフォルトのパス
ワードは「public」です。Cisco TelePresence 管理スイート（TMS）がある場合、同じ SNMP コ
ミュニティがそこで設定されていることを確認する必要があります。注：SNMP コミュニティのパス
ワードは大文字と小文字が区別されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 50)

SNMP コミュニティ名。

NetworkServices SNMP SystemContact
ネットワーク サービス SNMP システムの連絡先の名前を定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 50)

SNMP システムの連絡先の名前。

NetworkServices SNMP SystemLocation
ネットワーク サービス SNMP システム ロケーションの名前を定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 50)

SNMP システム ロケーションの名前。

NetworkServices SSH Mode
SSH（セキュア シェル）プロトコルは、コーデックとローカル コンピュータ間でのセキュアな暗号化
通信を提供できます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：SSH プロトコルは無効になります。
On：SSH プロトコルは有効になります（デフォルト）。

NetworkServices SSH AllowPublicKey
セキュア シェル（SSH）公開キー認証をコーデックへのアクセスに使用できます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：SSH 公開キーは許可されません。
On：SSH 公開キーが許可されます。
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NetworkServices UPnP Mode
UPnP（ユニバーサル プラグアンドプレイ）を完全に無効にするか、ビデオ システムがオンになっ
た後または再起動した後に、短時間だけ UPnP を有効にします。
デフォルトでは、ビデオ システムをオンにするか再起動すると、UPnP が有効になります。その後、
NetworkServices UPnP Timeout の設定で定義されたタイムアウト時間が経過すると、UPnP は
自動的に無効になります。ビデオ システムの Web インターフェイスを使用して、タイムアウトを設
定します。
UPnP が有効になると、ビデオ システムはネットワーク上での自身のプレゼンスをアドバタイズしま
す。このアドバタイズによって、タッチ コントローラはビデオ システムを自動的に検出できるように
なります。タッチ コントローラとペアリングするために、手動でビデオ システムの IP アドレスを入
力する必要はありません。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：UPnP は無効になります。ビデオ システムは自身のプレゼンスをアドバタイズしないので、
ビデオ システムとタッチ コントローラをペアリングするには、ビデオ システムの IP アドレスを
手動で入力する必要があります。
On：UPnP は有効になります。ビデオ システムは、タイムアウト時間が経過するまで自身のプレ
ゼンスをアドバタイズします。

NetworkServices UPnP Timeout
ビデオ システムがオンになった後または再起動した後、UPnP を有効のままにしておく秒数を定義
します。この設定を有効にするには、NetworkServices UPnP Mode を On に設定する必要があ
ります。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： 600

値スペース： 整数（0 ～ 3600）
範囲：0 ～ 3600 秒の値を選択します。

NetworkServices WelcomeText
SSH 経由でコーデックにログインする際に、ユーザに表示する情報を選択します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：ようこそテキストは次のとおりです：ログインに成功しました（Login successfu）
On：ようこそテキストは次のとおりです：<システム名>; ソフトウェア バージョン; ソフトウェア
のリリース日; ログインに成功しました（Login successful）

ネットワークサービス Wifi 許可
Wi-Fi アダプタが組み込まれているビデオ システムは、イーサネットまたは Wi-Fi 経由でネット
ワークに接続できます。イーサネットと Wi-Fi は両方ともデフォルトで許可され、どちらを使用す
るかユーザ インターフェイスでユーザが選択することができます。この設定を使用すると、管理者
は Wi-Fi 設定を無効にしてユーザ インターフェイスからセットアップできないようすることができ
ます。
このシステムは次の標準規格をサポートしています：IEEE 802.11a、IEEE 802.11b、IEEE 802.11g、
IEEE 802.11n、および IEEE 802.11ac。システムは次のセキュリティ プロトコルをサポートしてい
ます： WPA-PSK （AES）、WPA2-PSK （AES）、EAP-TLS、EAP-TTLS、EAP-FAST、PEAP、
EAP-MSCHAPv2、EAP-GTC、およびオープン ネットワーク（セキュリティ保護されていない）。
ビデオ システムの背面の定格ラベルに記載されている PID （製品 ID）に NR （無線なし）の文字
が含まれている場合、システムは Wi-Fi をサポートしていません。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： True

値スペース： False/True

False：Wi-Fi は使用できません。イーサネット経由でネットワークに接続する必要があります。
True：イーサネットと Wi-Fi の両方を使用できます。
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NetworkServices Wifi Enabled
ビデオ システムが Wi-Fi 経由でネットワークに接続できる場合（NetworkServices WIFI Allowed 
設定を参照）、この設定を使用して Wi-Fi を有効または無効にできます。
イーサネットと Wi-Fi を同時に使用することはできません。Wi-Fi を設定するときにイーサネット 
ケーブルが接続されている場合、そのイーサネット ケーブルを抜かないと続行できません。Wi-Fi 
に接続している最中にイーサネット ケーブルを接続すると、イーサネットが優先されます。イーサ
ネット ケーブルを抜くと、ビデオ システムは、前回接続した Wi-Fi ネットワークが使用可能であれ
ば、そのネットワークに自動的に接続します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： True

値スペース： False/True

False：Wi-Fi が無効になります。
True：Wi-Fi が有効になります。

NetworkServices XMLAPI Mode
ビデオ システムの XML API を有効または無効にします。セキュリティ上の理由からこれを無効に
できます。XML API を無効にすると、TMS などとのリモート管理機能が制限され、ビデオ システ
ムに接続できなくなります。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：XML API は無効になります。
On：XML API は有効になります。
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周辺機器設定

Peripherals Pairing CiscoTouchPanels EmcResilience
多量の電磁雑音が存在する環境でタッチ コントローラを使用すると、誤信号が生じる（例、誰も
タップしていないのに、タッチ コントローラがタップされた状態になる）ことがあります。この問題
に対処するには、[EMC レジリエンスモード（EMC Resilience Mode）] を有効にします。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：EMC レジリエンスモードは無効になります。
On：EMC レジリエンスモードは有効になります。

Peripherals Profile Cameras
ビデオ システムに接続する予定のカメラの数を定義します。この情報はビデオ システムの診断
サービスで使用されます。接続されたカメラの数がこの設定に一致しない場合、診断サービスに
よって不一致がレポートされます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Minimum1

値スペース： NotSet/Minimum1/0/1/2/3/4/5/6/7

NotSet：カメラ チェックは実行されません。
Minimum1：少なくとも 1 台のカメラがビデオ システムに接続されている必要があります。
0 ～ 7：ビデオ システムに接続する予定のカメラの数を選択します。

Peripherals Profile ControlSystems
サードパーティ制御システム（Crestron、AMX など）をビデオ システムに接続する予定かどうかを
定義します。この情報はビデオ システムの診断サービスで使用されます。接続された制御システム
の数がこの設定に一致しない場合、診断サービスによって不一致がレポートされます。サードパー
ティ制御システムは 1 つのみサポートされるので注意してください。
1 に設定する場合、xCommand Peripherals Pair コマンドおよび HeartBeat コマンドを使用して、
制御システムからビデオ システムにハートビートを送信する必要があります。これが失敗すると、
室内制御拡張により、ビデオ システムが制御システムへの接続を失ったことを示す警告が表示さ
れます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： NotSet

値スペース： 1/NotSet

1：1 つのサードパーティ制御システムをビデオ システムに接続する必要があります。
NotSet：サードパーティ制御システムのチェックは実行されません。

Peripherals Profile TouchPanels
ビデオ システムに接続する予定のシスコ タッチ コントローラの数を定義します。この情報はビデ
オ システムの診断サービスで使用されます。接続されたタッチ コントローラの数がこの設定に一
致しない場合、診断サービスによって不一致がレポートされます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Minimum1

値スペース： NotSet/Minimum1/0/1/2/3/4/5

NotSet：タッチ パネル チェックは実行されません。
Minimum1：少なくとも 1 台のシスコ タッチ コントローラがビデオ システムに接続されている
必要があります。
0 ～ 5：ビデオ システムへの接続が予想されるタッチ コントローラの数を選択します。公式に
サポートされるシスコ タッチ コントローラは、1 台のみであることに注意してください。
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Phonebook 設定

Phonebook Server [1..1] ID
外部電話帳の名前を定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 64)

外部電話帳の名前。

Phonebook Server [1..1] Type
電話帳サーバの種類を選択します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Off

値スペース： Off/CUCM/Spark/TMS/VCS

Off：電話帳を使用しません。
CUCM：電話帳が Cisco Unified Communications Manager 上に配置されます。
Spark：電話帳が Spark 上に配置されます。
TMS：電話帳が Cisco TelePresence Management Suite サーバ上に配置されます。
VCS：電話帳が Cisco TelePresence Video Communication Server 上に配置されます。

Phonebook Server [1..1] URL
外部電話帳サーバのアドレス（URL）を定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： 文字列（0 ～ 255）
電話帳サーバの有効なアドレス（URL）。
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プロビジョニング 設定

Provisioning Connectivity
この設定は、プロビジョニング サーバからの内部または外部の設定を要求するかどうかを、デバイ
スが検出する方法を制御します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： Auto

値スペース： Internal/External/Auto

Internal：内部コンフィギュレーションを要求します。
External：外部コンフィギュレーションを要求します。
Auto：内部または外部のコンフィギュレーションを要求するかどうかを自動的に NAPTR クエ
リーを使用して検出します。NAPTR の応答に「e」フラグがある場合、外部設定が要求されま
す。それ以外の場合、内部設定が要求されます。

Provisioning Mode
プロビジョニング システム（外部マネージャ）を使用してビデオ システムを設定できます。これに
より、ビデオ会議のネットワーク管理者は複数のビデオ システムを同時に管理できます。この設定
により、使用するプロビジョニング システムの種類を選択します。プロビジョニングは、オフに切り
替えることも可能です。詳細については、プロビジョニング システムのプロバイダー/担当者にお問
い合わせください。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： Auto

値スペース： Off/Auto/CUCM/Edge/Spark/TMS/VCS

Off：ビデオ システムはプロビジョニング システムによって設定されません。
Auto： DHCP サーバでセットアップされる対象としてプロビジョニング サーバが自動的に選択
されます。
CUCM：CUCM（Cisco Unified Communications Manager）からビデオ システムにコンフィ
ギュレーションをプッシュします。
Edge：CUCM（Cisco Unified Communications Manager）からビデオ システムにコンフィギュ
レーションをプッシュします。システムは Collaboration Edge インフラストラクチャを介して 
CUCM に接続します。Edge を越えて登録するには、暗号化オプションキーがビデオ システム
にインストールされている必要があります。
Spark：Spark からビデオ システムに設定をプッシュします。
TMS：TMS（Cisco TelePresence Management System）からビデオ システムにコンフィギュ
レーションをプッシュします。
VCS：VCS（Cisco TelePresence Video Communication Server）からビデオ システムにコン
フィギュレーションをプッシュします。

Provisioning LoginName
これは、プロビジョニング サーバによるビデオ システムの認証で使用されるクレデンシャルのユー
ザ名部分です。この設定は、プロビジョニング サーバが要求する場合、使用する必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 80)

有効なユーザ名。
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Provisioning Password
これは、プロビジョニング サーバとのビデオ システムの認証に使用されるクレデンシャルのパス
ワード部分です。この設定は、プロビジョニング サーバが要求する場合、使用する必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 64)

有効なパスワード。

Provisioning ExternalManager Address
外部のマネージャ システムまたはプロビジョニング システムの IP アドレスまたは DNS 名を定義
します。
外部マネージャのアドレス（およびパス）が設定されている場合、システムはスタートアップ時にこ
のアドレスにメッセージを送信します。このメッセージを受信すると、外部マネージャ/プロビジョニ
ング システムはそのユニットに設定/コマンドを結果として返すことができます。
CUCM または TMS プロビジョニングを使用する場合、外部マネージャ アドレスを自動的に提供
するために DHCP サーバをセットアップできます（TMS には DHCP オプション 242、CUCM に
は DHCP オプション 150）。Provisioning ExternalManager Address で設定されたアドレスは、
DHCP によって提供されるアドレスを上書きします。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 64)

有効な IPv4 アドレス、IPv6 アドレス、または DNS 名。

Provisioning ExternalManager AlternateAddress
エンドポイントが Cisco Unified Communications Manager（CUCM）でプロビジョニングされて
おり、代替 CUCM が冗長性に利用可能な場合にのみ使用できます。代替 CUCM のアドレスを定
義します。主な CUCM が使用できない場合、エンドポイントは代替 CUCM でプロビジョニングさ
れます。主な CUCM が再び使用可能になると、エンドポイントはこの CUCM によってプロビジョ
ニングされます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 64)

有効な IPv4 アドレス、IPv6 アドレス、または DNS 名。

Provisioning ExternalManager Protocol
外部のマネージャ システムまたはプロビジョニング システムに要求を送信する際に、HTTP（非セ
キュアな通信）または HTTPS（セキュアな通信）のどちらのプロトコルを使用するかを定義します。
選択したプロトコルは、NetworkServices HTTP Mode の設定で有効になっている必要があり
ます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： HTTP

値スペース： HTTPS/HTTP

HTTPS：HTTPS により要求を送信します。
HTTP：HTTP により要求を送信します。

Provisioning ExternalManager Path
外部のマネージャ システムまたはプロビジョニング システムへのパスを定義します。いくつかの管
理サービスが同じサーバに存在する、つまり同じ外部マネージャのアドレスを共有する場合、この
設定が必要です。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： 文字列（0 ～ 255）
外部のマネージャ システムまたはプロビジョニング システムへの有効なパス。

Provisioning ExternalManager Domain
VCS プロビジョニング サーバの SIP ドメインを定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 64)

有効なドメイン名。
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プロキシミティ 設定

Proximity Mode
ビデオ システムが超音波ペアリング メッセージを発信するか否かを決定します。
ビデオ システムが超音波を発信すると、Proximity クライアントはビデオ システムが近くにある
ことを検知できます。クライアントを使用するには、プロキシミティ サービスの少なくとも 1 つを
有効にする必要があります（Proximity Services 設定を参照）。一般的には、すべてのプロキシミ
ティ サービスを有効にすることを推奨します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：ビデオ システムは超音波を発信せず、プロキシミティ サービスを使用できません。
On：ビデオ システムは超音波を発信し、Proximity クライアントはビデオ システムが近くにあ
ることを検知できます。有効になっているプロキシミティ サービスを使用できます。

Proximity Services CallControl
Proximity クライアントで基本的なコール制御機能を有効または無効にします。この設定を有効に
すると、Proximity クライアントを使用してコールを制御できます（ダイヤル、ミュート、音量、コー
ルの終了など）。このサービスはモバイル デバイス（iOS および Android）でサポートされます。こ
の設定を有効にするには、Proximity Mode を On に設定する必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： Disabled

値スペース： Enabled/Disabled

Enabled：Proximity クライアントからのコール制御が有効になります。
Disabled：Proximity クライアントからのコール制御が無効になります。

Proximity Services ContentShare FromClients
クライアントからのコンテンツ共有を有効または無効にします。この設定を有効にすると、ビデオ 
システムで無線によって Proximity クライアントからコンテンツを共有できます（ラップトップ画面
の共有など）。このサービスはラップトップ（OS X および Windows）でサポートされます。この設
定を有効にするには、Proximity Mode を On に設定する必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： Enabled

値スペース： Enabled/Disabled

Enabled：Proximity クライアントからのコンテンツ共有が有効になります。
Disabled：Proximity クライアントからのコンテンツ共有が無効になります。

Proximity Services ContentShare ToClients
Proximity クライアントに対するコンテンツ共有を有効または無効にします。有効にすると、
Proximity クライアントはビデオ システムからプレゼンテーションを受け取ります。詳細を拡大し
て、以前のコンテンツを表示し、スナップショットを作成できます。このサービスはモバイル デバイ
ス（iOS および Android）でサポートされます。この設定を有効にするには、Proximity Mode を 
On に設定する必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： Disabled

値スペース： Enabled/Disabled

Enabled：Proximity クライアントに対するコンテンツ共有が有効になります。
Disabled：Proximity クライアントに対するコンテンツ共有が無効になります。
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RoomAnalytics 設定

RoomAnalytics PeopleCountOutOfCall
顔検出を使用して、ビデオ システムが室内にいる人の人数を特定できます。デフォルトでは、システ
ムは通話中のときまたはセルフ ビューに画像を表示したときにのみ人数を数えます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR、USER

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：ビデオ システムは、システムが通話中のときまたはセルフ ビューがオンのときのみ、人数
を数えます。
On：ビデオ システムは、ビデオ システムがスタンバイ モードでない限り、人数を数えます。セ
ルフ ビューがオフであっても、これは非通話中の人数を含みます。

RoomAnalytics PeoplePresenceDetector
ビデオ システムは、人が室内に存在しているかどうかを確認し、その結果を [室内在室分析
（RoomAnalytics PeoplePresence）] のステータスにレポートすることができます。この機能は、
超音波に基づいています。室内に人が存在しているかどうかを検出するには最短で 2 分かかり、
空室になったあとにステータスを変更するには最長 2 分かかる可能性があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR、USER

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：ビデオ システムのステータスに、室内に人が存在しているかどうかは表示されません。
On：ビデオ システムのステータスに、室内に人が存在しているかどうかが表示されます。



D15374.05 Room Kit Administrator Guide CE9.3, APRIL 2018.  www.cisco.com ̶ Copyright © 2018 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. 127

Cisco Spark Room Kit  管理者ガイド

RTP 設定

RTP Ports Range Start
RTP ポート範囲の最初のポートを定義します。
デフォルトで、RTP および RTCP メディア データに 2326 ～ 2486 の範囲のポートを使用します。
RTP ビデオ ポート範囲を無効にしたときの最小範囲は 100、RTP ビデオ ポート範囲を有効にし
たときの最小範囲は 20 です。
RTP ビデオ ポート範囲が有効な場合、オーディオは RTP ポート範囲設定で定義された範囲を使
用し、その他のメディア データは RTP ビデオ ポート範囲設定で定義された範囲を使用します。こ
の 2 つの範囲が重ならないようにする必要があります。
設定の変更内容は、次回の発信から有効になります。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： 2326

値スペース： 整数（1024 ～ 65438）
RTP ポート範囲の最初のポートを設定します。

RTP Ports Range Stop
RTP ポート範囲の最後のポートを定義します。
デフォルトで、RTP および RTCP メディア データに 2326 ～ 2487 の範囲のポートを使用します。
RTP ビデオ ポート範囲が有効な場合、システムは 1024 ～ 65436 の範囲のポートを使用します。
RTP ビデオ ポート範囲を無効にしたときの最小範囲は 100、RTP ビデオ ポート範囲を有効にし
たときの最小範囲は 20 です。
RTP ビデオ ポート範囲が有効な場合、オーディオは RTP ポート範囲設定で定義された範囲を使
用し、その他のメディア データは RTP ビデオ ポート範囲設定で定義された範囲を使用します。
この 2 つの範囲が重ならないようにする必要があります。
設定の変更内容は、次回の発信から有効になります。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： 2486

値スペース： 整数（1120 ～ 65535）
RTP ポート範囲の最後のポートを設定します。

RTP Video Ports Range Start
RTP ビデオ ポート範囲の最初のポートを定義します。
開始と終了の値の両方が 0 に設定されている場合、RTP ビデオ ポートの範囲は無効です。これを
有効にするには、最初のポートの値を 1024 ～ 65454 の間の値に設定し、最後のポートの値を 
1024 ～ 65535 の間の値に設定します。最小範囲は 80 です。
RTP ビデオ ポート範囲が有効な場合、オーディオは RTP ポート範囲設定で定義された範囲を使
用し、その他のメディア データは RTP ビデオ ポート範囲設定で定義された範囲を使用します。こ
の 2 つの範囲が重ならないようにする必要があります。
設定の変更内容は、次回の発信から有効になります。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： 0

値スペース： 整数（0、1024..65454）
RTP ビデオ ポート範囲の最初のポートを設定します。

RTP Video Ports Range Stop
RTP ビデオ ポート範囲の最後のポートを定義します。
開始と終了の値の両方が 0 に設定されている場合、RTP ビデオ ポートの範囲は無効です。これを
有効にするには、最初のポートの値を 1024 ～ 65454 の間の値に設定し、最後のポートの値を 
1024 ～ 65535 の間の値に設定します。最小範囲は 80 です。
RTP ビデオ ポート範囲が有効な場合、オーディオは RTP ポート範囲設定で定義された範囲を使
用し、その他のメディア データは RTP ビデオ ポート範囲設定で定義された範囲を使用します。
この 2 つの範囲が重ならないようにする必要があります。
設定の変更内容は、次回の発信から有効になります。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： 0

値スペース： 整数（0、1024..65535）
RTP ビデオ ポート範囲の最後のポートを設定します。
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セキュリティ 設定

Security Audit Logging Mode
監査ログを記録または送信する場所を定義します。監査ログは syslog サーバに送信されます。
External/ExternalSecure モードを使用し、Security Audit Server PortAssignment 設定でポート割
り当てを Manual に設定する場合は、Security Audit Server Address と Security Audit Server 
Port の設定で監査サーバのアドレスとポート番号も入力する必要があります。

必要なユーザ ロール： AUDIT

デフォルト値： Internal

値スペース： Off/Internal/External/ExternalSecure

Off：監査ロギングは実行されません。
Internal：システムは内部ログに監査ログを記録し、いっぱいになった場合はログをローテー
ションします。
External：システムは外部監査 syslog サーバに監査ログを送信します。syslog サーバでは 
UDP をサポートする必要があります。
ExternalSecure：システムは監査 CA リストの証明書で検証された外部 syslog サーバに暗号
化された監査ログを送信します。監査 CA リスト ファイルは、Web インターフェイスを使用して
コーデックにアップロードする必要があります。CA のリストの証明書の common_name パラ
メータは syslog サーバの IP アドレスと一致する必要があり、セキュア TCP サーバでセキュア
（TLS）TCP syslog メッセージをリッスンするように設定される必要があります。

Security Audit OnError Action
syslog サーバへの接続が失われた場合の動作を定義します。この設定は、Security Audit 
Logging Mode が ExternalSecure に設定されている場合のみ関連します。

必要なユーザ ロール： AUDIT

デフォルト値： Ignore

値スペース： Halt/Ignore

Halt：停止状態が検出された場合、システム コーデックはリブートし、停止状態が過ぎ去るまで
はオーディタだけが装置の操作を許可されます。停止状態が過ぎ去ると、監査ログは syslog 
サーバに再スプールされます。ネットワークの違反（物理リンクなし）、動作中の外 Syslog サー
バが存在しない（または syslog への間違ったアドレスまたはポート）、TLS 認証が失敗した
（使用中の場合）、ローカル バックアップ（再スプール）ログがいっぱいになった、などの停止状
態があります。
Ignore：システムは、通常の動作を続行し、いっぱいになった場合は内部ログをローテーション
します。接続が復元されると syslog サーバに再度監査ログを送信します。

Security Audit Server Address
監査ログは syslog サーバに送信されます。syslog サーバの IP アドレスを定義します。有効な 
IPv4 または IPv6 のアドレス形式のみが受け入れられます。ホスト名はサポートされていません。
この設定は、Security Audit Logging Mode が External または ExternalSecure に設定されてい
る場合のみ関連します。

必要なユーザ ロール： AUDIT

デフォルト値： ""

値スペース： 文字列（0 ～ 255）
有効な IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレス。
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Security Audit Server Port
監査ログは syslog サーバに送信されます。システムが監査ログを送信する syslog サーバのポートを
定義します。この設定は、Security Audit PortAssignment が Manual に設定されている場合にの
み関連します。

必要なユーザ ロール： AUDIT

デフォルト値： 514

値スペース： 整数（0 ～ 65535）
監査サーバ ポートを設定します。

Security Audit Server PortAssignment
監査ログは syslog サーバに送信されます。外部 syslog サーバのポート番号の割り当て方法を定
義できます。この設定は、Security Audit Logging Mode が External または ExternalSecure に
設定されている場合のみ関連します。使用しているポート番号を確認するために、[セキュリティ監
査サーバのポート（Security Audit Server Port）] 状態をチェックできます。Web インターフェイス
で [設定（Setup）] > [ステータス（Status）] に移動するか、コマンドライン インターフェイスの場合
はコマンド xStatus Security Audit Server Port を実行します。

必要なユーザ ロール： AUDIT

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/Manual

Auto：[セキュリティ監査ロギング モード（Security Audit Logging Mode）] が [外部
（External）] にセットされている場合、UDP ポート番号 514 を使用します。Security Audit 
Logging Mode が ExternalSecure にセットされている場合、TCP ポート番号 6514 を使用し
ます。
Manual：[セキュリティ監査サーバのポート（Security Audit Server Port）] 設定で定義された
ポート値を使用します。

Security Session FailedLoginsLockoutTime
ユーザが Web または SSH セッションのログインに失敗したあと、システムがユーザをロックアウト
する時間を定義します。
この設定への変更を反映させるには、システムを再起動します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： 60

値スペース： 整数（0 ～ 10000）
ロックアウト時間（分）を設定します。

Security Session InactivityTimeout
ユーザが Web または SSH セッションから自動的にログ アウトする前に、システムがユーザの非ア
クティブ状態をどれくらいの時間受け入れるかを定義します。
この設定への変更を反映させるには、システムを再起動します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： 0

値スペース： 整数（0 ～ 10000）
非アクティブ タイムアウト（分）を設定します。非アクティブな状態でも強制的に自動ログアウト
しない場合は、0 を選択します。

Security Session MaxFailedLogins
Web または SSH セッションにログイン試行を失敗できるユーザ 1 人あたりの最大数を定義しま
す。ユーザが試行の最大数を超えた場合、ユーザはロックアウトされます。0 は、失敗できるログイ
ンの回数に制限がないことを意味します。
この設定への変更を反映させるには、システムを再起動します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： 0

値スペース： 整数（0 ～ 10）
ユーザ 1 人あたりの失敗できるログイン試行の最高回数を設定します。

Security Session MaxSessionsPerUser
ユーザ 1 人あたりの最大同時セッション数は 20 セッションです。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： 20

値スペース： 整数（1 ～ 20）
ユーザ 1 人あたりの最大同時セッション数を設定します。
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Security Session MaxTotalSessions
同時セッションの合計最大数は 20 セッションです。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： 20

値スペース： 整数（1 ～ 20）
同時セッションの合計最大数を設定します。

Security Session ShowLastLogon
SSH を使用してシステムにログインしたとき、前回ログインに成功したセッションのユーザ ID、
時刻および日付が表示されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

On：最後のセッションに関する情報を表示します。
Off：最後のセッションに関する情報を表示しません。
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SerialPort 設定

SerialPort Mode
シリアル ポートを有効/無効にします。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：シリアル ポートを無効にします。
On：シリアル ポートをイネーブルにします。

SerialPort BaudRate
シリアル ポートに、ボー レート（データ送信レート、ビット/秒）を設定します。
シリアル ポートの他の接続パラメータは次の通りです。データ ビット：8。パリティ：なし。ストップ 
ビット：1。フロー制御：なし。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： 115200

値スペース： 115200

リストされているボー レート（bps）からボー レートを選択します。

SerialPort LoginRequired
シリアル ポートに接続するときにログインが必要かどうかを定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：ユーザはログインせずに、シリアル ポート経由でコーデックにアクセスできます。
On：シリアル ポート経由でコーデックに接続するときに、ログインが必要です。
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SIP 設定

SIP ANAT
ANAT（Alternative Network Address Types）は RFC 4091 で規定されている複数のアドレスと
アドレス タイプのメディア ネゴシエーションを有効にします。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：ANAT を無効にします。
On：ANAT を有効にします。

SIP Authentication UserName
これは、SIP プロキシへの認証に使用されるクレデンシャルのユーザ名部分です。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 128)

有効なユーザ名。

SIP Authentication Password
これは、SIP プロキシへの認証に使用されるクレデンシャルのパスワード部分です。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 128)

有効なパスワード。

SIP DefaultTransport
LAN で使用するトランスポート プロトコルを選択します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/TCP/Tls/UDP

TCP：システムはデフォルトの転送方法として常に TCP を使用します。
UDP：システムはデフォルトの転送方法として常に UDP を使用します。
Tls：システムはデフォルトの転送方法として常に TLS を使用します。TLS 接続の場合、SIP CA 
リストをビデオ システムにアップロードできます。このような CA リストがシステムにない場合
は匿名の Diffie Hellman が使用されます。
Auto：システムは、TLS、TCP、UDP の順序でトランスポート プロトコルを使用して接続を試み
ます。

SIP DisplayName
これを設定した場合、着信コールは、SIP URI ではなく、表示名を報告します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： 文字列（0、550）
SIP URI の代わりに表示する名前。
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SIP Ice Mode
ICE（Interactive Connectivity Establishment、RFC 5245）は、最適なメディア パスを検出するた
めに、ビデオ システムで使用できる NAT トラバーサル ソリューションです。これにより、音声とビ
デオの最短ルートがビデオ システム間で常に確保されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/Off/On

Auto：TURN サーバが提供されている場合は ICE が有効になり、提供されていない場合は 
ICE が無効になります。
Off：ICE が無効になります。
On：ICE が有効になります。

SIP Ice DefaultCandidate
ICE プロトコルでは、どのメディア ルートを使用するかについて結論に達するための時間が必要で
す（最大でコールの最初の 5 秒）。この期間中に、この設定での定義に従い、ビデオ システムのメ
ディアがデフォルト候補に送信されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Host

値スペース： Host/Rflx/Relay

Host：ビデオ システムのプライベート IP アドレスにメディアを送信します。
Rflx：TURN サーバから見えるビデオ システムのパブリック IP アドレスにメディアを送信します。
Relay：TURN サーバで割り当てられた IP アドレスおよびポートにメディアを送信します。

SIP Line
Cisco Unified Communications Manager（CUCM）に登録すると、エンドポイントを共有回線の
一部にできます。これは、複数のデバイスが同じディレクトリ番号を共有することを意味します。
RFC 4235 で規定されているように、同じ番号を共有する各デバイスは、ライン上のもう一方のア
ピアランスからステータスを受け取ります。
共有回線はエンドポイントではなく CUCM によって設定されることに注意してください。そのた
め、手動でこの設定を変更しないでください。CUCM は必要に応じてこの情報をエンドポイントに
プッシュします。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Private

値スペース： Private/Shared

Shared：システムは共有回線の一部であるため、ディレクトリ番号を他のデバイスと共有します。
Private：このシステムは共有回線の一部ではありません。

SIP ListenPort
SIP TCP/UDP ポートでの着信接続のリッスンをオンまたはオフにします。オフにした場合、エンド
ポイントは SIP レジストラ（CUCM または VCS）を介してのみ到達可能になります。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：SIP TCP/UDP ポートでの着信接続のリッスンをオフにします。
On：SIP TCP/UDP ポートでの着信接続のリッスンをオンにします。

SIP Mailbox
Cisco Unified Communications Manager（CUCM）に登録すると、個人用ボイス メールボックス
を所有するオプションが与えられます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： 文字列（0、255）
有効な番号またはアドレス。ボイス メールボックスがない場合は、文字列を空のままにしてお
きます。
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SIP PreferredIPMedia
メディア（音声、ビデオ、データ）を送受信するための優先 IP バージョンを定義します。Network 
IPStack および Conference CallProtocolIPStack の両方が Dual に設定されていて、ネットワーク
に優先 IP バージョンを選択するメカニズムがない場合にのみ使用可能です。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： IPv4

値スペース： IPv4/IPv6

IPv4：メディアの優先 IP バージョンは IPv4 です。
IPv6：メディアの優先 IP バージョンは IPv6 です。

SIP PreferredIPSignaling
シグナリングの優先 IP バージョンを定義します（音声、ビデオ、データ）。Network IPStack および 
Conference CallProtocolIPStack の両方が Dual に設定されていて、ネットワークに優先 IP バー
ジョンを選択するメカニズムがない場合にのみ使用可能です。また、優先 IP バージョンが登録に
使用されるように、DNS で A/AAAA ルックアップのプライオリティを指定します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： IPv4

値スペース： IPv4/IPv6

IPv4：シグナリングの優先 IP バージョンは IPv4 です。
IPv6：シグナリングの優先 IP バージョンは IPv6 です。

SIP Proxy [1..4] Address
プロキシ アドレスは発信プロキシに手動で設定されたアドレスです。完全修飾ドメイン名、または 
IP アドレスを使用できます。デフォルト ポートは、TCP および UDP の場合は 5060 ですが、もう 
1 ポート準備できます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： 文字列（0 ～ 255）
有効な IPv4 アドレス、IPv6 アドレス、または DNS 名。

SIP TlsVerify
TLS 接続の場合、SIP CA リストをビデオ システムにアップロードできます。これは、Web インター
フェイスから実行できます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：検証せずに TLS 接続を許可するには、Off に設定します。TLS 接続は、サーバから受信し
た x.509 証明書をローカル CA リストと確認せずにセットアップできます。これは通常、SIP CA 
リストがアップロードされていない場合に選択する必要があります。
On：TLS 接続を確認するには、On に設定します。x.509 証明書が CA リストで検証された、
サーバへの TLS 接続だけが許可されます。

SIP Turn DiscoverMode
検出モードを定義し、DNS で利用可能な TURN サーバの検索に対してアプリケーションを有効/
無効にします。コールを発信する前に、システムはポート割り当てが可能かどうかを確認します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：検出モードを無効にします。
On：DNS で利用可能な TURN サーバを検索し、コールを発信する前にポート割り当てが可能
かどうかをテストします。

SIP Turn DropRflx
DropRflx は、リモート エンドポイントが同じネットワークにない場合に限り、TURN リレー経由で
エンドポイントにメディアを強制させます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：DropRflx を無効にします。
On：リモート エンドポイントが別のネットワークにある場合、TURN リレー経由でメディアを強
制します。
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SIP Turn Server
TURN（Traversal Using Relay NAT）サーバのアドレスを定義します。これはメディア リレー フォール
バックとして使用され、また、エンドポイント固有のパブリック IP アドレスの検出にも使用され
ます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： 文字列（0 ～ 255）
推奨される形式は DNS SRV レコード（例：_turn._udp.<domain>）です。あるいは、有効な 
IPv4 アドレスまたは IPv6 アドレスも可能です。

SIP Turn UserName
TURN サーバへのアクセスに必要なユーザ名を定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 128)

有効なユーザ名。

SIP Turn Password
TURN サーバへのアクセスに必要なパスワードを定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 128)

有効なパスワード。

SIP Type
ベンダーまたはプロバイダーに対する SIP 拡張および特別な動作を有効にします。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Standard

値スペース： Standard/Cisco

Standard：標準 SIP プロキシに登録する場合はこれを使用します（Cisco TelePresence VCS 
でテスト済み）。
Cisco：Cisco Unified Communications Manager に登録する場合はこれを使用します。

SIP URI
SIP URI（Uniform Resource Identifier）は、ビデオ システムの識別に使用されるアドレスです。URI 
が登録され、SIP サービスによりシステムへの着信コールのルーティングに使用されます。SIP URI 
構文は RFC 3261 で定義されています。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： 文字列（0 ～ 255）
SIP URI 構文に準拠したアドレス（URI）。
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Standby 設定

Standby Control
システムがスタンバイ モードに移行するか否かを定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：システムはスタンバイ モードを開始しません。
On：Standby Delay がタイム アウトになると、システムはスタンバイ モードになります。
Standby Delay を適切な値に設定する必要があります。

Standby Delay
スタンバイ モードに入る前に、システムがアイドル モードのまま経過する時間の長さ（分単位）を
定義します。Standby Control が有効である必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： 10

値スペース： 整数（1 ～ 480）
スタンバイ遅延（分）を設定します。

Standby BootAction
コーデックの再起動後のカメラの位置を定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR、USER

デフォルト値： DefaultCameraPosition

値スペース： None/DefaultCameraPosition/RestoreCameraPosition

None：アクションはありません。
RestoreCameraPosition：ビデオ システムを再起動すると、カメラは再起動前の位置に戻り
ます。
DefaultCameraPosition：ビデオ システムを再起動すると、カメラは工場出荷時のデフォルト位
置に移動します。

Standby StandbyAction
スタンバイ モードに入るときのカメラ位置を定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： PrivacyPosition

値スペース： None/PrivacyPosition

None：アクションはありません。
PrivacyPosition：ビデオ システムがスタンバイ状態になると、プライバシーのために、カメラは
横向きになります。

Standby WakeupAction
スタンバイ モードを抜けるときのカメラ位置を定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR、USER

デフォルト値： RestoreCameraPosition

値スペース： None/RestoreCameraPosition/DefaultCameraPosition

None：アクションはありません。
RestoreCameraPosition：ビデオ システムがスタンバイ状態から復帰すると、カメラはスタン
バイ前の位置に戻ります。
DefaultCameraPosition：ビデオ システムがスタンバイ状態から復帰すると、カメラは工場出
荷時のデフォルト位置に移動します。

モーション検知ウェイクアップのスタンバイ
動体検知自動ウェイク アップは、人が室内に入ってきたときに検知する機能です。この機能は、
超音波での検知に基づいており、この機能を動作させるには [近接モード設定（Proximity Mode 
setting）] がオンである必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：動体検知ウェイクアップは無効です。
On：人が部屋に入ってくると、システムが自動的にスタンバイからウェイクアップします。
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SystemUnit 設定

SystemUnit Name
システム名を定義します。コーデックが SNMP エージェントとして機能している場合に、システム
名は DHCP 要求でホスト名として送信されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 50)

システム名を定義します。

SystemUnit CrashReporting Advanced
ビデオ システム （コーデック) がクラッシュすると、システムは解析のために [シスコ自動クラッ
シュレポートツール（Cisco Automatic Crash Report tool）] （ACR）へログを自動的に送信でき
ます。ACR ツールは、シスコの内部使用のみであり、お客様は利用できません。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off： ACR ツールは標準的なログ解析を実行します。
On： ACR ツールは高度なログ解析を実行します。

SystemUnit CrashReporting Mode
ビデオ システム （コーデック) がクラッシュすると、システムは解析のために [シスコ自動クラッ
シュレポートツール（Cisco Automatic Crash Report tool）] （ACR）へログを自動的に送信でき
ます。ACR ツールは、シスコの内部使用のみであり、お客様は利用できません。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off： ACR ツールにログは送信されません。
On： ACR ツールにログは自動的に送信されます。

SystemUnit CrashReporting Url
ビデオ システム （コーデック) がクラッシュすると、システムは解析のために [シスコ自動クラッ
シュレポートツール（Cisco Automatic Crash Report tool）] （ACR）へログを自動的に送信でき
ます。ACR ツールは、シスコの内部使用のみであり、お客様は利用できません。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： "acr.cisco.com"

値スペース： 文字列（0 ～ 255）
[シスコ自動クラッシュレポートツール（Cisco Automatic Crash Report tool）] の URL。
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時刻設定

Time TimeFormat
時刻の形式を定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： 24H

値スペース： 24H/12H

24H：24 時間の時間フォーマットを設定します。
12H：12 時間（AM/PM）の時間フォーマットを設定します。

Time DateFormat
日付の形式を定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： DD_MM_YY

値スペース： DD_MM_YY/MM_DD_YY/YY_MM_DD

DD_MM_YY：2010 年 1 月 30 日は「30.01.10」と表示されます。
MM_DD_YY：2010 年 1 月 30 日は「01.30.10」と表示されます。
YY_MM_DD：2010 年 1 月 30 日は「10.01.30」と表示されます。
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タイム ゾーン
ビデオ システムの地理的な場所のタイム ゾーンを定義します。値スペースの情報は、tz データベー
ス（別名：IANA タイムゾーン データベース）から取得しています。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR、USER

デフォルト値： Etc/UTC

値スペース： Africa/Abidjan、Africa/Accra、Africa/Addis_Ababa、Africa/Algiers、Africa/
Asmara、Africa/Asmera、Africa/Bamako、Africa/Bangui、Africa/Banjul、Africa/Bissau、Africa/
Blantyre、Africa/Brazzaville、Africa/Bujumbura、Africa/Cairo、Africa/Casablanca、Africa/
Ceuta、Africa/Conakry、Africa/Dakar、Africa/Dar_es_Salaam、Africa/Djibouti、Africa/
Douala、Africa/El_Aaiun、Africa/Freetown、Africa/Gaborone、Africa/Harare、Africa/
Johannesburg、Africa/Juba、Africa/Kampala、Africa/Khartoum、Africa/Kigali、Africa/
Kinshasa、Africa/Lagos、Africa/Libreville、Africa/Lome、Africa/Luanda、Africa/Lubumbashi、
Africa/Lusaka、Africa/Malabo、Africa/Maputo、Africa/Maseru、Africa/Mbabane、Africa/
Mogadishu、Africa/Monrovia、Africa/Nairobi、Africa/Ndjamena、Africa/Niamey、Africa/
Nouakchott、Africa/Ouagadougou、Africa/Porto-Novo、Africa/Sao_Tome、Africa/Timbuktu、
Africa/Tripoli、Africa/Tunis、Africa/Windhoek、America/Adak、America/Anchorage、America/
Anguilla、America/Antigua、America/Araguaina、America/Argentina/Buenos_Aires、
America/Argentina/Catamarca、America/Argentina/ComodRivadavia、America/Argentina/
Cordoba、America/Argentina/Jujuy、America/Argentina/La_Rioja、America/Argentina/
Mendoza、America/Argentina/Rio_Gallegos、America/Argentina/Salta、America/Argentina/
San_Juan、America/Argentina/San_Luis、America/Argentina/Tucuman、America/Argentina/
Ushuaia、America/Aruba、America/Asuncion、America/Atikokan、America/Atka、America/
Bahia、America/Bahia_Banderas、America/Barbados、America/Belem、America/Belize、
America/Blanc-Sablon、America/Boa_Vista、America/Bogota、America/Boise、America/
Buenos_Aires、America/Cambridge_Bay、America/Campo_Grande、America/Cancun、
America/Caracas、America/Catamarca、America/Cayenne、America/Cayman、America/
Chicago、America/Chihuahua、America/Coral_Harbour、America/Cordoba、America/
Costa_Rica、America/Creston、America/Cuiaba、America/Curacao、America/
Danmarkshavn、America/Dawson、America/Dawson_Creek、America/Denver、America/
Detroit、America/Dominica、America/Edmonton、America/Eirunepe、America/El_Salvador、
America/Ensenada、America/Fort_Nelson、America/Fort_Wayne、America/Fortaleza、
America/Glace_Bay、America/Godthab、America/Goose_Bay、America/Grand_Turk、
America/Grenada、America/Guadeloupe、America/Guatemala、America/Guayaquil、
America/Guyana、America/Halifax、America/Havana、America/Hermosillo、America/Indiana/
Indianapolis、America/Indiana/Knox、America/Indiana/Marengo、America/Indiana/
Petersburg、America/Indiana/Tell_City、America/Indiana/Vevay、America/Indiana/
Vincennes、America/Indiana/Winamac、America/Indianapolis、America/Inuvik、America/
Iqaluit、America/Jamaica、America/Jujuy、America/Juneau、America/Kentucky/Louisville、
America/Kentucky/Monticello、America/Knox_IN、America/Kralendijk、America/La_Paz、
America/Lima、America/Los_Angeles、America/Louisville、America/Lower_Princes、
America/Maceio、America/Managua、America/Manaus、America/Marigot、America/
Martinique、America/Matamoros、America/Mazatlan、America/Mendoza、America/

Menominee、America/Merida、America/Metlakatla、America/Mexico_City、America/
Miquelon、America/Moncton、America/Monterrey、America/Montevideo、America/
Montreal、America/Montserrat、America/Nassau、America/New_York、America/Nipigon、
America/Nome、America/Noronha、America/North_Dakota/Beulah、America/North_Dakota/
Center、America/North_Dakota/New_Salem、America/Ojinaga、America/Panama、America/
Pangnirtung、America/Paramaribo、America/Phoenix、America/Port-au-Prince、America/
Port_of_Spain、America/Porto_Acre、America/Porto_Velho、America/Puerto_Rico、
America/Rainy_River、America/Rankin_Inlet、America/Recife、America/Regina、America/
Resolute、America/Rio_Branco、America/Rosario、America/Santa_Isabel、America/
Santarem、America/Santiago、America/Santo_Domingo、America/Sao_Paulo、America/
Scoresbysund、America/Shiprock、America/Sitka、America/St_Barthelemy、America/
St_Johns、America/St_Kitts、America/St_Lucia、America/St_Thomas、America/St_
Vincent、America/Swift_Current、America/Tegucigalpa、America/Thule、America/Thunder_
Bay、America/Tijuana、America/Toronto、America/Tortola、America/Vancouver、America/
Virgin、America/Whitehorse、America/Winnipeg、America/Yakutat、America/Yellowknife、
Antarctica/Casey、Antarctica/Davis、Antarctica/DumontDUrville、Antarctica/Macquarie、
Antarctica/Mawson、Antarctica/McMurdo、Antarctica/Palmer、Antarctica/Rothera、
Antarctica/South_Pole、Antarctica/Syowa、Antarctica/Troll、Antarctica/Vostok、Arctic/
Longyearbyen、Asia/Aden、Asia/Almaty、Asia/Amman、Asia/Anadyr、Asia/Aqtau、Asia/
Aqtobe、Asia/Ashgabat、Asia/Ashkhabad、Asia/Baghdad、Asia/Bahrain、Asia/Baku、Asia/
Bangkok、Asia/Barnaul、Asia/Beirut、Asia/Bishkek、Asia/Brunei、Asia/Calcutta、Asia/Chita、
Asia/Choibalsan、Asia/Chongqing、Asia/Chungking、Asia/Colombo、Asia/Dacca、Asia/
Damascus、Asia/Dhaka、Asia/Dili、Asia/Dubai、Asia/Dushanbe、Asia/Gaza、Asia/Harbin、
Asia/Hebron、Asia/Ho_Chi_Minh、Asia/Hong_Kong、Asia/Hovd、Asia/Irkutsk、Asia/Istanbul、
Asia/Jakarta、Asia/Jayapura、Asia/Jerusalem、Asia/Kabul、Asia/Kamchatka、Asia/Karachi、
Asia/Kashgar、Asia/Kathmandu、Asia/Katmandu、Asia/Khandyga、Asia/Kolkata、Asia/
Krasnoyarsk、Asia/Kuala_Lumpur、Asia/Kuching、Asia/Kuwait、Asia/Macao、Asia/Macau、
Asia/Magadan、Asia/Makassar、Asia/Manila、Asia/Muscat、Asia/Nicosia、Asia/
Novokuznetsk、Asia/Novosibirsk、Asia/Omsk、Asia/Oral、Asia/Phnom_Penh、Asia/
Pontianak、Asia/Pyongyang、Asia/Qatar、Asia/Qyzylorda、Asia/Rangoon、Asia/Riyadh、Asia/
Saigon、Asia/Sakhalin、Asia/Samarkand、Asia/Seoul、Asia/Shanghai、Asia/Singapore、Asia/
Srednekolymsk、Asia/Taipei、Asia/Tashkent、Asia/Tbilisi、Asia/Tehran、Asia/Tel_Aviv、Asia/
Thimbu、Asia/Thimphu、Asia/Tokyo、Asia/Tomsk、Asia/Ujung_Pandang、Asia/Ulaanbaatar、
Asia/Ulan_Bator、Asia/Urumqi、Asia/Ust-Nera、Asia/Vientiane、Asia/Vladivostok、Asia/
Yakutsk、Asia/Yekaterinburg、Asia/Yerevan、Atlantic/Azores、Atlantic/Bermuda、Atlantic/
Canary、Atlantic/Cape_Verde、Atlantic/Faeroe、Atlantic/Faroe、Atlantic/Jan_Mayen、
Atlantic/Madeira、Atlantic/Reykjavik、Atlantic/South_Georgia、Atlantic/St_Helena、Atlantic/
Stanley、Australia/ACT、Australia/Adelaide、Australia/Brisbane、Australia/Broken_Hill、
Australia/Canberra、Australia/Currie、Australia/Darwin、Australia/Eucla、Australia/Hobart、
Australia/LHI、Australia/Lindeman、Australia/Lord_Howe、Australia/Melbourne、Australia/
NSW、Australia/North、Australia/Perth、Australia/Queensland、Australia/South、Australia/
Sydney、Australia/Tasmania、Australia/Victoria、Australia/West、Australia/Yancowinna、
Brazil/Acre、Brazil/DeNoronha、Brazil/East、Brazil/West、CET、CST6CDT、Canada/Atlantic、
Canada/Central、Canada/East-Saskatchewan、Canada/Eastern、Canada/Mountain、Canada/
Newfoundland、Canada/Pacific、Canada/Saskatchewan、Canada/Yukon、Chile/Continental、
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Chile/EasterIsland、Cuba、EET、EST、EST5EDT、Egypt、Eire、Etc/GMT、Etc/GMT+0、Etc/
GMT+1、Etc/GMT+10、Etc/GMT+11、Etc/GMT+12、Etc/GMT+2、Etc/GMT+3、Etc/GMT+4、Etc/
GMT+5、Etc/GMT+6、Etc/GMT+7、Etc/GMT+8、Etc/GMT+9、Etc/GMT-0、Etc/GMT-1、Etc/
GMT-10、Etc/GMT-11、Etc/GMT-12、Etc/GMT-13、Etc/GMT-14、Etc/GMT-2、Etc/GMT-3、Etc/
GMT-4、Etc/GMT-5、Etc/GMT-6、Etc/GMT-7、Etc/GMT-8、Etc/GMT-9、Etc/GMT0、Etc/
Greenwich、Etc/UCT、Etc/UTC、Etc/Universal、Etc/Zulu、Europe/Amsterdam、Europe/
Andorra、Europe/Astrakhan、Europe/Athens、Europe/Belfast、Europe/Belgrade、Europe/
Berlin、Europe/Bratislava、Europe/Brussels、Europe/Bucharest、Europe/Budapest、Europe/
Busingen、Europe/Chisinau、Europe/Copenhagen、Europe/Dublin、Europe/Gibraltar、Europe/
Guernsey、Europe/Helsinki、Europe/Isle_of_Man、Europe/Istanbul、Europe/Jersey、Europe/
Kaliningrad、Europe/Kiev、Europe/Kirov、Europe/Lisbon、Europe/Ljubljana、Europe/London、
Europe/Luxembourg、Europe/Madrid、Europe/Malta、Europe/Mariehamn、Europe/Minsk、
Europe/Monaco、Europe/Moscow、Europe/Nicosia、Europe/Oslo、Europe/Paris、Europe/
Podgorica、Europe/Prague、Europe/Riga、Europe/Rome、Europe/Samara、Europe/San_
Marino、Europe/Sarajevo、Europe/Simferopol、Europe/Skopje、Europe/Sofia、Europe/
Stockholm、Europe/Tallinn、Europe/Tirane、Europe/Tiraspol、Europe/Ulyanovsk、Europe/
Uzhgorod、Europe/Vaduz、Europe/Vatican、Europe/Vienna、Europe/Vilnius、Europe/
Volgograd、Europe/Warsaw、Europe/Zagreb、Europe/Zaporozhye、Europe/Zurich、GB、
GB-Eire、GMT、GMT+0、GMT-0、GMT0、Greenwich、HST、Hongkong、Iceland、Indian/
Antananarivo、Indian/Chagos、Indian/Christmas、Indian/Cocos、Indian/Comoro、Indian/
Kerguelen、Indian/Mahe、Indian/Maldives、Indian/Mauritius、Indian/Mayotte、Indian/
Reunion、Iran、Israel、Jamaica、Japan、Kwajalein、Libya、MET、MST、MST7MDT、Mexico/
BajaNorte、Mexico/BajaSur、Mexico/General、NZ、NZ-CHAT、Navajo、PRC、PST8PDT、
Pacific/Apia、Pacific/Auckland、Pacific/Bougainville、Pacific/Chatham、Pacific/Chuuk、
Pacific/Easter、Pacific/Efate、Pacific/Enderbury、Pacific/Fakaofo、Pacific/Fiji、Pacific/
Funafuti、Pacific/Galapagos、Pacific/Gambier、Pacific/Guadalcanal、Pacific/Guam、Pacific/
Honolulu、Pacific/Johnston、Pacific/Kiritimati、Pacific/Kosrae、Pacific/Kwajalein、Pacific/
Majuro、Pacific/Marquesas、Pacific/Midway、Pacific/Nauru、Pacific/Niue、Pacific/Norfolk、
Pacific/Noumea、Pacific/Pago_Pago、Pacific/Palau、Pacific/Pitcairn、Pacific/Pohnpei、
Pacific/Ponape、Pacific/Port_Moresby、Pacific/Rarotonga、Pacific/Saipan、Pacific/Samoa、
Pacific/Tahiti、Pacific/Tarawa、Pacific/Tongatapu、Pacific/Truk、Pacific/Wake、Pacific/
Wallis、Pacific/Yap、Poland、Portugal、ROC、ROK、Singapore、Turkey、UCT、US/Alaska、US/
Aleutian、US/Arizona、US/Central、US/East-Indiana、US/Eastern、US/Hawaii、US/Indiana-
Starke、US/Michigan、US/Mountain、US/Pacific、US/Pacific-New、US/Samoa、UTC、
Universal、W-SU、WET、Zulu

リストからタイム ゾーンを選択します。
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UserInterface 設定

UserInterface Accessibility IncomingCallNotification
画面表示を強調した着信コールの通知を利用できます。画面と Touch 10 は約 1 秒ごと（1.75 Hz) 
に赤と白に点滅し、聴覚が不自由なユーザが着信コールに気づきやすくするようにしています。
システムが通話中の場合、進行中の通話の妨げになるため画面は点滅しません、その代わり、
通常の通知が画面とタッチパネルに表示されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR、USER

デフォルト値： Dafault

値スペース： AmplifiedVisuals/Default

AmplifiedVisuals：ビデオ システムが着信したときに画面とタッチパネル上での画面表示の強調
を有効にします。
Default： スクリーンとタッチパネル上での通知を使用したデフォルトの動作を有効にします。

UserInterface ContactInfo Type
ディスプレイまたはタッチ コントローラの左上隅にあるステータス フィールドに表示する、連絡先
情報の種類を選択します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/DisplayName/E164Alias/H320Number/H323Id/IPv4/IPv6/None/SipUri/
SystemName

Auto：このビデオ システムに到達するために別のシステムがダイヤルする必要があるアドレス
を表示します。アドレスはデフォルトのコール プロトコルおよびシステム登録によって異なり
ます。
None：連絡先情報を一切表示しません。
IPv4：システムの IPv4 アドレスを表示します。
IPv6：システムの IPv6 アドレスを表示します。
H323Id：システムの H.323 ID を表示します（H323 H323Alias ID の設定を参照）。
H320Number ：連絡先情報としてシステムの H.320 番号を表示します（Cisco TelePresence 
ISDN リンクを使用している場合のみサポート）。
E164Alias：連絡先情報としてシステムの H.323 E164 エイリアスを表示します（H323 
H323Alias E164 の設定を参照）。
SipUri：システムの SIP URI を表示します（SIP URI の設定を参照）。
SystemName：システム名を表示します（SystemUnit Name の設定を参照）。
DisplayName：システムの表示名を表示します（SIP DisplayName の設定を参照）。

UserInterface CustomMessage
アウェイク モードのとき、スクリーンの下部左側にカスタム メッセージを表示することができます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 128)

カスタム メッセージを追加します。カスタム メッセージを削除するには空の文字列を追加し
ます。
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UserInterface KeyTones Mode
テキストまたは数値を入力するときに、キーボード クリック音（キー トーン）を再生するようにシス
テムを設定できます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：キー トーンによる効果音はありません。
On：キー トーンによる効果音がオンになります。

UserInterface Language
ユーザ インターフェイスで使用される言語を選択します。該当する言語がサポートされていない場
合、デフォルトの言語（英語）が使用されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： English

値スペース： Arabic/Catalan/ChineseSimplified/ChineseTraditional/Czech/Danish/Dutch/
English/EnglishUK/Finnish/French/FrenchCanadian/German/Hebrew/Hungarian/Italian/
Japanese/Korean/Norwegian/Polish/Portuguese/PortugueseBrazilian/Russian/Spanish/
SpanishLatin/Swedish/Turkish

リストから言語を選択します。

UserInterface OSD EncryptionIndicator
暗号化インジケータが画面に表示される時間の長さを定義します。暗号化された通話のアイコン
は、ロックされた南京錠です。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/AlwaysOn/AlwaysOff

Auto：コールが暗号化されている場合は、「コールは暗号化されています（Call is 
encrypted）」という通知が 5 秒間表示されます。その後、通話の残りの部分では暗号化インジ
ケータ アイコンが表示されます。
コールが暗号化されていない場合は、「コールは暗号化されていません（Call is not 
encrypted）」という通知が 5 秒間表示されます。暗号化インジケータ アイコンは表示されま
せん。
AlwaysOn：「コールは暗号化されています（Call is encrypted）」という通知が 5 秒間表示さ
れます。その後、通話の残りの部分では暗号化インジケータ アイコンが表示されます。
AlwaysOff：暗号化インジケータは画面上に表示されません。

UserInterface OSD HalfwakeMessage
カスタム メッセージは、システムが起動中の状態のとき、メインスクリーンの中央に表示できます。
カスタム メッセージは、ビデオ システムの使用開始方法の指示を与えるデフォルト メッセージに
置き換えられます。カスタム メッセージを追加せずにデフォルト メッセージを削除することもでき
ます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 128)

カスタム メッセージ。空の文字列：デフォルト メッセージを復元します。空白のみ：メッセージ
は一切表示されません。
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UserInterface OSD Output
オンスクリーン用の情報とインジケータ（OSD）を表示するモニタを定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/1/2

Auto：システムはビデオ出力にモニタが接続されると、それを検出し、最初に接続されたモニタ
にオンスクリーン用の情報とインジケータを送信します。マルチモニタを設定して、システムをオ
ンにする前にすべてのモニタを接続した場合、オンスクリーン用の情報とインジケータは番号が
最も小さいビデオ出力に送信されます。ビデオ出力の番号は、出力コネクタ 1（HDMI 1）から
始まります。
1-2 ：システムは画面に表示される情報とインジケータを、指定した出力に送信します。シス
テムの出力コネクタ n にオンスクリーン用の情報とインジケータを送信するには、n を選択し
ます。

UserInterface Security Mode
この設定では、重要なシステム情報（例、ビデオ システムの連絡先情報や IP アドレス、タッチ コン
トローラ、および UCM/VCS レジストラ）がユーザ インターフェイス（ドロップダウン メニューと設
定パネル）で公開されるのを防ぐことができます。設定パネルに移動するとこのような情報は非表
示になっていないので注意してください。
管理者権限を持たない人に連絡先情報、IP アドレス、MAC アドレス、シリアル番号およびソフト
ウェアのバージョンを絶対に公開しない場合は、[ユーザ インターフェイス設定メニュー モード
（UserInterface SettingsMenu Mode）] を [ロック（Locked）] に設定します。また、管理者権限を
持つすべてのユーザ アカウントにパスフレーズを設定することも必要です。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Standard

値スペース： Normal/Strong

Normal： IP アドレスやその他のシステムの情報がユーザ インターフェイスに表示されます。
Strong：連絡先情報および IP アドレスは、ユーザ インターフェイス（ドロップ ダウン メニュー
と設定パネル）に表示されません。

UserInterface SettingsMenu Mode
ビデオ システムの管理者パスワードによって、ユーザ インターフェイス（Touch 10 または画面）の
設定パネルを保護することができます。このパスワードが空白の場合、誰でも設定メニューの設定
にアクセスできます（例、システムを初期設定へリセット）。認証を有効にすると、認証を必要とす
るすべての設に南京錠のアイコンが表示されます。設定を選択するときに、管理者のユーザ名とパ
スフレーズを入力するよう求められます。認証が必須でない設定には、南京錠のアイコンが表示さ
れません。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Unlocked

値スペース： Locked/Unlocked

Locked：管理者のユーザ名とパスフレーズによる認証が必要です。
Unlocked：認証は必要ありません。

UserInterface Wallpaper
アイドル状態のときのビデオ画面の背景イメージ（壁紙）を選択します。
Web インターフェイスを使用してビデオシステムにカスタムの壁紙をアップロードできます。サポー
トされるファイル形式は BMP、GIF、JPEG、PNG です。最大ファイル サイズは 4 MByte です。カス
タム壁紙を使用すると、予定されている会議のクロックおよび一覧がメイン ディスプレイから削除
されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR、USER

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/Custom/None

Auto：デフォルトの壁紙を使用します。
None：画面に背景イメージはありません。
Custom：画面の背景画像としてカスタムの壁紙を使用します。カスタム壁紙がシステムにアッ
プロードされていない場合、設定がデフォルト値に戻ります。
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UserManagement 設定

UserManagement LDAP Mode
ビデオ システムは、ユーザ名とパスワードを保存および検証するための中心的な場所として LDAP 
(Lightweight Directory Access Protocol) サーバの使用をサポートしています。この設定を使用し
て、LDAP 認証を使用するかどうか設定します。実装は、Microsoft Active Directory（AD）サービ
ス用にテストされています。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Off

値スペース： Off/On

Off：LDAP 認証は許可されません。
On：LDAP 認証を有効にしている場合にクライアント証明書確認が機能するためには、コー
デックには CA （認証局）証明書が必要であり、ユーザは Active Directory （AD）内のユーザ
識別名（DN）が一致するクライアント証明書を保有している必要があります。

UserManagement LDAP Server Address
LDAP サーバの IP アドレスまたはホスト名を設定します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： 文字列（0 ～ 255）
有効な IPv4 アドレス、IPv6 アドレス、またはホスト名。

UserManagement LDAP Server Port
LDAP サーバに接続するためのポートを設定します。0 に設定すると、選択したプロトコルの
デフォルトが使用されます（UserManagement LDAP Encryption 設定を参照）。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： 0

値スペース： 整数（0 ～ 65535）
LDAP サーバのポート番号。

UserManagement LDAP Encryption
ビデオ システムと LDAP サーバ間の通信を保護する方法を定義します。UserManagement LDAP 
Server Port 設定を使用することで、ポート番号を上書きできます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： LDAPS

値スペース： LDAPS/None/STARTTLS

LDAPS：TLS（Transport Layer Security）を使用してポート 636 で LDAP サーバに接続し
ます。
None：暗号化なしでポート 389 で LDAP サーバに接続します。
STARTTLS：ポート 389 で LDAP サーバに接続し、その後 STARTTLS を送信して TLS 暗号
化を有効にします。

UserManagement LDAP MinimumTLSVersion
許可する TLS（Transport Layer Security）プロトコルの最低バージョンを設定します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： TLSv1.2

値スペース： TLSv1.0/TLSv1.1/TLSv1.2

TLSv1.0：TLS バージョン 1.0 以降をサポートします。
TLSv1.1：TLS バージョン 1.1 以降をサポートします。
TLSv1.2：TLS バージョン 1.2 以降をサポートします。



D15374.05 Room Kit Administrator Guide CE9.3, APRIL 2018.  www.cisco.com ̶ Copyright © 2018 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. 145

Cisco Spark Room Kit  管理者ガイド

UserManagement LDAP VerifyServerCertificate
ビデオ システムが LDAP サーバに接続すると、サーバは、その証明書を提示することで、ビデオ 
システムにサーバ自体の身元を示します。この設定を使用して、ビデオ システムでサーバ証明書を
検証するかどうかを決定します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：ビデオ システムは LDAP サーバの証明書を検証しません。
On：ビデオ システムは、LDAP サーバの証明書が信頼できる認証局（CA）によって署名されて
いるか必ず検証します。システムにアップロードする信頼できる CA の一覧に、その CA を事前
に追加する必要があります。ビデオ システムの Web インターフェイスを使用して、信頼できる 
CA の一覧を管理します（詳細については、管理者ガイドを参照）。

UserManagement LDAP Admin Filter
どのユーザに管理者権限を付与する必要があるか決定するために LDAP フィルタが使用されま
す。設定すると、この設定が UserManagement LDAP Admin Group 設定よりも優先されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： String (0, 1024)

この文字列の構文については、LDAP の仕様を参照してください。例："(CN=adminuser)"

UserManagement LDAP Admin Group
この AD（Active Directory）グループのメンバーに、管理者アクセス権が付与されます。この設定
は、memberOf:1.2.840.113556.1.4.1941:=<group name> の短縮形です。UserManagement 
LDAP Admin Filter が設定されている場合、この設定は無視されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： 文字列（0 ～ 255）
AD グループの識別名。例："CN=admin_group、OU=company groups、DC=company、
DC=com"

UserManagement LDAP Attribute
指定のユーザ名にマップするために使用する属性。設定しない場合、sAMAccountName が使用さ
れます。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： 文字列（0 ～ 255）
属性名。

UserManagement LDAP BaseDN
検索を開始するエントリの識別名（ベース）。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： ""

値スペース： 文字列（0 ～ 255）
ベースの識別名。例："DC=company、DC=com"
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ビデオ 設定

Video ActiveSpeaker DefaultPIPPosition
通話中のスピーカーを示すピクチャインピクチャ（PiP）の画面上の位置を定義します。この設定
は、通話中のスピーカーを PiP 表示するビデオ レイアウト（オーバーレイ レイアウト）を使用し
ている場合にのみ有効です。また、場合によっては、カスタム レイアウトでも有効です（Video 
DefaultLayoutFamily Local の設定を参照）。この設定は、次回以降のコールで有効になります。
コール中に変更された場合、現在のコールへの影響はありません。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Current

値スペース： Current/UpperLeft/UpperCenter/UpperRight/CenterLeft/CenterRight/
LowerLeft/LowerRight

Current：通話中のスピーカーの PiP の位置はコール終了後にも変更されません。
UpperLeft：通話中のスピーカーの PiP が画面の左上隅に表示されます。
UpperCenter：通話中のスピーカーの PiP が画面の上部中央に表示されます。
UpperRight：通話中のスピーカーの PiP が画面の右上隅に表示されます。
CenterLeft：通話中のスピーカーの PiP が画面の左中央に表示されます。
CenterRight：通話中のスピーカーの PiP が画面の右中央に表示されます。
LowerLeft：通話中のスピーカーの PiP が画面の左下隅に表示されます。
LowerRight：通話中のスピーカーの PiP が画面の右下隅に表示されます。

Video DefaultLayoutFamily Local
ローカルで使用するビデオ レイアウト ファミリを選択します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/Equal/Prominent/Overlay/Single

Auto：システムによって提供されるローカル レイアウト データベースに指定されたデフォルト 
レイアウト ファミリがローカル レイアウトとして使用されます。
Equal：[等しい（Equal）] レイアウト ファミリがローカル レイアウトとして使用されます。画面
上に十分なスペースがある限り、すべてのビデオのサイズは等しくなります。
Prominent：[対象拡大表示（Prominent）] レイアウト ファミリがローカル レイアウトとして使
用されます。通話中のスピーカー、または（存在する場合）プレゼンテーションは大きい画像と
なり、他の参加者は小さい画像となります。通話中のスピーカーが遷移するとき、音声が切り替
えられます。
Overlay：[オーバーレイ（Overlay）] レイアウト ファミリがローカル レイアウトとして使用され
ます。通話中のスピーカー、または（存在する場合）プレゼンテーションは全画面表示となり、
他の参加者は小さいピクチャ イン ピクチャ（PiP）となります。通話中のスピーカーが遷移する
とき、音声が切り替えられます。
Single：通話中のスピーカー、または（存在する場合）プレゼンテーションは全画面表示となり
ます。他の参加者は表示されません。通話中のスピーカーが遷移するとき、音声が切り替えられ
ます。
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Video DefaultLayoutFamily Remote
リモート参加者が使用するビデオ レイアウト ファミリを選択します。

必要なユーザ ロール： ADMIN

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/Equal/Prominent/Overlay/Single

Auto：ローカル レイアウト データベースによって指定される、デフォルト レイアウト ファミリ
が、リモート レイアウトとして使用されます。
Equal：[等しい（Equal）] レイアウト ファミリがリモート レイアウトとして使用されます。画面上
に十分なスペースがある限り、すべてのビデオのサイズは等しくなります。
Prominent：Prominent レイアウト ファミリがリモート レイアウトとして使用されます。通話中
のスピーカー、または（存在する場合）プレゼンテーションは大きい画像となり、他の参加者は
小さい画像となります。通話中のスピーカーが遷移するとき、音声が切り替えられます。
Overlay：[オーバーレイ（Overlay）] レイアウト ファミリがリモート レイアウトとして使用されま
す。通話中のスピーカー、または（存在する場合）プレゼンテーションは全画面表示となり、他
の参加者は小さいピクチャ イン ピクチャ（PiP）となります。通話中のスピーカーが遷移すると
き、音声が切り替えられます。
Single：通話中のスピーカー、または（存在する場合）プレゼンテーションは全画面表示となり
ます。他の参加者は表示されません。通話中のスピーカーが遷移するとき、音声が切り替えられ
ます。

Video DefaultMainSource
発信を開始する際にデフォルトのメイン ビデオ ソースとして使用されるビデオ入力ソースを定義し
ます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： 1

値スペース： 1/2/3

デフォルトのメイン ビデオ ソースとして使用されるソースを設定します。

Video Input Connector [1..2] CameraControl Mode
このビデオ入力コネクタに接続されているカメラを制御するかどうかを定義します。
カメラ制御はコネクタ 2 （HDMI）では使用できないことに注意してください。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： コネクタ 1：On   コネクタ 2：Off

値スペース： コネクタ 1：Off/On   コネクタ 2：Off

Off：カメラ制御を無効にします。
On：カメラ制御をイネーブルにします。

Video Input Connector [1..2] CameraControl CameraId
カメラ ID は、ビデオ入力に接続されているカメラの一意の ID です。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： 1

値スペース： 1

カメラ ID は固定されており、変更できません。

Video Input Connector [2..2] CEC Mode
ビデオ入力（HDMI）は、Consumer Electronics Control （CEC）をサポートします。この設定を有
効にすると、接続デバイスの情報（デバイスの種類やデバイス名）がビデオ システム ステータス
で使用可能になります（ビデオ入力コネクタ [n] 接続デバイス CEC [n]）。ただし、接続デバイスは 
CEC もサポートすることが条件となります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：CEC が無効になります。
On：CEC が有効になります。
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Video Input Connector [1..2] InputSourceType
ビデオ入力に接続された入力ソースのタイプを選択します。
コネクタ 1 はシステムの内蔵カメラであることに注意してください。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： コネクタ 1：camera   コネクタ 2：PC

値スペース： コネクタ 1：camera   コネクタ 2：PC/camera/document_camera/mediaplayer/
whiteboard/other

PC：コンピュータがビデオ入力に接続されている場合に使用します。
camera：カメラがビデオ入力に接続されている場合に使用します。
document_camera：ドキュメント カメラがビデオ入力に接続されている場合に使用します。
mediaplayer：メディア プレーヤーがビデオ入力に接続されている場合に使用します。
whiteboard：ホワイトボード カメラがビデオ入力に接続されている場合に使用します。
other：他のオプションに該当しない場合に使用します。

Video Input Connector [1..2] Name
ビデオ入力コネクタの名前を定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： コネクタ 1："Camera"   コネクタ 2："PC"

値スペース： String (0, 50)

ビデオ入力コネクタの名前。

Video Input Connector [1..2] OptimalDefinition Profile
この設定は、対応する Video Input Connector [n] Quality 設定が Sharpness に設定されている
場合には無効です。
最適鮮明度プロファイルは、ビデオ会議室の照明状態とカメラと品質を反映します。光の条件およ
びカメラの品質が優れているほど、プロファイルが高くなります。通常、[標準（Normal）] または [中
（Medium）] プロファイルが推奨されます。ただし、光の条件が良い場合、特定のコール率の解像
度を大きくするために、[高（High）] プロファイルを設定できます。解像度は、発信側と着信側の両
方のシステムでサポートされている必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Medium

値スペース： Normal/Medium/High

Normal：照明が通常から不良の環境には、このプロファイルを使用します。解像度は控えめに
設定されます。
Medium：安定した光条件および高品質なビデオ入力が必要です一部のコール レートの場合、
これは高解像度へ移動できます。
High：優れた全体的なエクスペリエンスを実現するには、理想に近いビデオ会議の光の状態お
よび高品質なビデオ入力が必要です。高い解像度が使用されます。

Video Input Connector [2..2] PreferredResolution
ビデオ システムに HDMI 経由でシステムに接続したソース デバイス（例：ラップトップ）の推奨
解像度として通知されている画面の解像度とリフレッシュ レートを定義します。ソース デバイス
（例、ラップトップのディスプレイ構成ソフトウェア）によって手動でオーバーライドされない限り、
ソース側の解像度の選択するためのロジックは、自動的にこの解像度とリフレッシュ レートを選択
します。
2560_1440_60 と 3840_2160_30 のフォーマットは、1920_1080_60 フォーマットと比較す
ると約 2 倍の量のデータを使用し、HDMI 1.4b データレート以上に対応したプレゼンテーション 
ケーブル（またはアダプタ）を必要とします。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： 1920_1080_60

値スペース： 1920_1080_60/2560_1440_60/3840_2160_30

1920_1080_60：解像度は 1920 X 1080、更新間隔は 60 Hz です。
2560_1440_60：解像度は 2560 X 1440、更新間隔は 60 Hz です。
3840_2160_30：解像度は 3840 X 2160、更新間隔は 30 Hz です。
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Video Input Connector [2..2] PresentationSelection
ビデオ入力にプレゼンテーション ソースを接続するときの、ビデオ システムの動作を定義します。
ビデオ システムがスタンバイ モードである場合、プレゼンテーション ソースを接続すると起動
します。相手先とプレゼンテーションを共有する場合、追加のアクションが必要です（ユーザ イン
ターフェイスで [共有（Share）] を選択）。ただし、この設定を AutoShare に設定する場合は除き
ます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： OnConnect

値スペース： AutoShare/Desktop/Manual/OnConnect

AutoShare：通話中に、ケーブルを接続すると、またはソースがアクティブ化されると（たとえ
ば、接続されているコンピュータがスリープ モードから復帰すると）、ビデオ入力のコンテンツ
が、ローカル画面に加えて、相手先にも自動的に表示されます。ユーザ インターフェイスで [共有
（Share）] を選択する必要はありません。通話実行時または通話への応答時にプレゼンテー
ション ソースが既に接続されている場合、ユーザ インターフェイスで [共有（Share）] を手動で
選択する必要があります。
Desktop：ケーブルを接続すると、またはソースがアクティブ化されると（たとえば、接続されて
いるコンピュータがスリープ モードから復帰すると）、ビデオ入力のコンテンツが画面に表示さ
れます。これは、アイドル状態のときと通話中のときの両方に適用されます。また、通話を終了
しても、終了時にビデオ入力がアクティブ入力である場合は、そのビデオ入力のコンテンツが画
面に引き続き表示されます。
Manual：ユーザ インターフェイスで [共有（Share）] を選択するまで、ビデオ入力のコンテンツ
は画面に表示されません。
OnConnect：ケーブルを接続すると、またはソースがアクティブ化されると（たとえば、接続され
ているコンピュータがスリープ モードから復帰すると）、ビデオ入力のコンテンツが画面に表示
されます。それ以外の場合は、[手動（Manual）] モードと同じ動作です。

Video Input Connector [2..2] Quality
ビデオをエンコードして送信する場合は、高解像度と高フレーム レートとの間でトレード オフが生
じます。一部のビデオ ソースでは、高フレーム レートが高解像度より重要である場合や、逆の場
合もあります。この設定で、高フレーム レートと高解像度のどちらを優先するかを指定します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Sharpness

値スペース： Motion/Sharpness

Motion：できるだけ高いフレーム レートにします。通常、多数の参加者がいる場合や画像の動
きが激しい場合など、高フレーム レートが必要なときに使用されます。
Sharpness：できるだけ高い解像度にします。詳細なイメージやグラフィックに高い品質が必要
な場合に使用されます。

Video Input Connector [2..2] RGBQuantizationRange
ビデオ入力に接続されたデバイスは CEA-861 で規定されている RGB ビデオ量子化範囲の規則
に従う必要があります。残念ながら、一部のデバイスは規格に準拠していないため、ソースの完全
なイメージを取得するためにこの設定を使用して設定を上書きすることができます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/Full/Limited

Auto：RGB 量子化範囲は CEA-861-E に従ったビデオ形式に基づいて自動的に選択されま
す。CE ビデオ形式は、限定された量子化範囲レベルを使用します。IT ビデオ形式は、完全な量
子化範囲レベルを使用します。
Full：完全な量子化の範囲。R、G、B の量子化範囲にはすべてのコード値（0 ～ 255）が含まれ
ます。これは CEA-861-E で規定されています。
Limited：限定された量子化の範囲。極端なコード値を除いた R、G、B の量子化範囲
（16 ～ 235）。これは CEA-861-E で規定されています。
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Video Input Connector [1..2] Visibility
ユーザ インターフェイスのメニューにあるビデオ入力コネクタの表示を定義します。
コネクタ 1 はシステムの内蔵カメラであり、プレゼンテーション ソースとして使用できないことに
注意してください。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： コネクタ 1：Never   コネクタ 2：Always

値スペース： コネクタ 1：Never   コネクタ 2：Always/IfSignal/Never

Always：ビデオ入力コネクタ用メニュー選択は、ユーザ インターフェイスに常に表示されます。
IfSignal：ビデオ入力コネクタ用メニュー選択は、ビデオ入力に何か接続されている場合のみ表
示されます。
Never：入力の送信元はプレゼンテーション ソースとして使用されないため、ユーザ インター
フェイスに表示されません。

Video Monitors
Video Output Connector [n] MonitorRole 設定を使用する各画面にロールを割り当てます。モニ
タ ロールは、この出力に接続されている画面上のどのレイアウト（コール参加者とプレゼンテー
ション）に表示するかを決定します。同じモニタ ロールの画面は同じレイアウトになり、別のモニタ 
ロールの画面は異なるレイアウトになります。
Video Monitors で設定するモニタ レイアウト モードには、部屋のセットアップで利用する各レイ
アウト数を反映させてください。いくつかの画面がプレゼンテーション用に確保できることに注意
してください。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/Single/Dual/DualPresentationOnly

Auto：ビデオ システムに接続された画面数は自動的に検出され、レイアウトはモニタ ロールの
設定に従って画面に割り振られます。
Single：すべての画面に同じレイアウトが表示されます。
Dual：レイアウトはモニタ ロール [第 1 （First）] および [第 2 （Second）] の画面に配信さ
れます。プレゼンテーションがレイアウトの一部である場合、コールの参加者はすべてモニ
タ ロール [第 1 （First）] の画面に表示され、プレゼンテーションはモニタ ロール [第 2 
（Second）] の画面に表示されます
DualPresentationOnly：コールのすべての参加者がモニタ ロール [第 1 （First）] の画面に表
示されます。プレゼンテーションがレイアウトの一部である場合、プレゼンテーションはモニタ 
ロール [第 2 （Second）] の画面に表示されます。

Video Output Connector [1..2] CEC Mode
ビデオ出力（HDMI）は、Consumer Electronics Control（CEC）をサポートします。
この設定が On の場合、システムはシステム自体がスタンバイに移行する際、画面をスタンバイ状
態に設定するために CEC を使用します。同様に、システムがスタンバイから復帰するとき、システ
ム自身が画面を起動します。
画面のアクティブなビデオ入力がユーザによって変更されることがあります。発信が開始されると、
ビデオ システムはアクティブなビデオ入力が画面の別の入力に切り替えられたかどうかを検出しま
す。すると、ビデオ システムは入力を切り戻すため、ビデオ システムがアクティブなビデオ入力ソー
スになります。ビデオ システムがスタンバイ状態に入るときにビデオ システムがアクティブな入力
ソースでない場合、画面はスタンバイに設定されません。
出力に接続した画面に CEC 互換性があること、および CEC が画面上で有効であることが必須条
件です。
CEC については、製造業者によって異なるマーケティング名称が使用されていることに注意してく
ださい。例：Anynet+（Samsung）、Aquos Link（シャープ）、BRAVIA Sync（Sony）、HDMI-CEC
（日立）、Kuro Link（パイオニア）、CE-Link および Regza Link（東芝）、RIHD（オンキョー）、
HDAVI Control、EZ-Sync、VIERA Link（Panasonic）、EasyLink（Philips）、NetCommand for 
HDMI（三菱）。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：CEC が無効になります。
On：CEC が有効になります。
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Video Output Connector [1..2] Location HorizontalOffset
HorizontalOffset 設定および VerticalOffset 設定は、各ビデオ出力に関連付けられています。これ
らの設定は、これらの出力に接続されているディスプレイの相対的な位置を信号で送信するために
使用されます。
HorizontalOffset = 0 および VerticalOffset = 0 はディスプレイが水平および垂直の両方で中央に
位置することを示します。負の水平オフセットは、モニタが中心の左にあり、正の水平オフセットは
モニタが中心の右にあることを示します。負の垂直オフセットは、モニタが中心の下にあり、正の垂
直オフセットはモニタが中心の上にあることを示します。オフセットの大きさはディスプレイが（他
のディスプレイと比較して）どれくらい中央から離れているかを示します。
例：隣り合った 2 つの画面があります。左はコネクタ 1 の画面、右はコネクタ 2 の画面です。ここ
では次の設定が適用されます。
Video Output Connector 1 Location: HorizontalOffset = 0, VerticalOffset = 0
Video Output Connector 2 Location: HorizontalOffset = 1, VerticalOffset = 0

例：下のように 2 つの画面があります。上側はコネクタ 1 の画面、下側はコネクタ 2 の画面です。
ここでは次の設定が適用されます。
Video Output Connector 1 Location: HorizontalOffset = 0, VerticalOffset = 0
Video Output Connector 2 Location: HorizontalOffset = 0, VerticalOffset = -1

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： コネクタ 1：0   コネクタ 2：1

値スペース： 整数（-100 ～ 100）
範囲：値は -100 ～ 100 である必要があります。

Video Output Connector [1..2] Location VerticalOffset
HorizontalOffset 設定および VerticalOffset 設定は、各ビデオ出力に関連付けられています。これ
らの設定は、これらの出力に接続されているディスプレイの相対的な位置を信号で送信するために
使用されます。
HorizontalOffset = 0 および VerticalOffset = 0 はディスプレイが水平および垂直の両方で中央に
位置することを示します。負の水平オフセットは、モニタが中心の左にあり、正の水平オフセットは
モニタが中心の右にあることを示します。負の垂直オフセットは、モニタが中心の下にあり、正の垂
直オフセットはモニタが中心の上にあることを示します。オフセットの大きさはディスプレイが（他
のディスプレイと比較して）どれくらい中央から離れているかを示します。
例：隣り合った 2 つの画面があります。左はコネクタ 1 の画面、右はコネクタ 2 の画面です。ここ
では次の設定が適用されます。
Video Output Connector 1 Location: HorizontalOffset = 0, VerticalOffset = 0
Video Output Connector 2 Location: HorizontalOffset = 1, VerticalOffset = 0

例：下のように 2 つの画面があります。上側はコネクタ 1 の画面、下側はコネクタ 2 の画面です。
ここでは次の設定が適用されます。
Video Output Connector 1 Location: HorizontalOffset = 0, VerticalOffset = 0
Video Output Connector 2 Location: HorizontalOffset = 0, VerticalOffset = -1

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： コネクタ n：0

値スペース： 整数（-100 ～ 100）
範囲：値は -100 ～ 100 である必要があります。
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Video Output Connector [1..2] MonitorRole
モニタ ロールは、ビデオ出力に接続された画面にどのビデオ ストリームを表示するかを示します。
すべての出力用の Video Monitors 設定および MonitorRole 設定とともに、各画面に表示される
レイアウト（ビデオ ストリーム）を定義します。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Auto

値スペース： Auto/First/Second/PresentationOnly

Auto：画面が接続されたときにシステムが検知し、Video Monitors 設定に対応するモニタ 
ロール（[第 1 （First）]、[第 2 （Second）]）を自動的に割り当てます。
First/Second：マルチ画面設定での画面の役割を定義します。シングル画面設定では、[第 1 
（First）] と [第 2 （Second）] の間に違いはありません。
PresentationOnly：アクティブな場合プレゼンテーション ビデオ ストリームを表示し、他のも
のは表示しません。このモニタ ロールの画面および出力は Video Monitors 設定によって無視
されます。

Video Output Connector [1..2] Resolution
接続している画面の解像度とリフレッシュ レートを定義します。
1920_1200_60 より大きなフォーマットには、高品質なディスプレイ ケーブルを使用する必要があ
ります。動作が保証されている範囲については、3840_2160_60 でシスコが事前に選定したディス
プレイ ケーブルを使用するか、または「プレミアム HDMI 認証」プログラムに合格したケーブルを使
用します。
UHD テレビおよび画面には、3840_2160_30 （30 Hz）のみしか使用できないものもあります
が、3840_2160_60 （60 Hz）はデフォルト設定ではありません。このような場合、テレビと画面
の関連設定で、ビデオ システムが接続されている HDMI 入力として 3840_2160_60 を許可する
ように再設定する必要があります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR、USER

デフォルト値： コネクタ n：Auto

値スペース： Auto/1920_1080_50/1920_1080_60/1920_1200_50/1920_1200_60/2560_14
40_60/3840_2160_30/3840_2160_60

Auto：システムは接続されたモニタのネゴシエーションに基づいて自動的に最適な解像度の設
定を試行します。
1920_1080_50：解像度は 1920 X 1080、更新間隔は 50 Hz です。
1920_1080_60：解像度は 1920 X 1080、更新間隔は 60 Hz です。
1920_1200_50：解像度は 1920 X 1200、リフレッシュ レートは 50 Hz です。
1920_1200_60：解像度は 1920 X 1200、更新間隔は 60 Hz です。
2560_1440_60：解像度は 2560 X 1440、更新間隔は 60 Hz です。
3840_2160_30：解像度は 3840 X 2160、更新間隔は 30 Hz です。
3840_2160_60：解像度は 3840 X 2160、更新間隔は 60 Hz です。
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Video Output Connector [1..2] RGBQuantizationRange
HDMI 出力に接続されたデバイスは CEA-861 で規定されている RGB ビデオ量子化範囲の規則
に従う必要があります。残念ながら、一部のデバイスは規格に準拠していません。その場合、ディス
プレイの完全なイメージを取得するために、この設定を使用して設定を上書きできます。ほとんど
の HDMI ディスプレイはフルの量子化範囲を想定しています。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Full

値スペース： Auto/Full/Limited

Auto：RGB の量子化の範囲は、AVI インフォフレームの RGB 量子化範囲ビット（Q0、Q1）に基
づいて自動的に選択されます。AVI インフォフレームが使用できない場合、RGB 量子化範囲は 
CEA-861-E に従ったビデオ形式に基づいて選択されます。
Full：完全な量子化の範囲。R、G、B の量子化範囲にはすべてのコード値（0 ～ 255）が含まれ
ます。これは CEA-861-E で規定されています。
Limited：限定された量子化の範囲。極端なコード値を除いた R、G、B の量子化範囲
（16 ～ 235）。これは CEA-861-E で規定されています。

Video Presentation DefaultPIPPosition
プレゼンテーション ピクチャ イン ピクチャ（PiP）の画面上の位置を定義します。この設定は、た
とえばユーザ インターフェイスを使用して、プレゼンテーションが明示的に PiP に縮小された場合
にのみ有効です。この設定は、次回以降のコールで有効になります。コール中に変更された場合、
現在のコールへの影響はありません。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Current

値スペース： Current/UpperLeft/UpperCenter/UpperRight/CenterLeft/CenterRight/
LowerLeft/LowerRight

Current：プレゼンテーション PiP の位置はコール終了後にも変更されません。
UpperLeft：プレゼンテーション PiP が画面の左上隅に表示されます。
UpperCenter：プレゼンテーション PiP が画面の上部中央に表示されます。
UpperRight：プレゼンテーション PiP が画面の右上隅に表示されます。
CenterLeft：プレゼンテーション PiP が画面の左中央に表示されます。
CenterRight：プレゼンテーション PiP が画面の右中央に表示されます。
LowerLeft：プレゼンテーション PiP が画面の左下隅に表示されます。
LowerRight：プレゼンテーション PiP が画面の右下隅に表示されます。

Video Presentation DefaultSource
デフォルトのプレゼンテーション ソースとして使用するビデオ入力ソースを定義します。この設定は、
API およびサード パーティのユーザ インターフェイスで使用できます。シスコが提供するユーザ 
インターフェイスを使用する場合は無関係です。

必要なユーザ ロール： ADMIN、USER

デフォルト値： 2

値スペース： 1/2

デフォルトのプレゼンテーション ソースとして使用するビデオ入力ソース。

Video Selfview Default Mode
コール終了後にメイン ビデオ ソース（セルフビュー）を画面に表示するかどうかを定義します。
セルフビュー ウィンドウの位置とサイズはそれぞれ、Video Selfview Default PIPPosition と 
Video Selfview Default FullscreenMode の設定によって決まります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Current

値スペース： Off/Current/On

Off：セルフビューはコール退出時にオフにされます。
[現在（Current）]：セルフビューはそのままの状態で残ります。つまりコール中にオンであった場
合はコール終了後にもオンのままであり、コール中にオフであった場合はコール終了後にもオ
フのままです。
On：セルフビューはコール退出時にオンにされます。
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Video Selfview Default FullscreenMode
コール終了後に、メイン ビデオ ソース（セルフビュー）を全画面表示するか、小さいピクチャインピ
クチャ（PiP）として表示するかを定義します。この設定はセルフビューがオンになっている場合に
のみ有効です（Video Selfview Default Mode の設定を参照）。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Current

値スペース： Off/Current/On

Off：セルフビューは PiP として表示されます。
Current：セルフビューの画像のサイズはコール終了時に未変更の状態に保たれます。つまり
コール中に PiP であった場合はコール終了後にも PiP のままであり、コール中に全画面であっ
た場合はコール終了後にも全画面のままです。
On：セルフビューの画像は全画面表示されます。

Video Selfview Default OnMonitorRole
コールの後にメイン ビデオ ソース（セルフビュー）を表示する画面/出力を定義します。この値は、
Video Output Connector [n] MonitorRole で設定された各種出力のモニタ ロールを反映してい
ます。
この設定は、セルフ ビューが全画面で表示されたとき、およびセルフビューがピクチャインピクチャ
（PiP）で表示されたときの両方に適用されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Current

値スペース： Current/First/Second

Current：コールを中止すると、セルフビュー画像がコール中と同じ出力上に維持されます。
First：セルフビュー画像は、Video Output Connector [n] MonitorRole が First に設定された出
力上に表示されます。
Second：セルフビュー画像は、Video Output Connector [n] MonitorRole が Second に設定
された出力上に表示されます。

Video Selfview Default PIPPosition
コール終了後に小さいセルフビュー ピクチャインピクチャ（PiP）を表示する画面上の位置を定義
します。この設定は、セルフビューがオンになっており（Video Selfview Default Mode 設定を参
照）、全画面表示がオフになっている場合（Video Selfview Default FullscreenMode 設定を参
照）にのみ有効です。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： Current

値スペース： Current/UpperLeft/UpperCenter/UpperRight/CenterLeft/CenterRight/
LowerLeft/LowerRight

Current：セルフビュー PiP の位置はコール終了後にも変更されません。
UpperLeft：セルフビュー PiP が画面の左上隅に表示されます。
UpperCenter：セルフビュー PiP が画面の上部中央に表示されます。
UpperRight：セルフビュー PiP が画面の右上隅に表示されます。
CenterLeft：セルフビュー PiP が画面の左中央に表示されます。
CenterRight：セルフビュー PiP が画面の右中央に表示されます。
LowerLeft：セルフビュー PiP が画面の左下隅に表示されます。
LowerRight：セルフビュー PiP が画面の右下隅に表示されます。

Video Selfview OnCall Mode
コールをセットアップする短い間、この設定を使用してセルフ ビューがオンにされます。セルフ
ビューをオンのままにしておく時間の長さは、Video Selfview OnCall Duration 設定で定義します。
これは一般にセルフ ビューがオフの場合に適用されます。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： On

値スペース： Off/On

Off：セルフ ビューはコール セットアップ中に自動的に表示されません。
On：セルフ ビューはコール セットアップ中に自動的に表示されます。
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Video Selfview OnCall Duration
この設定は Video Selfview OnCall Mode 設定がオンになっている場合にのみ有効です。この場
合、ここで設定された秒数により、自動的にオフにされる前にセルフ ビューが表示される期間が決
まります。

必要なユーザ ロール： ADMIN、INTEGRATOR

デフォルト値： 10

値スペース： 整数（1 ～ 60）
範囲：セルフ ビューをオンにする期間を選択します。有効な範囲は、1 ～ 60 秒です。
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Experimental 設定
試験的設定は、テストのためだけのもので、シスコと同意したのでない限り使用できません。これ
らの設定は記載されておらず、以降のリリースで変更されます。
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付録
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Touch 10 の使用方法

Touch 10 ユーザ インターフェイスとその使用方法の詳細
については、ビデオ システムのユーザ ガイドを参照してく
ださい。

[マイク（Microphone）] ボタ
ンを押して、マイクをミュート/

ミュート解除します。

時刻。

? をタップして、ヘルプ デスクまたはその他のファシ
リティ サービスに問い合わせます（有効な場合）。

システム名または連絡先情報をタ
ップして、[システム情報（System 
Information）]、[設定（Settings）]、 
[再起動（Restart）] および [初期設
定へのリセット（Factory Reset）] 
にアクセスします。また、[コール転
送（Call forwarding）]、[スタンバイ
（Standby）] および [着信拒否（Do 

not disturb）] モードを有効にするこ
ともできます。

[メッセージ（Messages）] 
をタップして、ボイス メール 
システムを呼び出します。

[カメラ（Camera）] アイコンをタップして、セル
フビューとカメラ制御をアクティブにします。

[共有（Share）] をタップ
して、コンテンツの共有を
開始したり、プレゼンテー
ションを実行したりします。

[コール（Call）] をタップして
発信します。また、[お気に入
り（Favorites）]、[ディレクト
リ（Directory）]、および [履
歴（Recents）] の連絡先リ
ストを呼び出します。

室内制御を利用できる場合、
そのエントリ アイコン  

（ご使用のシステムのエント
リ アイコンはこれとは異なっ
ている場合もあります）。

スピーカーの音量を下げる
には音量ボタンの左側を
押し続け、音量を上げるに
は右側を押し続けます。
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リモート モニタリングのセットアップ

スナップショットについて

ローカル入力ソース
ビデオ システムのローカル入力ソース
のスナップショットが [コール制御（Call 
Control）] ページに表示されます。

スナップショットは、ビデオ システムがアイド
ル中でも通話中でも表示されます。

遠端のスナップショット
通話中に、遠端カメラからのスナップショッ
トを表示することもできます。この場合、遠
端ビデオ システムに RemoteMonitoring オ
プションがあるかどうかは関係ありません。

遠端スナップショットは、コールが暗号化さ
れていると表示されません。

ビデオ システムに RemoteMonitoring オプションがある
かどうかの確認

1. Web インターフェイスにサインインします。

2. [ホーム（Home）] ページで、インストールされているオプションのリ
ストに RemoteMonitoring が含まれているかどうかを確認します。

リストにない場合、リモート モニタリングは使用できません。

リモート モニタリングの有効化
RemoteMonitoring オプション キーをインストールします。オプション 
キーのインストール方法については、►「オプション キーの追加」の章
で説明しています。

リモート モニタリング オプションを有効にする場合は、プライバシーに関する地
域の法律および規制を遵守する必要があります。また、システム管理者がカメラ
や画面を監視および制御する場合があることを、システムのユーザに適切な方
法で通知してください。システムの使用時にプライバシー規制を遵守するのはお
客様の責任であり、シスコはこの機能の違法な使用について一切の責任を否認し
ます。

要件：
• RemoteMonitoring オプション

リモート モニタリングは、別の場所からビデオ システムを制御する場
合に役立ちます。

入力ソースからのスナップショットが Web インターフェイスに表示され
るため、部屋にいなくても、カメラ ビューを確認したり、カメラを制御
したりできます。

有効にすると、スナップショットは約 5 秒おきに自動的に更新され
ます。

スナップショットを自動更新する
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Web インターフェイスを使用したコール情報へのアクセス

コール状態インジケータ
バッジはアクティブ コール数
を示します。システムがアイド
ル状態の場合、バッジはあり
ません。

インジケータをクリックし、接
続されているコールの詳細情
報を表示します。

[コール情報（Call Information）] 
ウィンドウの表示
[コール情報（Call Information）] ウィンド
ウを手動で開くには、コール状態インジ
ケータをクリックします。

デフォルトでは、ビデオ システムが
コールを受信すると [コール情報（Call 
Information）] ウィンドウが自動的に表示
されます。

着信コール通知のオン/オフの切
り替え
[着信コール通知を無視する（Ignore 
incoming call notices）] をクリックする
と、ビデオ システムがコールを受信した
ときに [コール情報（Call Information）] 
ウィンドウを自動的に表示するかどうかを
決定できます。

このチェックボックスをオンにした場合
は、[コール情報（Call Information）] ウィ
ンドウが自動的に開きません。

[コール制御（Call Control）] ペー
ジの表示
[コール制御（Call Control）] ページに直接
移動するには、[コール制御を開く（Open 
Call Control）] をクリックします。

コールの制御
関連する制御ボタンが [コール情報（Call 
Information）] ウィンドウに表示されま
す。ボタンの用途は次のとおりです。

 コールの詳細を表示する

 コールを保留にする

 コールに応答する

 コールを切断する

コール状態インジケータにつ
いて
コール状態インジケータは、システムが通話
中かどうか、および処理中のコール件数を示
します。また、着信コールを通知することも
できます。

コール状態インジケータは [コール制御（Call 
Control）]  ページ以外のすべてのページで
使用できます。
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コールの詳細の表示/非表示
[情報ボタン（information button）] をクリックすると、コール
の詳細情報が表示されます。

もう一度ボタンをクリックすると情報が非表示になります。

Web インターフェイスを使用したコールの発信

Web インターフェイスにサインインして、[コール制御（Call Control）] 
に移動します。

コールの保留と再開
参加者を保留にするには、その参加者の名前の横にある 

 ボタンを使用します。

コールを再開するには、保留中の参加者に表示される 
 ボタンを使用します。

（1/2 ページ）

DTMF トーンの送信
アプリケーションが DTMF（デュアルトーン多重周波数）シグナリ
ングを必要とする場合は、クリックしてキー パッドを開きます。コールの発信

Web インターフェイスを使ってコールを開始した場合でも、
コールに使用されるのはビデオ システム（ディスプレイ、マイク
およびスピーカー）であり、Web インターフェイスを実行する 
PC ではありません。

1. [お気に入り（Favorites）]、[ディレクトリ（Directory）]、または [履歴
（Recents）] リストに移動して該当するエントリを探すか、[検索ま
たはダイヤル（Search or Dial）] フィールドに 1 文字以上を入力し
ます*。該当する連絡先名をクリックします。

2. 連絡先カードで [コール（Call）] をクリックします。

または、[検索して発信（Search and Dial）] フィールドに完全な URI また
は番号を入力します。次に、URI または番号の横に表示される [コール
（Call）] ボタンをクリックします。

* 検索時には、入力内容に応じて、[お気に入り（Favorites）]、[ディレクトリ
（Directory）]、および [履歴（Recents）] リストの一致するエントリが表示されます。

コールの終了
コールまたは会議を終了するには、[全通話切断
（Disconnect all）] をクリックします。表示されるダイア
ログで選択内容を確認します。

1 人の参加者のみコールを終了するには、その参加者の
 ボタン をクリックします。
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Web インターフェイスを使用したコールの発信（2/2 ページ）

Web インターフェイスにサインインして、[コール制御（Call Control）] 
に移動します。

マイクのミュート
[マイク：オン（Microphone: On）] をクリックすると、
マイクがミュートになります。すると、テキストが [マイ
ク: オフ（Microphone: Off）] に変わります。

ミュートを解除するには、[マイク: オフ（Microphone: 
Off）] をクリックします。 音量アップ

音量ダウン

音量の調整

複数の相手に発信
ポイントツーポイントのビデオ コール（2 者間限定のコール）を拡張し
て、音声専用でもう 1 人の参加者を増やすことができます。

オプションの組み込み MultiSite 機能をシステムで使用している場合は、
本人も含めて最大 4 人までがビデオ コール（会議）に参加できます。

最初の参加者を呼び出したときと同じ手順で、次の会議参加者を呼び
出してください。

会議ブリッジを使用した複数のコール（CUCM のアドホック会議）は、
ビデオ システムでサポートされていても Web インターフェイスではサ
ポートされません。
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Web インターフェイスを使用したコンテンツの共有

Web インターフェイスにサインインして、[コール制御（Call 
Control）] に移動します。

[スナップショット
（Snapshot）] 領域
選択したプレゼンテーション 
ソースのスナップショットが
表示されます。

リモート モニタリング オプ
ションがあるビデオ システ
ムでのみ利用できます。

プレゼンテーション 
ソース ドロップダウン
リスト
このドロップダウン リスト
から、共有する入力ソース
を選択します。

コンテンツ シェアリング（共
有）について
プレゼンテーション ソースは、ビデオ入力ま
たはお使いのビデオ システムに接続するこ
とができます。プレゼンテーション ソースと
して最も多く使用されるのは PC ですが、シ
ステムの設定によってはその他のオプション
を使用できる場合があります。

通話中に、他の参加者（相手先）とコンテン
ツを共有できます。

コール（通話）中でない場合は、コンテンツ
はローカルに表示されます。

コンテンツを共有する
1. プレゼンテーション ソース ドロップダウンリ
ストで、共有するコンテンツ ソースを選択し
ます。

2. [プレゼンテーションの開始（Start 
Presentation）] をクリックします。これによ
り、テキストが [プレゼンテーションを中止
（Stop Presentation）] に変わります。

コンテンツ共有の停止： 
共有している間に表示される [プレゼンテーショ
ンを中止（Stop Presentation）] ボタンをクリック
します。
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ローカル レイアウトの制御

Web インターフェイスにサインインして、[コール制御（Call 
Control）] に移動します。

レイアウトの変更
[レイアウト（Layout）] をクリックし、表示さ
れるウィンドウで望ましいレイアウトを選択
します。

選択するレイアウトのセットは、システム設
定によって異なります。

レイアウトは、アイドル中でも通話中でも変
更可能です。

レイアウトについて
ここでいうレイアウトとは、プレゼンテー
ションとビデオを画面に表示するさまざまな
方法のことです。会議の種類によって、レイ
アウトを変える必要があります。

通話や会議の参加者の数は、選択肢に反映
されます。
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ローカル カメラの制御

Web インターフェイスにサインインして、[コール制御（Call 
Control）] に移動します。

前提条件
• [ビデオ（Video）] > [入力（Input）] > [コネクタ n
（Connector n）] > [カメラ操作（CameraControl）] > [モー
ド（Mode）] 設定が [オン（On）] になっている。

• カメラにパン、チルト、またはズーム機能が付いている。
• スピーカーのトラッキングはオフです。

パン/チルト/ズーム コントロールを使用したカメラの
移動
スピーカーのトラッキングをオンにすると、カメラ制御は使用でき
ません。

1. カメラ アイコンをクリックして、カメラ制御ウィンドウを開き
ます。

部屋からのビデオ スナップショットは、リモート モニタリング 
オプションがあるビデオ システムにのみ表示されます。

2. カメラのパンには左右の矢印キー、チルトには上下の矢印
キー、ズームインとズームアウトには + および - を使用し
ます。

ウィンドウには、該当するコントロールのみが表示されます。

カメラのプリセット位置への移動

1. [プリセット...（Presets...）] をクリックして、使用
可能なプリセットのリストを開きます。

プリセットが定義されていない場合は、ボタン
が無効になり、[プリセットなし（No presets）] 
と表記されます。

2. プリセットの名前をクリックして、カメラをプリ
セット位置に移動します。

3. [OK] をクリックしてウィンドウを閉じます。

Web インターフェイスを使用してプリセット
を定義することはできません。タッチ コント
ローラを使用する必要があります。

プリセットを選択すると、スピーカーのト
ラッキングは自動的にオフになります。

スナップショットを自動更新する

[スナップショット（Snapshot）] 領域
メイン入力ソースのスナップショットが表示されます。

リモート モニタリング オプションがあるビデオ システムでのみ
利用できます。
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相手先カメラの制御

Web インターフェイスにサインインして、[コール制御（Call Control）] 
に移動します。

リモート参加者のカメラを制御

1. リモート カメラ制御ウィンドウを開くには、カメラ
のアイコンをクリックします。

2. カメラのパンには左右の矢印キー、チルトには上
下の矢印キー、ズームインとズームアウトには + お
よび - を使用します。

遠端カメラの制御が許可されていない場合は、画
面にコントロールが表示されません。

コールが暗号化されている場合、制御の背後の遠
端スナップショットは表示されません。

前提条件
以下の条件において、通話中にリモート参加者のカメラ（相手先）を制
御できます。

• 遠端ビデオ システムで [会議（Conference）] > [遠端制御
（FarEndControl）] > [モード（Mode）] 設定が [オン（On）] になっ
ている。

• 遠端カメラにパン、チルト、ズーム機能がある。関連する制御のみ
表示される。

• 遠端カメラではスピーカーのトラッキングはオンになっていない。
• ローカル ビデオ システムにリモート モニタリング  オプション
がある。
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ClearPath により、高度なパケット損失復元メカニズムを導入できま
す。これらのメカニズムは、エラーを起こしやすい環境でビデオ システ
ムを使用した場合の品質を向上させます。

ClearPath はシスコ独自のプロトコルです。CE ソフトウェアを実行する
すべてのエンドポイントが ClearPath に対応しています。

関係するエンドポイントとインフラストラクチャ要素が ClearPath に対
応している場合、ポイントツーポイント接続（ホステッド会議を含む）で
すべてのパケット損失復元メカニズムが使用されます。マルチサイト会
議でサポートされているのは、ごく一部のメカニズムだけです。

パケット損失の復元力：ClearPath
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ルーム分析

ルーム分析機能は、会議室からのいくつかの
変数を使用します。また、それらの変数を再
利用して、時間経過やコールのたびに部屋の
使用率を分析します。

人の存在の検出
ビデオ システムは、人が室内にいるかどうかを見つける機能を備えて
います。室内に人がいるかどうかを検知するには最低 2 分かかります。
部屋が空室になった後、ステータスを変更するまで最大 2 分かかるこ
とがあります。

この機能は、超音波に基づいています。室内にいた人物の記録を保持
することはなく、人が部屋にいたかどうかだけを検知します。

Web インターフェイスから人の存在の検出をオンまたはオフにできま
す。Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ（Setup）] >  
[設定（Configuration）] > [ルーム分析（RoomAnalytics）] > [人の存在
の検出（PeoplePresenceDetector）] に移動します。

人数のカウント
顔検出を使用して、ビデオ システムが室内にいる人の人数を特定でき
ます。室内にいた人物の記録を保持することはなく、顔の平均数だけ
を検知します。

カメラに顔を向けていない人はカウントされません。室内に物体や写
真がある場合、これらも顔として検知され、カウントされる可能性があ
ります。

信頼性の高い平均数を得るために、コール時間の長さは最低 2 分必要
です。2 分未満のコールと人数のカウントが無効にされたコールでは、
通話履歴を取得すると「N/A」が表示されます。

デフォルトでは、ビデオ システムは通話中のときまたはセルフ ビュー
に画像を表示したときにのみ人数をカウントします。

非通話中の人をカウントするように選択できます。有効にすると、ビ
デオ システムはビデオ システムがスタンバイ モードでない限り、人
数を数えます。セルフ ビューがオフであっても、これは非通話中の人
数を含みます。Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ
（Setup）] > [設定（Configuration）] > [ルーム分析（RoomAnalytics）] > 
[非通話中の人をカウント（PeopleCountOutOfCall）] に移動します。

  

ステータス
人の存在および人のカウントの、指定された時点のステータスを表示し
ます。Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ（Setup）] >  
[ステータス（Status）] > [ルーム分析（RoomAnalytics）] に移動します。

診断
Touch 10 コントローラから SpeakerTrack 診断モードを有効にする
と、画面上で実況される人数のカウンタを見ることができます。セルフ 
ビューをオンにしてタッチ コントローラの左上隅にある連絡先情報を
タップし、[設定（Settings）] メニューを開きます。[問題と診断（Issues 
& diagnostics）] をタップし、[SpeakerTrack の診断（SpeakerTrack 
diagnostics）] をオンにします。

通話履歴コマンド
コール後に、通話履歴コマンドから人々の平均数の値を抽出できます。

• xCommand CallHistory Get DetailLevel: Full
通話履歴コマンドは、API（Application Programming Interface）から
使用できます。詳細については、お使いの製品の API リファレンス ガ
イドを参照してください。

参照先： ► https://www.cisco.com/go/roomkit-docs

https://www.cisco.com/go/roomkit-docs
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照明やブラインドなど、会議室内の周辺機器の制御を許可するように
ユーザ インターフェイスをカスタマイズすることができます。また、マク
ロをトリガーすることによってビデオ システムの動作を変更します。

これにより、制御システムの機能とビデオ システムのユーザ フレンド
リーなユーザ インターフェイスとの強力な組み合わせが可能になります
（Touch 10）。

室内制御パネルの例

室内制御エディタを使用してカスタム ユーザ インターフェイス パネル
（室内制御パネル）を設計する方法、およびビデオ システムの API を
使用して室内制御をプログラミングする方法の詳細については、『CE 
カスタマイズ ガイド』[英語] を参照してください。参照先： 

► https://www.cisco.com/go/in-room-control-docs

室内制御アーキテクチャ
Touch 10 コントローラおよび制御システムでは、シスコのビデオ システ
ムが必要です。制御システムは、ハードウェア ドライブや周辺機器を備え
た Crestron や AMX などの他社製システムである場合もあります。これ
はビデオ システムではなく、周辺機器を制御する制御システムです。

制御システムをプログラミングする場合、ビデオ システムのユーザ 
インターフェイス上のコントロールを接続するために、ビデオ システム
の API（イベントとコマンド）を使用する必要があります。

ビデオ システム
制御システム

ブラインド

環境

照明

その他...

室内制御エ
ディタ

API
Touch 10

室内制御の概略図

ビデオ システムのマクロ フレームワークは、制御システムとしても役立
つことがあります。この場合、制御システムはビデオ システムの API を使
用して、短縮ダイヤル、言語の選択、カスタマイズされたシステムのリセッ
トなど、あらゆる種類のローカル機能をトリガーすることができます。

（1/2 ページ）ビデオ システムの Touch 10 ユーザ インターフェイスをカスタマイズ

https://www.cisco.com/go/in-room-control-docs


D15374.05 Room Kit Administrator Guide CE9.3, APRIL 2018.  www.cisco.com ̶ Copyright © 2018 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. 170

Cisco Spark Room Kit  管理者ガイド

ビデオ システムの Touch 10 ユーザ インターフェイスをカスタマイズ（2/2 ページ）

室内制御エディタ

無料のエディタ
ビデオ システムのソフトウェアには、無料の使いやすいドラッ
グアンドドロップ エディタが付属しています。カスタム ユーザ 
インターフェイス パネル（室内制御パネル）の構成にはこれを
使用してください。

Web インターフェイスにサインイン*して、[統合（Integration）] > 
[室内制御（In-Room Control）] に移動します。
• [エディタの起動（Launch Editor）] をクリックして、エディ
タをビデオ システムの Web インターフェイスから直接起
動します。

新しい室内制御パネルをビデオ システムにプッシュするこ
とができます。結果はタッチ コントローラ上に即座に表示
されます。

• [エディタをダウンロード（Download Editor）] をクリックし
て、お使いのハード ドライブからブラウザでローカルに実
行できるスタンドアロン バージョンをダウンロードします。

これにより、ビデオ システムに接続せずにカスタム イン
ターフェイスを構成できます。後でファイルをエクスポート
およびインポートして、ローカル バージョンとビデオ シス
テム間で作業を移動することができます。

プレビュー機能
エディタは、カスタム インターフェイスがどのようにユーザ 
インターフェイスに表示されるか確認するためのプレビュー
機能も提供します。

プレビュー機能はお使いのカスタム（室内制御）パネルの完全
なソフトウェア バージョンでもあるため、制御をクリックする
と、実際の  Touch 10  ユーザ インターフェイスで選択される
のと同じ動作が発生します。

したがって、実際の  Touch 10  ユーザ インターフェイスで有効
にすることなく、プレビュー機能を使用してお使いの統合をテ
ストできます。離れた場所からビデオ システムの室内制御を
使用することもできます。

ルーム シミュレータ
ルーム シミュレータを使用して、Touch 10  ユーザ インター
フェイスの室内制御により、室内の状態がどのように変更され
たかを可視化することができます。

ビデオ システムのシミュレータ設定をエクスポートす
る前に、すべての既存の室内の設定をバックアップし
ます。シミュレータ設定は、ビデオ システム上の既存
の設定を置き換えます。

Web インターフェイスにサインインして、[統合（Integration）] > 
[室内制御（In-Room Control）] に移動します。

• [シミュレータの起動（Launch Simulator）] をクリックし
て、ルーム シミュレータをブラウザで開きます。

ルーム シミュレータには、ビデオ システムにエクスポート
可能な定義済みの室内制御設定が含まれます。つまり、実
際の  Touch 10  ユーザ インターフェイスから、シミュレー
タの仮想会議室を制御することができます。

• [シミュレータ設定のロード（Load simulator config）] を
クリックして、ビデオ システムのシミュレータ設定をエクス
ポートします。

* 制御システムをプログラミングするときに必要な室内制御エディタおよび 
API コマンドにアクセスするには、ROOMCONTROL、INTEGRATOR、ま
たは ADMIN ユーザ ロールを持つユーザが必要です。



D15374.05 Room Kit Administrator Guide CE9.3, APRIL 2018.  www.cisco.com ̶ Copyright © 2018 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. 171

Cisco Spark Room Kit  管理者ガイド

マクロを使用したビデオ システムの動作のカスタマイズ 

マクロにより、ビデオ システム上で実行するコードの独自のスニペット
を作成できます。言語は、arrow functions、promises および classes 
などの機能をサポートする JavaScript/ECMAScript 6 です。

マクロ フレームワークを利用して、インテグレータはビデオ システムの
動作を個別の顧客要件に応じて調整するスクリプトを作成することが
できます。インテグレータが行える作業には、独自の機能または機能の
バリエーションの実装、特定の設定または再設定の自動化、機能のカス
タム テストやモニタリングの作成などがあります。

マクロの使用とカスタム ユーザ インターフェイス（以前は室内制御パ
ネルと呼ばれた）の作成を組み合わせることで、ユーザ インターフェイ
ス（Touch 10）を修正して、カスタマイズされたローカル機能をトリガー
できます。以下に例を示します。

• 短縮ダイヤルボタンの追加
• すべての設定を好みのデフォルト セットアップに戻すためのルーム 
リセットボタンの追加

マクロについての詳細およびビデオ システムの組み込みマクロエディ
タの使用方法については、CE カスタマイズ ガイド [英語] を参照してく
ださい。参照先： 

► https://www.cisco.com/go/in-room-control-docs

* マクロ エディタにアクセスするには、ADMIN ユーザ ロールを保持しているユーザが
必要です。

ビデオ システムでのマクロの使用の許可
Web インターフェイスにサインインして、[セットアップ（Setup）] > [設定
（Configuration）] に移動します。

• [マクロ（Macros）] > [モード（Mode）] を [オン（On）] に設定し
ます。

この設定が [オフ（Off）] の場合にマクロ エディタを起動しよう
とすると、ポップアップ メッセージが表示されます。[マクロの
有効化（Enable Macros）] をタップして応答した場合は [マクロ
（Macros）] > [モード（Mode）] 設定が自動的に [オン（On）] に変
更され 、エディタが起動します。

マクロ エディタの起動
Web インターフェイスにサインイン * して、[統合（Integration）] > [マク
ロ エディタ（Macro Editor）] に移動します。

オフラインで使用可能なエディタのスタンドアロン バージョンは提供
されていません。

マクロ エディタ
マクロ エディタは、以下のことができる強力
なツールです。

• 変更したり、そのまま使用したり、または
自身のマクロを記述する際のヒントとし
て使用したりするコードの例をロードで
きます。

• 詳細なマクロ記述チュートリアルを用意
しているので、参照してください。コード
の例についても、より詳しく説明してい
ます。

• 独自のマクロを記述し、ビデオ システム
にアップロードできます。

• マクロは、個別に有効または無効にでき
ます。

• マクロを実行したときの動作は、組み込
みのログ コンソールで確認できます。

https://www.cisco.com/go/in-room-control-docs
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入力ソースの構成

ビデオ システムの API を使用すると、単一の主要なビデオ ストリーム
で最大 4 つの入力ソースを結合できます。

入力ソースの最大数は、ビデオ システムによって異なります。

 
ビデオ システム

さまざまな入力ソースの 
最大数

Room Kit、SX20 2

Codec Plus、Room 55、Room 70、 
MX200 G2、MX300 G2

3

SX80、MX700、MX800 4

SX10、DX70、DX80 N/A

ソース構成

構成レイアウト
2 つのレイアウトから選択できます。
• Equal
• PIP（2 つの入力ソースを構成するときにのみ使用可能）

レイアウトは固定されるため、画像サイズの変更や、PIP の移動はでき
ません。

構成とレイアウトは、コールとコール外の両方でいつでも変更でき
ます。

自画面
自画面は、遠端に送信されるのと同じ構成イメージを示します。

個別カメラ制御
API コマンド（xCommand Camera *）を使用して、個々のカメラを制御
することができますが、ユーザ インターフェイス上の制御は使用できま
せん。

ユーザ インターフェイスでカメラを選択すると、メインのビデオ スト
リームが構成されたビデオ ストリームから、選択されたカメラからの
単一のストリームに切り替えられます。

オン デマンドによる構成およびレイアウトの変更
入力ソース構成は API コマンドを使用してのみ利用可能です。専用の
ユーザ インターフェイスは提供されません。

構成とレイアウトをオン デマンドで簡単に変更できるようにするには、
マクロを使用してカスタム ユーザ インターフェイス パネル（室内制御
パネル）を作成することをお勧めします。

（1/2 ページ）

レイアウト

Equal

ソースの数：2

ソースの数：3

ソースの数：4

ピクチャインピクチャ（PIP）

ソースの数：2
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API コマンド
xCommand Video Input SetMainVideoSource 

ConnectorId: <1..n> SourceId: <1..m> 
Layout: <Equal, PIP>

説明：
入力ソースは、（ConnectorId）に接続され
ている物理コネクタか、論理ソース識別子
（SourceId）のいずれかによって識別できます。
同じコマンド内で異なる識別子を混合すること
はできません。ConnectorId または SourceId 
のいずれかを使用してください。これらの識
別子は、[ビデオ入力コネクタ（Video Input 
Connector）] および [ビデオ入力ソース（Video 
Input Source）] のステータスで見つけることが
できます。

Equal レイアウトと PIP レイアウト（Layout）の
違いは、サイドバーに表示されます。

詳細については、API ガイドを参照してください。

入力ソースの構成（2/2 ページ）

例
xCommand Video Input SetMainVideoSource ConnectorId: 1 ConnectorId: 2 Layout: Equal

xCommand Video Input SetMainVideoSource SourceId: 1 SourceId: 2 Layout: PIP
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 図に示しているスクリプト名とコンフィギュレーションは一例です。独自のスクリプトを作成できます。

スタートアップ スクリプトの管理

スタートアップ スクリプトにつ
いて
スタートアップ スクリプトには起動手順の一
部として実行されるコマンド（xCommand）
および構成（xConfiguration）が含まれます。

xCommand SystemUnit Boot など、いくつ
かのコマンドとコンフィギュレーションはス
タートアップ スクリプトに含めることができ
ません。不正なコマンドやコンフィギュレー
ションが含まれるスクリプトは保存できま
せん。

xCommand および xConfiguration の構文
とセマンティックは、製品の API ガイドに説
明されています。

Web インターフェイスにサインインして、[統合（Integration）] > [スター
トアップ スクリプト（Startup Scripts）] に移動します。

スタートアップ スクリプト
のリスト
1 つ以上のスタートアップ スク
リプトを作成できます *。

アクティブなスタートアップ スク
リプトの横には緑色のドットが
表示され、非アクティブ スタート
アップ スクリプトの横には赤色
のリングが表示されます。

複数のスタートアップ スクリプ
トがある場合は、リストの上か
ら下に順番に実行されます。

スタートアップ スクリプトの作成
1. [新規作成...（Create new...）] をクリック
します。

2. タイトル入力フィールドにスタートアップ ス
クリプトの名前を入力します。

3. コマンド入力領域に、コマンド
（xConfiguration または xCommand）を
入力します。新しい行で各コマンドを開始
します。

4. [保存（Save）] をクリックします。

5. [オン（On）] をクリックすると、スタートアッ
プ スクリプトがアクティブになります。

既存のスクリプトを編集の開始点として使用
する場合は、そのスクリプトを選択して [コピー
（Copy）] をクリックします。

スタートアップ スクリプトの即時実行
1. リストからスタートアップ スクリプトを選択します。

2. [実行（Run）] をクリックします。

アクティブ スタートアップ スクリプトと非アクティブ ス
タートアップ スクリプトの両方を、即時に実行できます。

スタートアップ スクリプトのアクティブ化または 
非アクティブ化
1. リストからスタートアップ スクリプトを選択します。

2. [オン（On）] をクリックしてスクリプトをアクティブにするか、
[オフ（Off）] をクリックしてスクリプトを非アクティブにします。

アクティブ スタートアップ スクリプトは、ビデオ システムが起
動するたびに実行されます。

スタートアップ スクリプトの削除
1. リストからスタートアップ スクリプトを選択します。

2. [削除（Delete） をクリックします。
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Web インターフェイスにサインインして、[統合（Integration）] > [開発
者 API（Developer API）] に移動します。

XML ファイルはビデオ システムの API の一部です。システムに関する
情報が階層で構成されています。

• Configuration.xml には現在のシステム設定（コンフィギュレー
ション）が含まれます。これらの設定は、Web インターフェイスまた
は API（アプリケーション プログラミング インターフェイス）から
制御されます。

• status.xml 内の情報は常にビデオ システムによって更新され、シ
ステムおよびプロセスの変更が反映されます。ステータス情報は、
Web インターフェイスまたは API からモニタします。

• Command.xml にはアクションの実行をシステムに指示するため
に使用できるコマンドの概要が含まれます。コマンドは、API から
発行されます。

• Valuespace.xml には、システム設定、ステータス情報、およびコマ
ンドのすべての値スペースの概要が含まれています。

ビデオ システムの XML ファイルへのアクセス 

API について
アプリケーション プログラミング インター
フェイス（API）は、ビデオ システムを使用す
る統合技術者や開発者を対象としたツール
です。API に関する詳細は、ビデオ システム
の API ガイドで説明されています。

XML ファイルを開く
ファイル名をクリックして、XML ファイルを開きます。
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Web インターフェイスにサインインして、[統合（Integration）] > [開発
者 API（Developer API）] に移動します。

コマンド（xCommand）とコンフィギュレーション（xConfiguration）は 
Web インターフェイスから実行できます。構文とセマンティックは、ビ
デオ システムの API ガイドで説明されています。

Web インターフェイスからの API コマンドと構成の実行 

API コマンドとコンフィギュレーションの実行

1. テキスト領域に、コマンド（xCommand または 
xConfiguration）またはコマンド シーケンスを入力
します。

2. [実行（Execute）] をクリックして、コマンドを発行し
ます。

API について
アプリケーション プログラミング インター
フェイス（API）は、ビデオ システムを使用す
る統合技術者や開発者を対象としたツール
です。API に関する詳細は、ビデオ システム
の API ガイドで説明されています。
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ネットワーク（Network）
イーサネット インターフェイス、10 Mb/100 Mb/1 Gb のイーサネッ
ト LAN インターフェイス（RJ45）。

Touch 10 コントローラ
Touch 10 は、このソケットでは提供されていないイーサネット経
由で電源供給されています。したがって、Touch 10 とビデオ シス
テム間にはミッドスパン パワー インジェクタが必要です。 
► 「Touch 10 コントローラの接続」の章を参照してください。

音声ライン出力
3.5 mm ミニジャック、3 ピン コネクタ。アクティブ スピーカー
（増幅器内蔵）またはセルフパワー型サブウーファーと共に使用
します（Audio Output Line OutputType の設定を参照）。

マイク
2 つの 3.5 mm ミニジャック、外部マイク用の 4 ピン コネク
タ：Cisco Table Microphone 20 または Cisco TelePresence 
Ceiling Microphone。

電源
必ず付属の電源を使用してください。
• DC 出力：5.83 A、12 V
• AC 入力：100 ～ 240 V、50 ～ 60 Hz、最大 1.2 A

電源スイッチがオンの位置にある場合、システムは自動的に電源
が入ります。

初期設定リセット ピンホール
ピンホールは最後の手段として使用してください。初期設定への
リセットは、Touch ユーザ インターフェイスまたは Web インター
フェイスから実行することをお勧めします。

モニタ出力
HDMI バージョン 2.0、最大解像度は 60 fps で 3840 × 2160。メイ
ン モニタには出力 1 を使用し、出力 2 はオプションの 2 番目のモ
ニタに使用します。これらの出力には音声がありません。高解像度
とフレーム レートをサポートするプレミアム HDMI ケーブルが必要
です。シスコ認定ディスプレイ ケーブルをお勧めします。

プレゼンテーション入力
HDMI バージョン 1.4b、最大解像度は 30 fps で 3840 × 2160。
コンピュータや外部再生デバイス（オーディオおよびビデオ）な
ど、異なるタイプの入力ソースに使用されます。高解像度とフ
レーム レートをサポートするハイスピード HDMI 1.4b ケーブル
が必要です。シスコ認定プレゼンテーション ケーブルをお勧め
します。

メンテナンス
ビデオ システムとのシリアル通信には、マイクロ USB コネクタ
を使用します。

USB

USB 2.0（将来的に使用）。

ケンジントン ロック
ビデオ システムの移動や盗難を防止するために、ケンジントン 
ロックを使用できます。

コネクタ パネル

音声ライン出力

電源ソケットとスイッチ

モニタ出力

USB

プレゼンテーション入力

メンテナンス

ケンジントン ロック 

マイク

ネットワーク（Network）

Touch 10 コントローラ

初期設定リセット ピンホール
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メンテナンス用のシリアル インターフェイス

ビデオ システムとの直接通信には、マイクロ USB コネクタを使用しま
す 1。マイクロ USB to USB ケーブルが必要です。コンピュータによりシ
リアル ポート ドライバが自動インストールされない場合には、手動で
コンピュータにインストールする必要があります 2。

シリアル インターフェイスに接続するには、ターミナル エミュレータ
（SSH クライアント）を使用します。最も一般的なコンピュータ タイ
プ（PC、MAC）およびオペレーティング システムでは、PuTTY または 
Tera Term は機能します。

シリアル接続は、IP アドレス、DNS、またはネットワークなしでも使用
できます。

パラメータ：

• ボー レート： 115200 bps
• データ ビット：8
• パリティ：なし
• ストップ ビット：1
• ハードウェア フロー制御：オフ

ビデオ システムの設定値
シリアル通信はデフォルトで有効になっています。動作を変更するに
は、次の設定を使用します。

[シリアルポート（SerialPort）] > [モード（Mode）]

セキュリティ上の理由から、シリアル インターフェイスを使用する前に
サインインするように求められます。動作を変更するには、次の設定を
使用します。

[SerialPort] > [LoginRequired]

シリアル ポートの設定を変更した後、ビデオ システムを再起動します。

ビデオ システムが CUCM からプロビジョニングされている場合、シリ
アル ポートの設定を CUCM から設定する必要があります。

1   マイクロ USB ポートはメンテナンス用です。シリアル接続経由でビデオ システムの 
API にアクセスする場合は、USB ポート（ タイプ A）に接続します。詳細について
は、API ガイドを参照してください。

2   UART ブリッジ仮想 COM ポート（VCP）ドライバには、CP210x USB が必要です。
次の内容を参照してください。► http://www.silabs.com/products/development-
tools/software/usb-to-uart-bridge-vcp-drivers

マイクロ USB コネクタ

コンピュータ
ビデオ  
システム

USB マイクロ USB

USB/マイクロ USB ケーブル

http://www.silabs.com/products/development-tools/software/usb-to-uart-bridge-vcp-drivers
http://www.silabs.com/products/development-tools/software/usb-to-uart-bridge-vcp-drivers
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TCP ポートの開放

コーデック内の Web サーバでは、非セキュアまたは不必要なポート、
プロトコル、モジュール、またはサービスの使用が禁止または制限され
ています。いくつかのポートは、デフォルトで開放されているか、閉じら
れています。

TCP 22：SSH 
SSH モード設定を [オフ（Off）] にすることで、ポートを閉じることが
できます。

NetworkServices SSH Mode: Off / On

TCP 80：HTTP 
HTTP モードを [オフ（Off）] にするか、[HTTPS（HTTPS）] にすること
で、ポートを閉じることができます。

NetworkServices HTTP Mode: HTTP+HTTPS / HTTPS / Off

TCP 443：HTTP 
HTTP モード設定を [オフ（Off）] にすることで、ポートを閉じることが
できます。

NetworkServices HTTP Mode: HTTP+HTTPS / HTTPS / Off

TCP 5060/5061：SIP listen ports 
SIP リッスン ポートはデフォルトで開放されています。SIP リッスン ポ
ートは、Cisco UCM（Unified Communication Manager）によって無
効にされています。SIP リッスン ポートを [オフ（Off）] にすることで、
ポートを閉じることができます。

SIP ListenPort: Off / On 

システム設定は、Web インターフェ
イスの [セットアップ（Setup）] > [構成
（Configuration）] ページから設定します。
Web ブラウザを開き、ビデオ システムの IP 
アドレスを入力して、サインインします。
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TMS からの新しい HTTPFeedback アドレスの取得

ビデオ システムが Cisco TelePresence Management Suite（TMS）
に追加されると、TMS に情報（イベント）を送り返すように自動的に設
定されます。ビデオ システムは、これらのイベントが TMS から送信さ
れるようにアドレスを受信します（HTTPFeedback address）。このア
ドレスが存在しないか、または正しく設定されていない場合、ビデオ シ
ステムは TMS にイベントを送信できません。

失われたイベントへの応答
ビデオ システムがイベントへの応答を受信しない場合、1 秒間隔で最
大 10 回、HTTPFeedback アドレスに送信を再試行します。

ビデオ システムが再試行でも応答を受信しない場合、エンドポイント
は HTTPFeedback アドレスを削除し、TMS にイベントを送信できなく
なります。

これは TMS の通話詳細記録（CDR）が失われる原因になります。

TMS からの新しい HTTPFeedback アドレスの取得
イベントを送信するための新しいアドレスを取得するには、ビデオ シス
テムを再起動して、TMS から次の管理アドレスがプッシュされるのを
待つ必要があります（予定されているか、TMS 管理者によってトリガー
される）。
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技術仕様（1/2 ページ）

ソフトウェアの互換性
• シスコ コラボレーション エンドポイント ソフトウェア 
バージョン 9.0 以降

• Cisco Spark Room OS

帯域幅
ポイントツーポイントで最大 6 Mbps

ファイアウォール トラバーサル
• Cisco TelePresence Expressway テクノロジー
• H.460.18 および H.460.19 ファイアウォール トラ
バーサル

ビデオ標準
• H.264
• H.265（SIP）

ビデオ入力
• 30 fps で最大 3840 × 2160（60 fps で 1920 × 1080 を
含む）をサポートする 1 つの HDMI 入力 *

• Consumer Electronics Control （CEC） 2.0

ビデオ出力
• 60 fps で 最大 3840 × 2160 をサポートする 2 つの 

HDMI 出力 *

• ライブ ビデオ解像度（エンコードおよびデコード）
30 fps または 60 fps で 最大 1920 × 1080 

• Consumer Electronics Control （CEC） 2.0

音声標準
• AAC-LD
• G.722
• G.722.1
• G.711
• G.729
• Opus

音声機能
• ハイクオリティ 20 kHz オーディオ
• サブウーファー用の予備（ライン出力）
• 誘導ループ用の予備（ライン出力）
• オートゲイン コントロール（AGC）
• オート ノイズ リダクション
• アクティブ リップ シンク

音声入力
• 2 つのマイク、4 ポール ミニジャック
• HDMI からのオーディオ入力 1 個
• 統合マイク

オーディオ出力（ 外部）
• ライン出力 1 個、ミニジャック（ステレオ）

スピーカー（統合）
• 平衡型構成の高品質スピーカー 5 個
• 周波数応答：70  Hz ～ 20  kHz
• 増幅器用電源：24  W
• 最大出力レベル：86  dB SPL 

スピーカー トラッキング
• スピーカー トラッキング用の 6 要素マイク アレイ

デュアル ストリーム
• H.239 デュアル ストリーム（H.323）
• BFCP デュアル ストリーム（SIP）
• 解像度のサポート：8 fps で 最大 3840 × 2160、30 fps 
で最大 1920 × 1080

ワイヤレス共有
• Cisco Spark クライアント（5 fps で最大 3840 × 

2160 ）
• Cisco Intelligent Proximity クライアント（5 fps で 最
大 1920 × 1080 ）

マルチポイント サポート
• マルチサイト オプションで組み込み 4-way SIP/H.323 
会議機能

マルチサイト機能（組み込みマルチポイント）、オプション
のアップグレード
• 適応型 SIP/H.323 マルチサイト：

 - 3-way 解像度は 30 fps で最大 1920 × 1080、コンテ
ンツは 5 fps で最大 3840 × 2160 

 - 4-way 解像度は 30 fps で最大 1920 × 1080、コンテ
ンツは 5 fps で最大 3840 × 2160 

• 完全個別音声および映像トランスコーディング
• 同一会議で H.323、SIP、VoIP が混在可能
• 5 fps で最大 3840 × 2160 の解像度で、任意の参
加者からのプレゼンテーション（H.239/BFCP）を
サポート

• ベスト インプレッション機能（自動連続表示レイア
ウト）

• 任意のサイトからの暗号化およびデュアル ストリーム

プロトコル（PROTOCOLS）
• H.323
• SIP
• Cisco Spark

組み込み暗号化
• H.323 および SIP ポイントツーポイント
• 規格準拠：H.235 v3 および Advanced Encryption 

Standard（AES）
• キーの自動生成と交換

IP ネットワーク機能
• サービス設定での DNS ルックアップ
• 差別化サービス（QoS）
• IP 帯域幅最適化コントロール（フロー制御を含む）
• 自動ゲートキーパー検出
• ダイナミック再生およびリップシンクのバッファリング
• H.323 の H.245 DTMF トーン
• SIP の RFC 4733 DTMF トーン
• NTP による日時のサポート
• パケット損失時のダウンスピード機能
• URI ダイヤル
• ダイナミック ホスト コンフィギュレーション プロトコル
（DHCP）

• IEEE 802.1x ネットワーク認証
• IEEE 802.1Q VLAN
• IEEE 802.1p QoS および Class of Service（CoS）９
• ClearPath

IPV6 ネットワークのサポート
• H.323 および SIP に対する単一コール スタックのサ
ポート

• DHCP、SSH、HTTP、HTTPS、DNS、および DiffServ 
に対するデュアル スタックの IPv4 および IPv6

• スタティック IP アドレスの割り当て、ステートレス自動
設定および DHCPv6 をサポート

CISCO UNIFIED COMMUNICATIONS MANAGER
• Cisco Unified Communications Manager（CUCM）の
ネイティブ登録

• Cisco Spark Room Kit 用のデバイス パックと CUCM 
バージョン 9.1.2 以降が必要

セキュリティ機能
• HTTPS および SSH を使用して管理
• IP 管理パスワード
• 管理メニューのパスワード
• IP サービスの無効
• ネットワーク設定の保護

* 入力用：HDMI バージョン 1.4b、出力用：HDMI バージョン 
2.0
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ネットワーク インターフェイス
• LAN 用イーサネット（RJ-45）X 1、10/100/1000 Mbps

• Cisco Touch 10 用イーサネット（RJ-45）X 1

• Wi-Fi：IEEE 802.11a/b/g/n/ac 2.4 GHz、5 GHz、2x2 
MIMO

その他のインターフェイス
• USB 2.0 ポート
• マイクロ USB
• 初期設定リセット ピンホール

カメラの概要
• 5K Ultra HD カメラ
• 最大 60 fps のサポート（スピーカー トラッキングでは 

30 fps および最適な全体表示が有効）
• 15.1 メガピクセル イメージ センサー（5184 × 2916 ピク
セル）

• 1/1.7 CMOS

• 3 倍ズーム
• 絞り f/2.0

• 水平視野 83 °、垂直視野 51.5 °
• 自動フレーミング（オーディオと顔検出）
• 自動フォーカス、輝度およびホワイト バランス
• 焦点距離：1 m ～無限遠

電源
• 100-240 VAC、50/60 Hz、12 V DC 入力
• 平均 20 W、ピーク時 70 W

動作温度および湿度
• 周囲温度：0 ～ 40 °C（32 ～ 104°F）
• 相対湿度（RH）：10 ～ 90%

保管および輸送の温度
• RH 10 ～ 90% では –20 ～ 60°C（–4 ～ 60°F）（結露し
ないこと）

ロック機構
• ケンジントン セキュリティ ロック

寸法
• 幅：700 mm（27.5 インチ） 
• 高さ：106 mm（3.5 インチ）
• 奥行：88 mm（2.9 インチ）
• 重量：最大 3.2 kg（7 ポンド）

認定および適合規格
• 指令 2014/35/EU（低電圧指令）
• 指令 2014/30/EU（EMC 指令）：クラス A
• 指令 2014/53/EU（無線機器指令）
• 指令 2011/65/EU（RoHS）
• 指令 2002/96/EC（WEEE）

• NRTL 認定（製品の安全性）
• FCC CFR 47 Part 15B（EMC）：クラス A
• FCC Listed（無線機器） 

各国の認定書類については、Product Approval Status 
Database（製品認定ステータス データベース） 
www.ciscofax.com を参照してください。

技術仕様（2/2 ページ）

すべての仕様は予告なしに変更される場合があります。システム仕様は異なる場合があります。
これらのドキュメントの画像はすべて説明目的でのみ使用され、実際の製品とは異なる場合があります。
Cisco and the Cisco Logo are trademarks of Cisco Systems, Inc. and/or its affiliates in the U.S. and other 
countries. A listing of Cisco’s trademarks can be found at www.cisco.com/go/trademarks. その他の商標はそれぞ
れの権利者の財産です。The use of the word partner does not imply a partnership relationship between Cisco and 
any other company.

2018 年 4 月

http://www.ciscofax.com
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サポートされている RFC

RFC（Request For Comments）シリーズには、Internet 
Engineering Task Force（IETF）によって作成される技術仕様お
よびポリシー文書など、インターネットに関する技術および組織
のドキュメントが含まれます。

CE ソフトウェアは、以下を含む RFC の範囲をサポートしています。

• RFC 2782『DNS RR for specifying the location of services (DNS 
SRV)』

• RFC 3261 SIP『Session Initiation Protocol』
• RFC 3263『Locating SIP Servers』
• RFC 3361『DHCP Option for SIP Servers』
• RFC 3550 RTP『RTP: A Transport Protocol for Real-Time 

Applications』
• RFC 3711『The Secure Real-time Transport Protocol (SRTP)』
• RFC 4091『The Alternative Network Address Types (ANAT) 

Semantics for the Session Description Protocol (SDP) 
Grouping Framework』

• RFC 4092『Usage of the Session Description Protocol (SDP) 
Alternative Network Address Types (ANAT) Semantics in the 
Session Initiation Protocol (SIP)』

• RFC 4582『The Binary Floor Control Protocol』
draft-ietf-bfcpbis-rfc4582bis-00『Revision of the Binary Floor 
Control Protocol (BFCP) for use over an unreliable transport』

• RFC 4733『RTP Payload for DTMF Digits, Telephony Tones and 
Telephony Signals』

• RFC 5245『Interactive Connectivity Establishment (ICE)』：
オファーまたはアンサー プロトコル用のネットワーク アドレス変換
（NAT）通過のためのプロトコル

• RFC 5589『SIP Call Control Transfer』
• RFC 5766『Traversal Using Relays around NAT (TURN)』：

Session Traversal Utilities for NAT（STUN）のためのリレー拡張
• RFC 5905『Network Time Protocol Version 4: Protocol and 

Algorithms Specification』
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シスコ Web サイト内のユーザ ドキュメンテーション

次の短いリンクを使用して、CE ソフトウェアを実行する製品シ
リーズのマニュアルを検索します。

Room シリーズ：

► https://www.cisco.com/go/roomkit-docs

MX シリーズ：

► https://www.cisco.com/go/mx-docs

SX シリーズ：

► https://www.cisco.com/go/sx-docs

DX シリーズ：

► https://www.cisco.com/go/dx-docs

通常、すべてのシスコ コラボレーション エンドポイントのユー
ザ マニュアルはこちらから検索できます。 
► https://www.cisco.com/go/telepresence/docs

マニュアルは以下のカテゴリに整理されています。一部のマニュアルはすべての製品で利用できません。

インストールとアップグレード > インストールとアップグレード 
ガイド

• インストレーション ガイド：製品のインストール方法
• スタートアップ ガイド：システムを稼働させるために必要な
初期設定

• RCSI ガイド：法規制の遵守および安全に関する情報 

保守と運用 > メンテナンスとオペレーション ガイド

• スタートアップ ガイド：システムを稼働させるために必要な
初期設定

• 管理者ガイド：製品の管理に必要な情報
• CUCM での TelePresence エンドポイントの導入ガイド：

Cisco Unified Communications Manager（CUCM）でビデ
オ システムの使用を開始するために実行するタスク

• スペア部品の概要、スペア部品の交換ガイド、ケーブル ス
キーマ：スペア部品を交換するときに役立つ情報

保守と運用 > エンドユーザ ガイド

• ユーザ ガイド：製品の使用方法
• クイック リファレンス ガイド：製品の使用方法
• 物理インターフェイス ガイド：コネクタのパネルと LED な
ど、コーデックの物理インターフェイスに関する詳細

リファレンス ガイド > コマンド リファレンス

• API リファレンス ガイド：アプリケーション プログラミング 
インターフェイス（API）のリファレンス ガイド

リファレンス ガイド > テクニカル リファレンス

• CAD 図面：寸法付きの 2D CAD 図面

設定 > 設定ガイド

• CE カスタマイズ ガイド：室内制御パネルをデザインする方
法と、室内コントロールをプログラミングするためにビデオ 
システムの API を使用する方法。

• CE Console ユーザ ガイド：ビデオ システムの高度なカス
タマイズが可能な機能にグラフィカル インターフェイスを提
供する CE コンソール アプリケーションの使用方法

設計 > 設計ガイド

• ビデオ会議室のガイドライン：会議室の設計とベスト プラ
クティスに関する一般的なガイドライン

• ビデオ会議室のガイドライン：聴き取られる音声の品質を
向上させるために行うべきこと

ソフトウェア ダウンロード、リリースと一般情報 > ライセンス
情報

• オープン ソースのドキュメント：この製品で使用されている
オープン ソース ソフトウェアのライセンスおよび通知

[ソフトウェア ダウンロード、リリースと一般情報（Software 
Downloads, Release and General Information）] > [リリース 
ノート（Release Notes）]

• ソフトウェア リリース ノート
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シスコのお問い合わせ先
シスコの Web サイトでは、シスコの世界各地のお問い合わせ先を確認できます。

参照先： ► https://www.cisco.com/go/offices

Corporate Headquarters:
Cisco Systems, Inc.

170 West Tasman Dr.
San Jose, CA 95134 USA
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シスコが導入する TCP ヘッダー圧縮は、カリフォルニア大学バークレー校（UCB）によ
り、UNIX オペレーティング システムの UCB パブリック ドメイン バージョンの一部とし
て開発されたプログラムを適応したものです。All rights reserved. Copyright © 1981, 
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このマニュアルで使用している IP アドレスおよび電話番号は、実際のアドレスおよび電
話番号を示すものではありません。マニュアル内の例、コマンド出力、ネットワーク トポ
ロジ図、およびその他の図は、説明のみを目的として使用されています。説明の中に実際
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ン版を参照してください。
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FAX 番号は当社の Web サイト（www.cisco.com/go/offices ）をご覧ください。
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シスコ製品のセキュリティの概要
この製品には、輸入、輸出、譲渡、使用を規制する米国またはその他の国の法律の対象と
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